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1)

2)

3)

日 日

1)
2)

3)

4)

5)
6)

7)
8)
9)

施工計画書の作成

 出来形、品質及び写真の管理基準は、共通仕様書に準じた管理基準のほか社内管理基準を明記すること。また、どこの箇所（測点等）でどの程度
実施するのかなどを具体的に記載すること。

 施工計画書を変更および追加する部分は、速やかに監督員に提出すること。
 道路・河川等の公共用地の状況を記載し、工事対象施設等を道路用地等を超えた民地等での築造を避けるための留意事項を併せて記載すること。

 品質管理基準は、小規模工事を除き関連項目を全て満足できるよう、試験方法や品質管理基準の項目は監督員と協議のうえ記載すること。

 特記仕様書及び共通仕様書等で指定している段階確認及び立会についてを記載するものとし、その他の段階確認事項は、監督員と協議のうえ記載
すること。

30 、後片付け期間 29積算時想定工事期間には施工に必要な実日数（実働日数）以外に、準備期間 のほか雨休率、休日等(日曜日、祝

3．

1．

 本工事は、『北海道建設部土木工事共通仕様書（最新版）』（以下共通仕様書という。）及び『下水道土木工事必携（案）』に基づき施工するもの
とする。『設計図書』、『共通仕様書』及び特記仕様書に記載がない場合は、関係する各要綱、示方書及び指針等を準拠することとし、その適用にあ
たっては、その都度監督員と協議すること。また、施工に対し疑義や不明な点がある場合は同様に協議すること。

2．

 本設計図書は北海道建設部が制定した「土木工事積算要領」、「土木工事積算基準」、「下水道工事工種体系化の手引き・数量算出要領」、「土
木工事工種体系化の手引き」及び「土木工事数量算出要領」に基づき作成している。

 「土木工事積算基準」で定められている諸基準は次のとおり扱っている。
①機械、人力等の施工方法区分は設計図面等から判断しているが、機械施工が困難な場合は人力施工としている。
②各基準で標準の工法や機種が定められている場合、別途特記仕様書等で明示している場合を除き、標準工法・機種で積算している。
③上記①②は受注者の任意施工を拘束するものではない。ただし、現場条件等によりこれにより難い場合は、必要に応じて設計変更する。

 「土木工事工種体系化の手引き」で定められている事項について、規格・摘要欄に明示した内容に変更が生じた場合は、必要に応じて設計変更を
する。

適用

土木工事積算基準等

積算情報

日、夏季休暇、年末年始休暇及び作業期間内の全土曜日を含む。)を見込んでいる。

 道路交通法第７７条第１項の規定に基づく所管警察署からの道路使用許可を添付すること。

4．

 受注者は、契約後速やかに公示用設計図書の検討、基本的な測量による現場確認、関係機関への届け出、監督員との打合せを行うこと。

 特記仕様書に記載がある条件明示の項目は、全て現地等と適合するか否かを確認し、施工計画書へ図面を含め詳細（管理者名、会社名、住所、距
離及び受け入れ条件等）に記載すること。現地等に設計図書とのおいて相違があった場合は、直ちに監督員に報告の上、必要に応じ協議すること。

 施工方法には、具体的な作業の手順や方法、当該工事で留意すべき事項等について、共通仕様書に準じて記載すること。（掘削、転圧、敷均し、
構造物の施工、工作物の撤去、仮設の方法等）

(  1  )



 本工事は、下記の交通規制で施工するものとする。

年 月 日
年 月 日

年 月 日 年 月 日
年 月 日 年 月 日
年 月 日 年 月 日

※
※
※

※

1)
2)
3)
4)

 用地境界標（杭）とは、道路敷地界（国土交通省・北海道・帯広市）のほか、民地界、その他全ての境界標（杭）のことを示す。
 図面等に用地境界標（杭）を明示している場合は、用地境界標（杭）の有無に関わらず立会簿を作成するものとする。

 『共通仕様書』第１章１－１－１－２２に基づく、「再生資源利用計画書」、「再生資源利用促進計画書」を施工計画書に添付すること。

8．

 工事完成届には、撮影年月日等を記入した着工前、工事状況（ダイジェスト版）及び完成写真を添付するものとする。

 上記の期間及び区間は、最大限を示していることから、施工にあたっては必要最小限に留めるように努めるものとする。
 工事看板の記載仕様は別紙１「工事看板記載仕様」を参照。

 市街地の現道で交通誘導を行う場合は、警備業法による交通誘導警備検定合格者（１級又は２級）を最低１名以上配置するものとすること。施
工計画書には警備業法による警備員名簿及び検定合格者の写しを添付すること。（警備員名簿は、警備業法第４５条、同法施行規則第４６条第１
項第１号の要件に沿ったものとする。）

 別紙「交通誘導員の資格について」参照

6．

7．

 受注者は、工事着手前の現地調査と調査書等の資料を基に、用地境界標（杭）を確認すること。
 工事施工が現認で用地境界標（杭）を移設・損傷・紛失した場合は、監督員の承諾の上、受注者の責任で有資格者により復元する。

令和
～ 令和令和

令和 ～

片側交互通行及び歩道幅員減少(作業時) 施工計画承認後、規制開始日 ～ 令和 9
9

令和
施工計画承認後、規制開始日

交通規制

工事完成届

用地境界標（杭）の取り扱い

再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画

5．

工 事 箇 所 規 制 方 法 規 制 期 間

～

2 12
鉄北・東北火防乙線 車輌通行止め（作業時）、片側交互通行(夜間) ～ 令和
鉄北・東北火防乙線

2 12

令和

(  2  )



1)
2)
3)
4)
5)
6)

7)
①解体・破砕費・運搬費

a
b

c 舗装厚の実測方法

②処分費

1)

2)

「平面図」「縦断図」「（標準）断面図」「ＭＨ詳細図」「配管図」

 本工事を共同企業体として受注した場合は、契約締結後５日以内（着工届に添付）に共同企業体編成表を作成のうえ、監督員に提出すること。
 （別紙「共同企業体編成表」参照のこと）

11．

出来形図

共同企業体編成表

各舗装構成を１施工箇所として施工延長２０ｍ毎に１箇所、施工延長が２０ｍ以下は３箇所の舗装厚を実測した平均値を算出する。舗装の撤
去面積が設計と異なることにより変更を要する場合は、施工前に監督員と現地立会を行い、変更資料を提出し協議すること。

 産業廃棄物管理票（マニフェスト）総括表を提出し協議すること。処分数量により概数確定を判断するが、過大な出来形に対する変更は行わ
ない。産業廃棄物管理票（マニフェスト）及び検量書については、監督員から指示を受けた場合には提出すること。

 標準図は標準的な施工図または出来形を示すものであり、現地状況等に応じて受注者は十分照査のうえ施工するものとする。
 変更の必要が生じた場合は、速やかに監督員と協議を行うこと。

 概数に係る工種は、概数の確定以後から、概数箇所の工事が可能となる。ただし、着手前に数量を確定できない工種は、監督員と協議の上、施工
協議簿を作成すること。

 建設副産物の概数について

構造物等の実測寸法により算出した体積とする。なお計測した写真を提出の上、協議すること。

構造物等の寸法実測が困難で体積・重量の算出が不可能な場合（構造物等の形上が不定形な場合等）は、産業廃棄物管理票（マニフェスト）
総括表の数量と単位体積質量を換算して算出するが、過大な出来形に対する変更は行わない。

10．

9．

 「概数として扱う数量一覧表に示した数量」は、必要に応じて設計変更をするものとする。
 当該工事に関する設計変更図書の作成（設計変更図面の作成及び工事数量の算出）は受注者が行うものとする。

概数発注

 概数に係る施工については、施工図面・数量計算書等を作成のうえ、監督員と十分協議した結果を施工協議簿として作成すること。

 受注者は、下記出来形図を本工事の完成時に成果品として提出すること。撤去図など施工後に形態がなくなるものは除くこととする。また、監督
員が必要とする図面を作成すること。

 記録ファイル形式はPDF形式とP21形式の両方とする。また、PDFは設計値と出来形（朱書）の並記とし、P21については出来形値のみとする。文字
化けなどが無いよう確認し記録すること。

(  3  )



  
・掘削完了時点（床付け面高さ検査、掘削幅検査）
・基礎砂利施工時点（管底高さ検査、管基礎寸法検査）
・空気圧試験時
・
・
・
・
・

１)  本工事の建設発生土の処理は下記の場所を想定している。

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

月 日 月 日
m3 L= ㎞ 月 日 月 日

その外 ～ ～
有 ・ 無

有 ・ 無
岩内受入地 ～ ～
（帯広市岩内町東1線7番地1）

稲田町受入地 ～ ～
（帯広市稲田町9-1,川西町基線99） 有 ・ 無

有 ・ 無

・ 無
中島東5線受入地 ～ ～
（帯広市中島町東5線96番地9）

清川受入地② ～ ～
（帯広市清川町東2線99番地1,6,7,8） 有

（帯広市清川町東2線84番地1,2,3） 有 ・ 無

清川受入地①
（帯広市清川町東2線97番地1,2,3）
（帯広市清川町東2線99番地2,3） ～ ～

北2線受入地 ～ ～
（芽室町西士狩北2線59番地1） 有 ・ 無

該当 契約会社名 、受 入所 在地 搬入予定土量 運搬距離 敷均しの有無 受入期間 受入不可期間

建設発生土処理

・ 無 2 12○
依田受入地 11 12 ～ ～
（幕別町字依田241番地1） 140 4.3 有

 下記事項は段階確認を実施する。又、『共通仕様書』１－１－１－２３の表１－１に基づく段階確認については、監督員と協議の上、別紙の「段階
確認願」を提出すること。なお、段階確認の箇所（測点）は、監督員が決定するものとする。

12． 段階確認事項

13．

(  4  )



２)

３)

４)
５)  搬入路に砂利等が必要な場合は、適宜敷均しや補充を行うこと。
６)
７)
８)

①

②

③

④

９)
１０)
１１)
１２)

１)

※
２)
３)

４)

 搬入期間中は、道路の清掃人により搬入路の清掃を行うこと。また、清掃人には会社名を明示した腕章を着用させること。
 搬入前に監督員と受入先管理者、搬入時期、数量の確認方法等を協議すること。

 処分場所は、受入可能な施設の中から、運搬費等も含めた積算上で一番安価な処理施設を想定している。

 本設計図書において発生しないものとしている種類の特定建設資材廃棄物であっても、受注者の都合により実際に発生させ、廃棄物として処分す
る場合は、当該特定建設資材廃棄物の再資源化等実施方法の確定後に、建設リサイクル法第１３条及び分別解体等省令第４条に基づく協議書の別記
様式を準用し、「４ 再資源化等をするための施設の名称及び所在地」欄に必要事項を記載して、工事監督員の確認を受けること。

 工事写真に、処理業者名（処分場名の看板等）と搬入状況がわかる写真を貼付すること。

 分別解体等及び再資源化等の計画協議書は、再資源化施設の変更がないように十分に留意の上、計画協議をすること。なお変更が生じた場合は速
やかに変更協議書を提出すること。

14．

 分別解体等によって発生する特定建設資材廃棄物（コンクリート塊、発生木材、アスファルトコンクリート塊）は、受注者が適正な帯広市内の処
理施設を選定し、施工計画書に「建設廃棄物における適正処理計画」を記載すること。なお、受注者の提示と積算上想定している処理施設が異なる
場合については設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。ま
た、変更が生じた場合は、必要な資料を提出のうえ、工事監督員と協議すること。

 道路清掃人及び清掃状況が確認できる写真。
 搬入土量（台数管理）が確認できる写真（ダンプベッセルの寸法写真および容量の図示）

 搬入完了後、受入者から受理した別紙の「建設発生土受入証明書」は、監督員が確認するものとする。
 再生資源利用計画書提出前に必ず工事監督員への説明を行うこと。
 再生資源利用計画書の実施結果について、監督員から請求があった場合は報告を行うこと。
 再生資源利用計画書は、工事現場の公衆が見やすい場所に掲げるとともに、インターネット上での公表に可能な限り努めること。

特定建設資材廃棄物の処理について

 搬入完了後、速やかに下記の写真を添付した「建設発生土処理完了調書」を提出すること。
 搬入前後の比較ができる写真。
 搬入土の土質が確認できる写真。

 搬入に先立ち、受入先と受入契約を締結すること。（別紙「建設発生土受入契約書」を参照）また、発注者及び受入先に土質試験表を必要に応じ提出する
こと。なお、土質試験項目は最適含水比及び粒度分布等の試験結果を提出するものとする。

 搬入土の中に、コンクリートやアスファルト、ゴミ等を混入させないこと。なお、混入を確認した場合は混入物を撤去すること。また、今後の受
入が禁止される場合があるので厳守すること。

 多数の現場から搬入が予想されるため、特に搬入位置の指示が無い場合は処理場の奥から置土の上、雨水の滞水を防ぐため均一に敷均すこと。
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１)
①

②

２)
３)
①
②
③

４)
５)
６)
７)
８)
９)

16．

 本工事の現場発生品の取り扱いは下記のとおり。このほか、現場で発生したものは監督員と協議の上、適正な処理を行うこと。なお、受注者が監督
員に現場発生品を引き渡す場合は、別紙の「現場発生品調書」を提出すること。

発 生 品 名 規 格 ・ 寸 法 発生予定量 再 使 用 量 残 量 備 考

 幹材の搬出の場合は、別紙の「幹材の搬入について」を参照の上、指定伝票を監督員に提出すること。

 枝材の搬出は、指定伝票のうち、「帯広有機西帯広牧場 ポスト投函用」を処理日毎に処理場へ提出するとともに、「帯広市みどりの課 提出
用」は、月毎にまとめたものを監督員に提出すること。

 ①の事項、又は、伐根物等処理の一括下請（「下請選定通知」、「契約書写し」を提出すること）以外の方法で処理を行う場合は、廃棄物処理
業の許可を受けた者を選定すること。

 施工計画書には「伐根物等処理計画書」を添付すること。
 搬入完了後、速やかに「伐根物等処理実績調書」を提出すること。また、調書には下記の資料を添付すること。

 運搬状況を確認できる写真（運搬車両が確認できるもの）
 受入業者名（処分場の看板等）と搬入状況がわかる写真
 受入伝票の写し

試験用資材 0.39t 0.00t 0.39t 帯広川下水終末処理場へ搬入

工事現場発生品

15．

 本工事で発生する伐根物等は、下記のとおり適切に処理すること。

 受注者自らの車両で直接処分場へ運搬する場合、又は、受注者の職員が賃貸車両を使用して直接処分場へ運搬する場合は、建設発生土と同様、
運搬車両に看板等で会社名を明示すること。

 工事現場内で発生した、廃棄物等が混在しないよう適切に管理するとともに処分場には、速やかに搬出すること。
 有料の処理費用は、本工事の契約に含まれている。
 一般廃棄物を帯広市以外へ搬出する場合、搬入を行う自治体の事前承諾が必要となるので監督員と協議すること。
 一般廃棄物の収集・運搬・処分を委託する場合は、帯広市内の許可業者に限るため留意すること。

建設副産物（伐採・抜根・すき取り・抜開物等）
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※切廻しは施工前に必ず試掘を行うこと。

要 ・不要

○ 街路樹 各道路管理者 協議済・協議中 月   日 伐採・移植・仮移植・植樹 要 ・不要

標識柱
北海道公安委員会
各道路管理者

協議済・協議中 月   日 移設・仮移設・一時撤去復旧

要 ・不要

道路照明灯柱 各道路管理者 協議済・協議中 月   日 移設・仮移設・一時撤去復旧 要 ・不要

下水道管 上下水道部下水道課 協議済・協議中 月   日 切り廻し・工事先行移設・試掘

要 ・不要

消火栓 帯広消防署警防課 協議済・協議中 月   日 移設・防護・撤去・高さ調整 要 ・不要

信号柱
北海道公安委員会
（帯広警察署）

協議済・協議中 月   日 移設・仮移設

要 ・不要

ガス管 帯広ガス㈱ 協議済・協議中 月   日 移設・仮移設・試掘・防護 要 ・不要

上水道管 上下水道部水道課 協議済・協議中 月   日 工事先行移設・切り廻し・弁筐高さ調整・試掘

要 ・不要

架空線

北海道電力ネットワーク㈱
東日本電信電話㈱
北海道東支店
㈱帯広シティケーブル

協議済・協議中 月   日 移設・仮移設 要 ・不要

地下埋設ケーブル
北海道電力ネットワーク㈱
東日本電信電話㈱
北海道東支店

協議済・協議中 月   日 移設・防護・撤去

要 ・不要

電話柱
東日本電信電話㈱
北海道東支店

協議済・協議中 月   日 移設・仮移設 要 ・不要

電力柱 北海道電力ネットワーク㈱ 協議済・協議中 月   日 移設・仮移設

17．

 本工事の支障物件は下表のとおりである。受注者は各管理者と十分な調整により適正な対応に努めること。

該 当 支 障 物 件 等 管 理 者 管理者との協議 移 設 期 限 等 工 事 方 法 等 立 会

工事支障物件
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１)
２)

３)

４)
５)
６)

７)
８)

９)
１０)

 雨水桝と取付管との接合は、特殊接合材を使用すること。

 舗装面と雨水桝の高低差の確認は、路盤整正後に監督員との立会いにより行う。確認方法は、路肩端部に張った水糸等との比較やレベルにより
行う。（段階確認事項）

 舗装等の摺り付けが急勾配になる場合は、道路端から離して設置するなどして勾配を緩くすること。（道路横断方向の標準勾配5％以下）

 車輌の走行場所への設置は避けることとし、やむを得なく設置する場合は、摺り付け距離を長くし勾配を緩くすること。（道路縦断方向の標準勾
配5％以下）

 舗装復旧には、雨水桝設置時の標準勾配の確保に注意すること。
 上記以外の問題等が生じた場合は、監督員と協議すること。

 18．

 雨水桝の位置決定については、設置予定箇所の近隣地権者との確認後、現地で監督員と立会して決定すること。

 雨水管を整備する場合は、民地からの雨水等も処理するため、付近の側溝の形状や工事完成後の周辺地盤高を勘案の上、位置と高さを調整するこ
と。

 側溝の雨水排除については、監督員と協議の上、雨水桝に波付管で流入させるか、側溝を埋めて雨水桝天端（グレ－チング）から流入させるかを
現地に合った方法で施工すること。

 玄関先や車両乗入口への設置は極力避けること。

 雨水桝設置工の注意事項

(  8  )



境界縁石
電柱等

歩車道縁石
雨水桝 雨水桝 雨水桝 雨水桝表示ラベル

1.80m
～

1.60m
雨水桝 歩車道縁石

＜雨水桝表示ラベル記載注意事項＞

①
②
③
④
⑤

２枚目 ⑥
⑦

※ には電柱等から雨水桝間の距離を記載 ※ ラベルは帯広市型雨水桝表示シートとする。

8.5ｃｍ 雨水桝表示ラベルは、貼り付けた電柱等からの距離を記載する。
雨水桝表示ラベルの左右とは、車道側から電柱等に向かって左右とする。

右 ２５．６ Ｍ
雨水桝表示ラベル文字は、テプラ等の黒文字、Ｌ～ＬＸ程度の大きさで記載する。
電柱等が片側にしかない場合、雨水桝表示ラベルには、左○○．○ｍ○○．○ｍと記載する。

左 １２．３  向９．０ Ｍ

＜帯広市型雨水桝表示シート＞

5
.
0
c
m 右 １４．５ Ｍ

道路工事・下水道工事・側溝整備工事等における雨水桝新設に適用。

左 １２．３ Ｍ
雨水桝の位置を示すための雨水桝表示ラベルを最寄りの電柱・街路灯等に貼り付ける。
雨水桝表示ラベルは、車道側の高さ１．６ｍ～１．８ｍの位置に貼り付ける。

 19．

 本工事で設置した雨水桝は、冬期の堆雪時に位置が確認できるよう最寄りの電柱等に位置を明示したシールを貼付すること。表示方法は下記のとお
り。

電柱等

●

9
.
0
m

↑

左 12.3m 右 14.5m

右 25.6m

 雨水桝の位置表示
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【１】 地上及び地下の公共施設の確認

【２】 施設管理者との協議等

【３】 施工計画書の提出

【４】 工事の着手

【５】 北電配電線・送電線設備（「２１．『ほくでん』送電線に係る協議」参照）

【６】 ＮＴＴ東日本の通信設備（「２２．ＮＴＴ東日本の通信設備に係る協議」参照）

 施工計画書に、施設管理者との協議、指示内容及び保安対策の内容を具体的に記載すること。なお、該当施設がない場合は、その旨を記載
すること。

 工事は施工計画書の提出及び事故防止の保安対策後でなければ着手してはならない。

 工事着手前に「北海道電力ネットワーク㈱帯広支店配電部配電グループ(0155-24-6585)」と打合わせを行うこと。

 工事施工前に、「ＮＴＴ東日本-北海道設備部エンジニアリング部門北海道施工管理担当」と打合わせを行うこと。

20．

 電気、通信、水道など社会生活に重大な影響を及ぼす既設公共施設に対しては、特段の注意を払うものとする。

 施工前に、工事箇所及び周辺の公共施設を確実に確認の上、監督員に報告すること。

 公共施設に施工の影響が及ぶ恐れがある場合は、速やかに施設管理者と協議を行い、指示を受けて必要な保安対策を講じること。

公共施設の被害防止について
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※  ＮＴＴ東日本通信設備（地下埋設物）の照会については、（平成25年8月より）インターネットでの受付も可。なお、立会が必要な場合は従来と同
様。（詳細はＮＴＴ東日本へ問い合わせすること。）

21． 『ほくでん』送電線に係る協議

ＮＴＴ東日本の通信設備に係る協議22．

③ 送電線付近工事協議書発行

② 工事方法等事前打合せ

北海道電力ネットワーク㈱ 帯広支店
配電部 配電グループ
〒080-8660 帯広市西5条南7丁目2-1
TEL(0155)-24-6585
FAX(0155)-23-5232

受注者

土・日・祝祭日・夜間に送電線事故及
び異常気象等による緊急作業が生じた
時の連絡先
TEL(0155)-31-0241

工事現場

発注者

①
工
事
発
注

⑤
着
工
承
認

④
協
議
報
告

⑥
着
工

現場立会

④ 工事方法等事前打合せ

掘削工事による立会
TEL 0120-444310
緊急時・土・日・祝祭日・夜間
TEL 113工事現場

発注者

③
工
事
発
注

受注者

⑤
着
工

㈱NTTME 通信インフラデザイン部
北海道エンジニアリング部門 渉外調整担当
〒060-0001 札幌市中央区北1条西4丁目2番地4
      NTT大通4丁目ビル 5階
TEL(011)-200-9192
FAX(011)-200-8677

現  場  立  会

① 社外工事情報事前収集
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１)
２)

※『北海道土木工事標準共通仕様書』に準ずる。

✓改良道路 未改良
道路

③

③ ③ 30ｃｍ以下

① 30㎝ 30㎝ ① 20ｃｍ以下

基 礎 基 礎

舗 装 特殊舗装or砂利

③ 30ｃｍ以下

① 20ｃｍ以下 ①

下 層 路 盤

凍上抑制層
② ② 20ｃｍ以下100㎝

最大乾燥密度
の９０％以上

改良済道路
(同時改良) ○ １路線に１箇所

または500㎥に１箇所
３０㎝以下

一層の仕上り厚 一層の仕上り厚

未改良道路
１路線に１箇所
または1,000㎥に１箇所

２０㎝以下

２０㎝以下

３０㎝以下

① 管上３０㎝から基礎の間 ②
下層路盤と凍上抑制層の境目
から１００㎝下面までの間

③ ①と②以外の間

 凍土破砕を実施する場合は、施工方法等を監督員と協議し施工を実施すること。
 破砕した凍土は再利用せず、必ず捨土処分すること。

24．

改良区分 該当 測 定 箇 所
一  層  の  仕  上  り  厚

規 格 値

土の締固め試験及び現場密度の測定

23． 冬期施工について
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１)

２)

１)

２)
３)

 配合率５０％再生アスファルト混合物は１１月末日までの施工に使用するものとし、１２月１日以降に舗設する場合は新材を使用すること。

 密粒度アスコンの使用は１０月末日までとし、１１月１日以降は、原則、細粒度アスコンまたは細粒度ギャップアスコンを使用するものとする。
ただし、当初、密粒度アスコンで設計計上しており、現地精査等によりやむを得ず１１月１日以降の施工となる場合は工事監督員と協議すること。
なお、施工時期の大幅な変更や外気温等により密粒度アスコンの使用が明らかに不適と考えられる場合を除き、設計変更は行わないものとする。

粗粒度アスコン
アスファルト安定処理

細粒度アスコン

m3

細粒度アスコン

車道
50%

細粒度ギャップアスコン
密粒度ギャップアスコン

密粒度（F13）

歩道
アスファルト安定処理

 26．

 本工事の再生アスファルト混合物は下表に示す再生骨材混入率に基づいて施工すること。また、再生アスファルト混合物に関する事項は、「アス
ファルト舗装再生利用ガイドライン」、「プラント再生舗装技術指針」等に従うものとする。

該 当 再 生 混 合 物 歩車別  混入率

 25．

 本工事では、セメントコンクリート再生骨材（０～４０、０～８０㎜）は下記の箇所に使用するものとする。

規  格  ・  寸  法 備       考該当 使 用 箇 所 細   目

管 基 礎 図示 ㎝基 礎 砂 利 ０～４０ ｔ＝

 コンクリート再生骨材

 再生アスファルト混合物

函･MH・桝基礎 基 礎 砂 利 ０～８０ ｔ＝ 図示 ㎝

 本工事で使用するコンクリート再生骨材は下記の再資源化施設から搬入するものとし、施工時期が確定した時点で別紙「再生骨材の出荷確認につ
いて（回答）」により再資源化施設より回答を受け監督員に報告すること。なお、供給量に不足がある場合は監督員と協議のこと。

再資源化施設 所在地 使用数量 備    考
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１)
①
②
③

２)
①

３)
①

１) 現場環境改善は、周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動、現場労働者の作業環境の改善を行うものとする。

2) 現場環境改善の実施内容については、次のとおりとする。
①次の[別表]より、実施する項目を選択する。
②実施内容は、仮設備関係、営繕関係、安全関係、地域連携のうち5項目を基本とし、具体的な実施内容・実施時期については、施工計画書を
提出する際に協議すること。

[別表]

1.用水・電力等の供給設備の充実  2.緑化・花壇   3.ライトアップ施設
4.見学路及び椅子の設置   5.昇降設備の充実   6.環境負荷の低減
1.現場事務所・監督員詰所の快適化(女性用更衣室の設置を含む)   2.労働者宿舎の快適化
3.デザインボックス(交通誘導警備員待機室)の快適化   4.現場休憩所の快適化
5.健康関連施設及び厚生施設の充実等
1.工事標識・照明等安全施設のイメージアップ(電光式標識等)
2.盗難防止対策(警報機等) 
1.完成予想図   2.工法説明図   3.工事工程表   4.デザイン工事看板(各工事PR看板含む)
5.見学会等の開催(イベント等の実施含む）   6.見学所(インフォメーションセンター)の設置及び管理運営
7.パンフレット・工法説明ビデオ   8.地域対策費等(地域行事等の経費を含む)   9.社会貢献

 工事の施工に伴い第三者に与えた損害を填補する保険（請負業者賠償責任保険等）
 上記に準ずるその他の保険

 保険等の期間
 工事着手から工事目的物の引き渡しまでの期間

 本工事は、次に規定する保険等に加入しなければならないものとし、保険契約締結後、工事監督員に保険証券の写し（保険以外の場合には、保険証
券に代わるもの）を提出すること。

 保険等の種類
 工事目的物、工事材料及び仮設物等に生じる損害を填補する保険（土木工事保険、組立保険等）

 保険等の金額
請負代金以上

営繕関係

安全関係

地域連携

現場環境改善費について

計上費目 実施する項目(率計上)

仮設備関係

28．

27． 工事保険の加入について
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① トンネル標準示方書(開削編)「(社)土木学会」
② 道路土工一擁壁・カルバート・仮設構造物指針「(社)日本道路協会」

道路土工一仮設構造物工指針「(社)日本道路協会」
③ 設計基準土木設計編「日本下水道事業団」
④ 掘削土留工設計指針 (財)鉄道総合研究所」
⑤ 仮設構造物設計指針 首都高速道路公団」
⑥ たて込み簡易土留設計施工指針「日本下水道協会・たて込み簡易土留協会」
※

① 試験項目 ② 不良土判定基準
・ 土の含水量試験（JIS A1203）  土質定数による判定（JIS A1203）
・ 土の粒度試験（JIS A1204） ・ 自然含水比（Wn）／最適含水比（Wopt）≧1.4
・ 土の液性限界試験（JIS A1205） ・ 自然含水比（Wn）／塑性限界（Wp）≧1.5
・ 土の塑性限界試験（JIS A1206） ・ 液性指数（IL）≧0.75

IL＝（自然含水比（Wn）－塑性限界（Wp））／塑性指数（IP）

30．

 本工事は、原則として現場発生土を埋戻材として使用する。このため、掘削土（発生土）の土質試験を各路線１回（箇所）以上行い、その試験結
果を工事監督員に報告するものとする。

・埋戻し土の試験

 ※土質試験によって、不良土と判定された場合の搬入土の採取地は工事監督員と協議すること。搬入土については、事前に採取地で土質試験を２
回（箇所）以上行い、工事監督員の了承を得てから埋め戻すものとする。

29．

 本工事は「建設工事公衆災害防止対策要領」で定める「公衆に係わる区域」に該当することから、同要領第８章を準拠し、同要領第８章第５１に
おいて下記の基準を参考にし土留材を選定すること。

土留工について

 上記以外を適用する場合には監督員と協議の上、承諾を得てから使用することができる。その際には、日本国内の公的機関で実施した試験結果
資料及び設計指針等を提出するものとする。

31．

  参考図として示した図面は、発注者が想定した工法、材料等を示したものであり、これに示されている事項については、受注者の任意 施工を拘
束するものではない。ただし、現場条件等により、これにより難い場合は必要に応じて監督員と協議すること。なお、設計上過大な計画に対して変
更するものではないことに留意すること。

参考図

埋戻し土
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１)

２)

３)

受注者は、工事目的物の品質の向上を図るために、技能士（職業能力開発促進法に基づく有資格者）の積極的な活用に努めるものとする。

32．

技能士の活用の有無にかかわらず技能士活用状況報告書（別記様式）を作成し、予定については着工時に、実績については完成時に提出すること。

技能士を活用する場合は、技能士であることを確認できる資料として、地域技能士会が発行する資格証明書、または技能検定合格書の写し、あるい
は技能士手帳の写しを技能士活用状況報告書に添付すること。

33．

 ＪＩＳマーク表示品以外の材料について工事材料品質確認願を提出すること。なお、セメントコンクリート製品一般、アスファルト混合物、路盤材
（切込砂利、コンクリート再生骨材）の試験成績表等については、以下に挙げる取扱団体から発注者へ年度当初に一括提出されるので、提出を省略す
る。

資 材 名 取 扱 団 体 特 記 事 項
コンクリート二次製品 十勝管内コンクリート二次製品協同組合
アスファルト混合物 北海道舗装事業協会 帯広地区委員会
路盤材（切込砂利） 十勝骨材共販協同組合
路盤材（コンクリート再生骨材） 十勝再生骨材販売協同組合

技能士の活用について

工事材料品質確認願
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①
②

③

④

⑤

⑥
a
b

⑦
⑧
⑨

⑩

受注者は、実施結果を発注者へ報告する。
発注者が必要に応じ週休２日の実施状況の聞き取り等を行う場合には、受注者は協力するものとする。
「週休２日工事」について、受注者を対象としたアンケート調査の依頼があった場合は協力するものとする。

週休２日の実施計画書提出後、当該工事の全体工期に影響はでないものの、一部の施工内容・箇所に変更があり、工期内での期限を設ける必要があ
る場合は、対象期間外とできる場合があるので、受発注者間協議を行うこと。

その他の事項については、帯広市週休２日工事実施要領によるものとする。

 受注者は、週休２日による施工を希望する場合、契約後、発注者と協議を行い、協議が整った場合に完全週休２日（土日）及び月単位の週休２日
による施工を行うこととする。なお、月単位の週休２日が達成できない場合においても、通期の週休２日による施工を行わなければならない。

 完全週休２日（土日）とは、対象期間内の全ての週において、土日に現場閉所されている状態をいう。土日に加えて、受注者自らが土日以外にも
現場閉所することは可能とする。受注者の責によらず、土日に施工を行わざるを得ない場合は、事前に協議した上で、土日に代わる現場閉所日を指
定するものとする。
 月単位の週休２日とは、対象期間の全ての月において、４週８休以上（現場閉所日数（降雨、降雪等による予定外の現場閉所日を含む。）の割合
（以下「現場閉所率」という。）が28.5％（８日／28日）以上の水準に達する状態）の現場閉所がされている状態をいう。
 対象期間は、工事着手日（現場に継続的に常駐した最初の日）から工事完成日（各種仮設物を撤去し、現場の清掃を完了した日）までの期間をい
う。なお、年末年始６日間、夏期休暇３日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間のほか、発注者があらかじめ対
象外としている内容に該当する期間（受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間等）は含まない。後、週休２日の対象期間としていた期間
において、受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間が生じる場合は、受発注者間で協議し、現場閉所による週休２日の対象外とする作業
と期間を決定するものとする。
現場閉所とは、巡回パトロール、保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除き、現場が閉所された状態をいう。なお、降雨、降雪などによ
る予定外の現場閉所日についても現場閉所日に含めるものとする。

週休２日の確保の取組は、将来の担い手確保、入職しやすい環境づくりを目指すものであることから、週休２日による施工を実施する受注者は、そ
の趣旨に沿った休日の取得に努めるものとする。

34．

週休２日の実施の確認方法は、次によるものとする。
受注者は、週休２日の計画工程表を施工計画書に添付し発注者へ提出する。

 本工事は、完全週休２日（土日）及び月単位の「週休２日工事」の対象工事である。

週休2日工事の実施について
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１)
①
②

２)
①

②

③

④
ア
イ

ウ

⑤

⑥

３)

４) 成果品

35． 電子納品・情報共有（試行）

情報共有システムに関する障害を適正に処理、解決できる体制を整えること。

情報共有システムのサービス提供者が善良なる管理者の注意をもってしても防御し得ない不正アクセス等により、情報漏洩、データ破壊、シ
ステム停止等があった場合、速やかに工事監督員及び受注者に連絡を行い、適正な処理を行うこと。

上記(イ)の場合において、情報共有システムのサービス提供者に重大な管理瑕疵があると工事監督員若しくは受注者が判断した場合、または復
旧若しくは処理対応が不適切な場合には、受注者は情報共有システムのサービス提供者と協議の上情報共有システムの利用を中止できること。

電子納品
本工事は、工事書類を電子成果品として納品することができる工事である。
電子納品の対象書類は、工事監督員と協議の上決定する。

工事施工情報共有

当該工事は、工事監督員及び受注者の間の情報を電子的に交換・共有することにより業務の効率化を図る情報共有システムの活用対象工事であ
る。

当該工事で使用する情報共有システムは次のものとする。
推奨システム名：北海道市町村版情報共有システム
ASP事業者：一般財団法人北海道建設技術センター

工事監督員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者との契約は受注者が行うものとする。また利用開始日、ワークフロー機能の
対象者等については工事監督員と協議の上決定する。

受注者は、情報システムのサービス提供者と次の内容を含めた契約をする。

情報共有システムを利用する工事監督員及び受注者の費用は共通仮設費（技術管理費）の率分に含まれる。利用料金は情報共有システムへの登録
料及び使用料である。

詳細については工事監督員と協議すること。また、条件によっては活用を行わない場合があるので工事監督員と協議すること。

電子納品・工事施工中の情報共有の実施に伴う環境整備
受注者は、電子納品及び工事施工中の情報共有を行うにあたり、必要なハード環境及びソフト環境を予め保有している、または手配可能なこと。

本工事の電子納品対象書類は、情報共有システムへ登録し、工事監督員の承諾を得ること。
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１)

  

２)

３)

４)

５)

６)

７)

  

その他36．

 設計図書と現場の状況等が異なる場合は、工事施工協議簿を交わさない限り工事に着手してはならない。

成果品収納箱
 成果品を収める箱の詳細については別紙「工事成果品収納箱」によること。

舗装の切断作業時に発生する排水について

現場不符号について

 舗装切断作業に伴い切断機械から発生する排水については、排水吸引機能を有する切断機械により回収するものとする。回収された排水について
は、関係機関等と協議の上、適正に処理するものとし、必要と認められる経費については設計変更の対象とするため、必要な資料を提出の上、工事
監督員と協議すること。

過掘の防止について

 管路掘削での過掘を防ぐために掘削底面の高さ管理を徹底すること。（過掘によって工事完成後に、下水道本管がたわんだことで本管閉塞した事
例あり）また、地下水等の排水に伴い過掘した場合は、基礎砕石を使用して埋戻しを行うこと。

道路関連工事との調整について

 道路関連工事に起因により下水本管や雨・汚水桝、取付管に破損等が発生しないよう、道路工事業者と綿密な調整を行うこと。 また、道路改良工
事後に下水道本管、雨水桝、取付管などに不具合が生じた場合は、工事業者双方が調整を行い、手直し工事等の措置を講じること。

配管作業について
 当工事の配管作業は「配水管技能者登録証（耐震継手、大口径管）」を有する者が行うこと。

冬期施工について

 冬期施工にともなう凍土掘削・路面ヒーター・除排雪について、根拠資料を精査し、監督員と協議簿を交わすこと。なお根拠資料に不備があった
場合は変更対象外となるため留意すること。また必要な資料を都度監督員と協議を行うこと。

(  19  )



帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

１．工事概要
２．計画工程表
３．現場組織表
４．指定機械
５．主要船舶・機械
６．主要資材
７．施工方法
８．施工管理計画
９．緊急時の体制及び対応
10．安全管理
11．交通管理
12．環境対策
13．現場作業環境の整備
14．建設副産物の適正処理計画
15．再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書
16．社内検査
17．その他

 上記工事について、施工計画書を受理しました。

課 長 課長補佐 係 長 主 任 係

監督員職氏名

施 工 計 画 書

令和  年  月  日

受注者 住所

氏名

工 事 名

 上記工事について、施工計画書を下記のとおり提出します。

令和  年  月  日



令和  年  月  日

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

令和  年  月  日

 上記工事について、工事材料の品質規格証明書を別紙のとおり提出
しますので、ご確認願います。

 上記工事について、工事材料の品質規格を確認しました。

監督員職氏名

課 長 課長補佐 係 長 主 任 係

工 事 名

工 事 材 料 品 質 確 認 願

受注者 住所

氏名



年 月 日

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

受注者 住所

氏名

当該工事の施工体制を、別紙のとおり定めたので関係書類を添付して報告します。

施 工 体 制 報 告 書

工 事 名

令和

課 長 課長補佐 係 長 主 任 係



差 -9.00 t 0%

実 施 数 量 ( 合 計 ) 0.00 t

設 計 数 量 ( 合 計 ) 9.00 t

1 R1.10.31
㈱○○興業

1234 10t □□工業 10.00 t 10.00 t
○△

番号 搬出日
運搬業者名 運搬車両 搬出先

処分量 累計処分量 備考
運転者名 車両番号 積載可能重量 (処分業者名)

令和  年  月  日

産業廃棄物管理票 (マニフェスト) 総括表

受注者住 所

氏 名

産廃種類： 工事名：



発注者 帯広市上下水道部技術室下水道課

電話  ６５局４２１８番

受注者 ○○○建設株式会社

電話  ○○局○○○○番

（電話） ○○局○○○○番

（電話） ６５局４２１８番

注：

時間帯 00:00～00:00

お願い
下水道工事のためご迷惑

しくご協力願います。
をお掛けしますが、よろ

工事看板記載仕様

ご迷惑をおかけします

○○○○○を
行っています

令和○年○月○日まで

 現場に施工業者の工事作業所及び現場代理人詰所等がない場合は、施工会社のみの
記載とする。詳細は、共通仕様書による。尚、市街地については工事監督員と協議の
上１／２サイズも設置許可とする。

お申し出下さい。
なお、お気付きの点は係員に

○○工事作業所

○○○建設株式会社

帯広市上下水道部技術室下水道課

汚水処理統合管路新設工事その2



工 事 施 工 協 議 簿

書

【工事監督員】

【受 注 者】

（主  旨）
１ 本様式は、工事に必要な指示、承諾、協議等を迅速かつ的確に行うためのものである。
２ 該当する□内にレを記入すること。

回）

工   事   名

工種、細目等

（第

全   葉

令和 年  月  日

事     項

する。上記事項について

上記事項について

します。

確認欄

課長 課長補佐 係長 主任 監督員 現場代理人 主任技術者

千円 0

累 計 増 減 額今回の変更による増減額

千円 千円千円

備 考合 計 見 込 額

#DIV/0!

請 負 代 金 額

指示 承諾 協議 提出 報告 通知

指示 承諾

協議 提出

報告 通知

指示 承諾 協議 通知 受理

特記事項

添付資料名 図面

⼯事内容の変更の対象と しない。

する。ただし、詳細については別途指示する。

了解しました。 承諾願います。

協議 提出 報告

特記事項



内          容

協
 
議
 
事
 
項

合
 
意
 
事
 
項

工事施工協議簿 別紙1

記載者



共 同 企 業 体 工 事 事 務 所

所長○○（○○建設株式会社）

別 紙

○○共同企業 体編 成表

委員長 ○○○○（○○建設株式会社）

共 同 企 業 体 運 営 委 員 会 委 員 ○○○○（○○建設株式会社）

○○○○（○○建設株式会社）

工 務 係 事 務 係

氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名

工務長○○（○○建設株式会社） 事務長○○（○○建設株式会社）

工 務 主 任 （ 班 長 ） 事 務 主 任 （ 班 長 ）

氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名



令和  年  月  日
監督員

様

（受注者名）
現場代理人

下記について、段階確認をお願いします。

記

段階確認の内容

上記の段階確認について、以下のとおり実施します。

監督員

令和  年  月  日( )の段階確認の結果、設計図書のとおり施工されて
□いる。□いない。 □詳細については、別途指示する。

令和  年  月  日
監督員

（主 旨）
 本様式は、現場代理人が工事監督員の段階確認を受ける必要がある場合に、工事監督員に提出
するものである。

（作成上の注意）
 該当する□内にレを記入すること。

特 記 事 項

実 施 場 所 □工事現場、□制作工場、□（実施場所）

実 施 方 法 □臨 場、□机 上

必 要 書 類
□設計図書、□測量結果、□出来形図等、□品質規格証明等

□施工管理記録、□写真、□（その他必要書類等）

実 施 日 時 令和  年  月  日  時から 実 施 者 名

呼 称 備 考

段 階 確 認 願 （第  回）

工 事 名 実 施 希 望 日 令和  年  月  日

工 種 細 目 等 品 質 規 格 区域・測点等 数 量 等



○ 交通誘導警備員の資格について

1

2  交通誘導警備員の配置に当っては、交通誘導警備業務を行う場所ごとに、1級又は2級検定合格警備員を1名以上とすること。

3  交通誘導警備員の人数が確認出来る資料を成果品として提出すること。

4  資格等を確認できる資料(写し）として下記を施工計画書に添付すること。

（表） （裏）

第    号

住所

氏名

（  年  月  日生）

年 月 日 公安委員会 印

○ 交通誘導警備員について

1 ✓ 起終点に各1名 歩道部 その他（                                    ））

別紙参照

2 本工事の掘削開始時から舗装復旧完了時までとする。尚、砂利道の場合は、埋戻し完了まで。

3 必ず旬報等で設計と対比できるように管理し成果品として提出すること。尚、状況写真等も提出すること。そ の 他

配 置 方 法

期 間

85.6ミリ

合 格 証 明 書写真

スタンプ

三叉交差点  四叉交差点

交通誘導警備業務に係る1級又は2級検定合格証明書（写し）

確 認 資 料

 本工事は、市街地に係る工事現場であるため、交通誘導警備員は警備業法に定める警備員であって、下表に示す交通誘導警備業務に係る１級
又は2級検定合格者を配置すること。

54

備考

資   格

交通誘導警備業務に係る1級又は2級検定合格警備員



（別紙）

工 事 名 ※工事請負契約書に記載されている工事名

発注者名称 帯広市公営企業管理者

排 出 場 所 ※工事請負契約書に記載されている工事場所

受 入 場 所 ※特記仕様書に記載されている場所

受 入 数 量 ※設計数量 ○○○ m3

受 入 費 ○○○円/m3  

受 入 期 間 令和  年  月  日 から 令和  年  月  日

支 払 期 限 請求書を受理した日から３０日以内

  上記のとおり、建設発生土の受入者（以下「甲」という。）と建設発生土の搬入者

 （以下「乙」という。）は、建設発生土の受入に関し契約を締結し、この契約の締結

 を証するため本契約書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自その１通を保有する

 ものとする。

 令和  年  月  日

甲  住 所

  名 称

  代表者                           ㊞   

乙   住 所

  名 称        

  代表者                           ㊞

建設発生土受入契約書

工事請負契約書と同一とする

発注者にはコピーを提出すること



（別紙）

令和  年  月  日

搬入業者     様

受入者  住 所

     氏 名

 建設発生土の受入について、下記のとおりであることを証明いたします。

工 事 名    令和○○年度 第○○工区 下水道新設工事(雨水or汚水)

受 入 数 量    ○○○m3

受入完了日    令和  年  月  日

上記の建設発生土の受入について確認しました。

令和  年  月  日

工事監督員職氏名            印

建設発生土受入証明書



（様式７）

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

印

１，工事の名称

２，工事の場所

３，再資源化等が完了した年月日

４，再資源化等をした施設の名称及び所在地

５，特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用 万円

６，再生資源利用実施書（様式１）

７，再生資源利用促進実施書（様式２）

別紙のとおり

別紙のとおり

特定建設資材廃棄物の種類 所 在 地施 設 の 名 称

記

令和  年  月  日

再 資 源 化 等 報 告 書

令和  年  月  日

受注者 住所

氏名

 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第１８条第１項の規定により、
下記のとおり、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したことを報告します。



     令和   年   月   日

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

（受注者）
住所
氏名 ㊞

 工事によって生じた現場発生品について、下記のとおり引き渡します。

現場発生品の内容

 （引渡場所が設計図書に記載されていない場合）

現場発生品（品名等）の引渡場所について、上記のとおり指示する。

監督員
㊞

（主旨）
  本様式は、受注者が工事監督員に現場発生品を引き渡す場合に提出するものである。

（作成上の注意）
1 生産等区分には、解体材、発生材等を区分して記入すること。
2 引渡場所が設計図書に記載されていない場合は、工事監督員の指示によること。

現   場   発   生   品   調   書
（第     回）

記

工  事  名

引渡希望時期

工 種 呼 称 引 渡 場 所生産等区分数 量品 質 規 格品  名



〈理由書例〉

令和  年  月  日

（工事監督員） 様

（受注者名） ㊞

    

今後の使用方針

（例）  自社持機械に対応する排出ガス浄化装置メーカーが市場に追加されしだい、装着す
る予定

当該工事で使用できない理由

（例） 自社持機械に対応する排出ガス浄化装置メーカーが市場にないため

今後の使用方針

規 格

（例） 資金調達が出来次第、排出ガス浄化装置を設置する予定（１年後を予定）

機 械 名

工 事 名

排出ガス対策型建設機械を使用できない理由書

当該工事で使用できない理由

（例） 自社持機械を使用し、排出ガス浄化装置を装着するには資金不足のため

現 場
代 理 人 名

機 械 名 規 格



〈施工計画書例〉

その他

（記入例） （記入例）

使 用 機 械 一 覧

機 種 規 格 台 数 使 用 工 種 排出ガス対策

法面整形 非排対

土砂掘削 排対

岩盤掘削 浄化装置付

路盤工締固め



（受注者）

様

（住 所） 

（再資源化施設名）

印

再生骨材の出荷確認について（回答）

 令和  年  月  日に貴社より依頼のありましたこのことについて、

次のとおり回答します。

記

１ 工事名

２ 出荷できる再生骨材の規格、出荷可能数量及び出荷時期

（別 紙）

令和  年  月  日

規   格 出荷可能数量（㎥） 出荷時期 備   考



休日・夜間作業の届出書

令和   年   月   日

監督員 ○○ ○○ 様

受  注  者 ○ ○ ○ ○ ○ 株式会社

現場代理人 □□ □□

工 事 名

理    由 工程に多少遅れがあり、解消するため

期    間 令和   年  月  日（ ）

工   種 作  業  内  容 備   考

舗装打ち換え工 舗装版切断 作業員

伸縮継手工    〃 交通誘導警備員2人

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ

緊 急 連 絡 体 制

帯広市対応者

帯 広 市 ○ ○ ○ ○ ○ 株式会社

代表取締役 ○○ ○○

休日・夜間 当直TEL 0155-24-4111 本社 0155-00-0000

監督員 現場代理人 □□ □□

係   員 ○○ ○○ （工事担当） 携帯090-0000-0000

常務取締役 △△ △△

係   長 携帯090-0000-0000

専務取締役 ○○ ○○

課   長 携帯090-0000-0000

課長補佐 係長 監督員課長

上 下 水 道 部 技 術 室 下 水 道 課

（例）



（記事欄）

※社内検査、段階確認、安全大会等を記載する。

（作成上の注意）

１ 報告は、原則毎月とし、工事監督員へ提出すること。

２ 予定工程は、初回報告時に完成までの予定出来高累計を記入すること。

３ 実施工程は、当該報告月までの出来高累計を記入すること。

工事名

工 期   令和   年  月  日から令和  年  月  日まで

日 付   令和   年  月  日 （  月分） （予定）

月 別
予定工程 ％

（ ）は工程変更後
実施工程 ％ 備    考

課長 課長補佐 係長 監督員

履 行 報 告 書

（例）

予定は前日、実施は後日

（休日を除く）



№
提出年月日 令和 年 月 日

  月  日
現在の出来高

％

 ※社内検査、段階確認、安全大会等を記載する。
前月末の出来高

％

歩道路盤工SP10.00-SP20.00 × 歩道路盤工SP10.00-SP30.00

履行報告書（別紙）

月

日

曜

日

予   定 実    績

工 種 施 工 内 容
予定
どおり
実施済

変 更 実 績 内 容 天 候
降 雨 量
(降雪量)

路盤工SP100.00-SP200.00 ○

予定は前日、実績は後
日（休日を除く）。

実績に記載。

（記載例）

予定どおりの場合



工事成果品収納箱は、プラスチック製 幅４２０×高さ３００×長さ７８０㎜を使用すること。

収納箱の色は、 補助－青 単独－赤 とし、その他の工事については工事監督員の指示に従うこと。
収納箱引出し前面部に下記タイトルを貼付すること。

は着色部

 ↑ 本工事該当○印

着色指定

ピンク

外
枠
着
色
指
定

○

単独汚水

単独雨汚水白

緑

水色

橙

紫

令 和 ８ 年 度
補助雨水

補助汚水

補助雨汚水

事業指定

単独雨水

茶

工 事 成 果 品

赤

工事成果品収納箱

（１）

（３）
（２）

青

※但し、電子納品の活用等により成果品が少ない時は工事監督員と協議の上、これより小さい箱やドッ
チファイルを使用しても良い。

１施工者 ．

※ 箱数を記入

当該箱番総箱数

２ －

黄

○ ○ ○ ○

工 期．令和 年 月 日 ～ 令和 年 月 日

工事名．

８㎜ ８㎜

８㎜

８㎜

２９０㎜

１５５㎜

３５㎜

３５㎜

３５㎜

３５㎜



令和  年  月  日

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

令和  年  月  日

監督員職氏名

社 内 検 査 計 画 書

受注者 住所

氏名

工 事 名

 上記工事について、社内検査計画書を別紙のとおり提出しますの
で、ご確認願います。

 上記工事について、社内検査計画書を確認しました。



帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

立 会 人 氏 名

社 内 完 成 検 査 報 告 書

令和  年  月  日

受注者 住 所

氏 名

工事名

上記工事について、社内検査を行った結果、完成と認められるので報告します。

検 査 年 月 日 令和  年  月  日

検査員職氏名



令和  年  月  日

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

受注者  住 所

     氏 名

 下記のとおり図書等について借受けました。

工 事 名    第○○工区下水道新設工事

借 受 場 所    帯広市上下水道部技術室下水道課

借 受 期 間    令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日

返納予定日    令和  年  月  日

借受品明細

単位 貸与数量

注意事項

 ・帯広市個人情報保護条例第４条に基づき、借受品に含まれる個人情報が、借受者以外の第

  三者に漏洩することがないように、取扱いには十分注意すること。

 ・借受期間中に、物品の紛失、損傷、汚損等が発生した場合は、借受者の責任において復元

  すること。

 ・借受品の転貸は絶対にしないこと。

上記の図書等の貸出しについて確認しました。

令和  年  月  日

監督員職氏名              

借  受  書

品  目 品質・規格・性能



令和  年  月  日

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇 様

受注者  住 所

     氏 名

 下記のとおり図書等について返納いたします。

工 事 名    第○○工区下水道新設工事

返 納 場 所    帯広市上下水道部技術室下水道課

借 受 期 間    令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日

返納予定日    令和  年  月  日

借受品明細

単位 貸与数量

上記の図書等の返納について確認しました。

令和  年  月  日

監督員職氏名              

返  納  書

品  目 品質・規格・性能



別記様式

様
住 所

氏 名

１ 工事名等

２ 技能士活用状況等

【予定】記載方法等

【実績】記載方法等

なお、労働者とは、常用労働者、季節労働者、それ以外の労働者のすべてが含まれます。
この報告書（実績）は、技能士活用の有無にかかわらず、工事完成通知書と同時に提出してください。※３

なお、複数の職種が従事する場合は、適宜欄を追加して記載してください。
※５ この報告書（予定）は、技能士活用の有無にかかわらず、工事工程表と同時に提出してください。

※１ この報告書（実績）は、報告書（予定）の記載内容に追記して作成してください。その際、予定の記載内容に変更が生じた場合であっても、予定の記載内容は
変更しないでください。ただし、設計変更等により新たに該当する工種が増えた場合については、「該当の有無」欄に「○」を記載し、実績のみ必要事項を記載
してください。

※２ 「該当の有無」欄に「○」を記載した工事種別について、その工種に従事した労働者の実人員（氏名の総数）を技能士の級別及び技能士以外に分類して記載
してください。

※２ 「該当の有無」欄に「○」を記載した工事種別については、「技能士の活用予定の有無」欄に、技能士を活用する予定がある場合は「○」を、技能士を活用する
予定が無い場合は「×」を記載してください。

※３ 「技能士の活用予定の有無」欄に「○」を記載した工種については、当該工事に従事予定の技能士の級別及び氏名を１名分記載するとともに、従事予定の技
能士数を記載してください。
なお、技能士の氏名が確定していない場合は、「未定」と記載してください。

※４ 「14 上記以外の工種」において、技能士が従事する場合は、「技能士検定職種」欄に従事する技能士の技能士検定職種の名称を記載するとともに、上記※３
と同様に記載してください。

注 「コンクリート圧送施工」、「造園」、「路面標示施工」、「塗装」の４職種については、平成22年4月10日以後に入札の公告等を行う工事から、土木工事における活
用状況を工事施行成績評定において評価することとしています。

※１ 当該工事において、1～13に示す工事種別に該当する工種がある場合は、該当する工事種別の「該当の有無」欄に「○」を記載してください。
なお、1～13に示す工事種別に該当する工種が無い場合、又は該当する工種以外の工種がある場合は、「14 上記以外の工種」の「該当の有無」欄に「○」を
記載してください。

人 0 人 0 人 0人 0 人 0 人 0

人

合     計 0

人 人 人人 人14 上記以外の工種

人

人 人 0

人 0

人人 人 人

人

13 区画線工 路面標示施工（注） 人

人 人 人 0人

0 人

12 防水工 防水施工

人 人 人人

人 人

人 人

10 塗装工 塗装（注）

人

人 人11 とび工 とび

人 人 人

0 人人 人 人

人 0 人

人

9 植栽工 造園（注） 人

人 人 人 0人 人 人

人

人 人 人人 人 人

8 石積み工 石材施工

人 0 人

7 コンクリート補修工 樹脂接着剤注入施工

人 人 人人 人

0 人

6 さく井工 さく井

人人 人

人 人 0 人

5 積ブロック工 コンクリート積みブロック施工

人 人 人

人 0 人人 人

4 鉄筋施工 人

人人 人

人人 人 人 0人 人3 コンクリート圧送施工（注）

人人 人

人

 人 0 人

2

コンクリート工

型枠施工

 人  人  人人 人

人 0

1 地盤改良（ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ）工 ウエルポイント施工

該 当
の
有 無

級別 氏 名
左の者を
含む

技能士数

工 事 番 号 工 事 箇 所 請 負 代 金 額

工 事 名

工 事 種 別

技 能 士 検 定 職 種

予    定 実    績

技能士の
活用予定
の有無

当該工事に従事予定の
技能士氏名（１名）及び技能士数

当該工事に従事した労働者数（実人員）

工 種
計

特級 １級 ２級 左以外の級

技 能 士
技能士以外

技  能  士  活  用  状  況  報 告 書
（ 予  定 ・ 実  績 ）

※予定・実績のどちらかに○をつけること。

令和   年   月   日

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇
受注者



別記様式

様
住 所

氏 名

１ 工事名等

２ 技能士活用状況等

【予定】記載方法等

【実績】記載方法等

なお、労働者とは、常用労働者、季節労働者、それ以外の労働者のすべてが含まれます。
この報告書（実績）は、技能士活用の有無にかかわらず、工事完成通知書と同時に提出してください。※３

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇

※５ この報告書（予定）は、技能士活用の有無にかかわらず、工事工程表と同時に提出してください。

※１ この報告書（実績）は、報告書（予定）の記載内容に追記して作成してください。その際、予定の記載内容に変更が生じた場合であっても、予定の記載内容は
変更しないでください。ただし、設計変更等により新たに該当する工種が増えた場合については、「該当の有無」欄に「○」を記載し、実績のみ必要事項を記
載してください。

※２ 「該当の有無」欄に「○」を記載した工事種別について、その工種に従事した労働者の実人員（氏名の総数）を技能士の級別及び技能士以外に分類して記
載してください。

※３ 「技能士の活用予定の有無」欄に「○」を記載した工種については、当該工事に従事予定の技能士の級別及び氏名を１名分記載するとともに、従事予定の
技能士数を記載してください。
なお、技能士の氏名が確定していない場合は、「未定」と記載してください。

※４ 「14 上記以外の工種」において、技能士が従事する場合は、「技能士検定職種」欄に従事する技能士の技能士検定職種の名称を記載するとともに、上記※
３と同様に記載してください。
なお、複数の職種が従事する場合は、適宜欄を追加して記載してください。

人

※１ 当該工事において、1～13に示す工事種別に該当する工種がある場合は、該当する工事種別の「該当の有無」欄に「○」を記載してください。
なお、1～13に示す工事種別に該当する工種が無い場合、又は該当する工種以外の工種がある場合は、「14 上記以外の工種」の「該当の有無」欄に「○」
を記載してください。

※２ 「該当の有無」欄に「○」を記載した工事種別については、「技能士の活用予定の有無」欄に、技能士を活用する予定がある場合は「○」を、技能士を活用す
る予定が無い場合は「×」を記載してください。

人 0 人 0 人 0人 0 人 0 人 0

人 0

合     計 12

人□□ □□ 2 人 人14 上記以外の工種 ○  例） 建築配管 ○ 2

人 人 0 人人 人 人

人人 人

人

13 区画線工 路面標示施工 人

人 人 人 0人 人

人 人 人人 人 人

12 防水工 防水施工 人

人

11 とび工 とび

人 人 人人 人10 塗装工

0 人

塗装

人 人 0

人 0

人人 人 人

人

9 植栽工 造園 人

人 人 人 0人 人 人

0 人

8 石積み工 石材施工

人 人 人人 人 人

人 0 人

7 コンクリート補修工 樹脂接着剤注入施工

人 人 人人 人

人 0 人

6 さく井工 さく井

人 人 人人 人

人 人 0 人

5 積ブロック工 ○ コンクリート積みブロック施工 ×

人 人 人4 ○ 鉄筋施工 ○ 未  定 6 人

人 0人 人 人 人

人

3 ○ コンクリート圧送施工 ○ 1 ○○ ○○ 4

人 人 人人 人

人人

 人 0 人

2

コンクリート工

○ 型枠施工 ×

 人  人  人人 人

人 0

1 地盤改良（ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ）工 ウエルポイント施工

該 当
の
有 無

級別 氏 名
左の者を
含む
技能士数

工 事 名 第〇工区下水道新設工事

工 事 種 別

技 能 士 検 定 職 種

予    定 実    績

技能士の
活用予定
の有無

当該工事に従事予定の
技能士氏名（１名）及び技能士数

当該工事に従事した労働者数（実人員）

工 種
計

特級 １級 ２級 左以外の級

技 能 士
技能士以外

○○○建設株式会社

工 事 番 号 ○○○○ 工 事 箇 所 帯広市○○条○○丁目 請 負 代 金 額 ○○○，○○○，○○○円

技  能  士  活  用  状  況  報 告 書
（ 予  定 ・ 実  績 ）

※予定・実績のどちらかに○をつけること。

令和○○年○○月○○日

受注者 帯広市○○条○○丁目○○番地

予定に「○」をつける

契約書の内容を忘れずに
記入してください。

留意事項（予定）

該当する工種があっ
た場合は、「○」をつ
けてください
※技能士活用有無に関
わらず、いずれかに必ず
「○」がつきます

該当工種に対
する活用予定
を「○」「×」で
記入

※１ ※２ ※３

技能士数は、
実人員（氏名
の総数）で記
入願います

※４

「14」の記載
に注意

該当工種に対
する活用予定
を「○」「×」で
記入

合計の人数が
合っているか確
認してください

記載にあたっては、※１～※４
を一読願います。

提出年月日は必
ず記載してください

技能士を活用しない場合、
この欄は空欄とします



別記様式

様
住 所

氏 名

１ 工事名等

２ 技能士活用状況等

【予定】記載方法等

【実績】記載方法等

なお、労働者とは、常用労働者、季節労働者、それ以外の労働者のすべてが含まれます。
この報告書（実績）は、技能士活用の有無にかかわらず、工事完成通知書と同時に提出してください。※３

帯広市公営企業管理者 〇〇 〇〇

※５ この報告書（予定）は、技能士活用の有無にかかわらず、工事工程表と同時に提出してください。

※１ この報告書（実績）は、報告書（予定）の記載内容に追記して作成してください。その際、予定の記載内容に変更が生じた場合であっても、予定の記載内容は
変更しないでください。ただし、設計変更等により新たに該当する工種が増えた場合については、「該当の有無」欄に「○」を記載し、実績のみ必要事項を記
載してください。

※２ 「該当の有無」欄に「○」を記載した工事種別について、その工種に従事した労働者の実人員（氏名の総数）を技能士の級別及び技能士以外に分類して記
載してください。

※３ 「技能士の活用予定の有無」欄に「○」を記載した工種については、当該工事に従事予定の技能士の級別及び氏名を１名分記載するとともに、従事予定の
技能士数を記載してください。
なお、技能士の氏名が確定していない場合は、「未定」と記載してください。

※４ 「14 上記以外の工種」において、技能士が従事する場合は、「技能士検定職種」欄に従事する技能士の技能士検定職種の名称を記載するとともに、上記※
３と同様に記載してください。
なお、複数の職種が従事する場合は、適宜欄を追加して記載してください。

人

※１ 当該工事において、1～13に示す工事種別に該当する工種がある場合は、該当する工事種別の「該当の有無」欄に「○」を記載してください。
なお、1～13に示す工事種別に該当する工種が無い場合、又は該当する工種以外の工種がある場合は、「14 上記以外の工種」の「該当の有無」欄に「○」
を記載してください。

※２ 「該当の有無」欄に「○」を記載した工事種別については、「技能士の活用予定の有無」欄に、技能士を活用する予定がある場合は「○」を、技能士を活用す
る予定が無い場合は「×」を記載してください。

人 1 人 13 人 21人 0 人 4 人 3

人 6

合     計 10

人 0人 0 人 014 上記以外の工種 ○ ×

人 人 0 人人 人 人

人人 0 人 6

人

13 区画線工 路面標示施工 人

人 人 人 0人 人

人 人 人人 人 人

12 防水工 防水施工 人

人

11 とび工 とび

人 人 人人 人10 塗装工

0 人

塗装

人 人 0

人 0

人人 人 人

人

9 植栽工 造園 人

人 人 人 0人 人 人

0 人

8 石積み工 石材施工

人 人 人人 人 人

人 0 人

7 コンクリート補修工 樹脂接着剤注入施工

人 人 人人 人

0 人 0 人

6 さく井工 さく井

0 人 0 人 0 人人 0 人

人 2 人 6 人

5 積ブロック工 ○ コンクリート積みブロック施工 ×

人 2 人 1 人 14 ○ 鉄筋施工 ○ 未  定 6 人

0 人 4人 0 人 2 人 2 人

0

人

3 ○ コンクリート圧送施工 ○ 1 ○○ ○○ 4

人 0 人 0 人 5人 0 人 0

人人 0

 人 0 人

2

コンクリート工

○ 型枠施工 ×

 人  人  人人 人

人 5

1 地盤改良（ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ）工 ウエルポイント施工

該 当
の
有 無

級別 氏 名
左の者を
含む
技能士数

工 事 名 第〇工区下水道新設工事

工 事 種 別

技 能 士 検 定 職 種

予    定 実    績

技能士の
活用予定
の有無

当該工事に従事予定の
技能士氏名（１名）及び技能士数

当該工事に従事した労働者数（実人員）

工 種
計

特級 １級 ２級 左以外の級

技 能 士
技能士以外

○○○建設株式会社

工 事 番 号 ○○○○ 工 事 箇 所 帯広市○○条○○丁目 請 負 代 金 額 ○○○，○○○，○○○円

技  能  士  活  用  状  況  報 告 書
（ 予  定 ・ 実  績 ）

※予定・実績のどちらかに○をつけること。

令和○○年○○月○○日

受注者 帯広市○○条○○丁目○○番地

実績に「○」をつける

最終実績の内容を忘れずに
記入してください。

留意事項（実績）

※２

予定の記載内容
は変更しない

合計の人数が
合っているか確
認してください

記載にあたっては、※１～※２
を一読願います。

設計変更等で工種が
増えた場合のみ「○」
を追加します
（工種が減の場合は
削除しない）

※１

合計の人数が
合っているか確
認してください

技能士以外の労働者数も
記載が必要です

人数は、延べ
人数ではなく、
『氏名の総数』
を記載します

提出年月日は必
ず記載してくださ









伐採枝搬入伝票 

搬入事業者 

                        

搬 入 者 

                        

車   番 

                        

工事（委託）発注課 

                        

工事名（委託名） 

                        

搬入年月日 

       平成   年   月   日   

搬 入 先 

     （株）帯広有機西帯広牧場       

 

搬入時刻 樹種 ㎥数量（  ） 備考 

    

    

    

    

    

この伝票には搬入日の一日分の内容を記入し、その日

最後の搬入時に投函してください。 

※伐採枝の搬入はモデル事業で実施しているものであり、市有

地及び市の公共事業で出た伐採枝のみが対象となるものです。 

伐採枝搬入伝票（控） 

搬入事業者 

                        

搬 入 者 

                        

車   番 

                        

工事（委託）発注課 

                        

工事名（委託名） 

                        

搬入年月日 

       平成   年   月   日   

搬 入 先 

     （株）帯広有機西帯広牧場       

 

搬入時刻 樹種 ㎥数量（  ） 備考 

    

    

    

    

    

本紙（控え）にも同内容を記入し、月ごとにまとめて、必

ず翌月７日までに帯広市都市建設部みどりの課みどりと

花の係まで届けてください。 

（工事等発注課を経由してもかまいません） 

切
 
り

 
取

 
り

 

帯広有機西帯広牧場 ポスト投函用 帯広市みどりの課 提出用 

令和令和









搬入事業者

搬入者

工事（委託）発注課

工事名（委託業務名）

搬入年月日

樹種 末口直径（ｃｍ）

※欄が足りないときは適宜、追加あるいは別紙を添付してください。

合計 0 本

幹材搬入伝票

令和  年  月  日～ 令和  年  月  日

搬入数量表

数量（本数）



搬入事業者

株式会社○○○○造園 

搬入者

土木部 緑野 太郎 TEL 0155‐24‐XXXX

工事（委託）発注課

帯広市 みどりの課

工事名（委託業務名）

 ○○公園他樹木等整枝せん定伐採委託業務

搬入年月日

樹種 末口直径（ｃｍ）

広葉樹 10

広葉樹 16

広葉樹 18

広葉樹 22

針葉樹 16

カラマツ 20

カラマツ 22

カラマツ 30

以下余白

※欄が足りないときは適宜、追加あるいは別紙を添付してください。

合計 68 本

12

11

幹材搬入伝票

令和 ●年 １月１３日～ 令和 ●年 １月３１日

搬入数量表

数量（本数）

5

6

7

8

9

10



 位   置   図 
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帯広市
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出図年月日: 2026.4.23
0 50 100 150 200    m250

1:5000
帯広市上下水道部

座標値[x(East),y(North)]  単位(m) 回転 0°

東4条南6丁目

0155-24-4111(代表)

平面直角座標系（第XIII系）

工事位置図



概数として扱う数量一覧表

       15

概数

式

最深積雪期

当初

　

　　舗装版破砕工

概数として扱う数量一覧表

m3

式

　　除雪工

概数

　　　現場内除雪(機械)

式

        1

        1

積雪初期

工事区分・工種・種別・細別
工事区分

m3

概数

管路

        1

        1

       56

　　　

　　　

概数

m3

　　　凍土破砕

　仮設工

　　　殻処分

       68

　　　汚泥処分

 

式

26-18-A5-0155-0

　

数量増減単位

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

　付帯工

規格

　　　殻運搬

今回数量

工事名

　

        1

　　　現場内除雪(機械)

式

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

概数

式

        0.4

　　　

m3

        1

t=600
　　　

　　

       65

下水道

- 1 -

管路
摘要

m3

m3

        1

　　　

　　

　管きょ工(開削)＜管径○mm＞

概数

事業区分

前回数量

　　

汚水処理統合管路新設工事その２

　　管路土工

式

       15



共通仮設

概数

概数

伐根物

当初

概数として扱う数量一覧表

t

式

式

工事区分・工種・種別・細別
工事区分

概数

　　　立木・伐開物・抜根物運搬費

概数
　　　立木・伐開物・抜根物運搬費

　　　

　共通仮設費

        1

　　　

　　　路面ヒーター
概数

t

        3

 

26-18-A5-0155-0

　

数量増減
共通仮設費

単位

　　　

規格

        2

今回数量

枝

t

工事名

        7

- 2 -

        1

　　　立木・伐開物・抜根物運搬費

伐根物　

t

　　　立木積込み

　　準備費

時間

概数

式

幹

　　　

下水道

　　　立木・伐開物・抜根物処分費

摘要

        1

　　　

　　

        7

        1

事業区分

前回数量

       15

　　　

汚水処理統合管路新設工事その２

t



工　事　数　量　総　括　表

工事名

工　事　数　量　総　括　表

 

26-18-A5-0155-0

                  帯広市上下水道部技術室下水道課

- 1 -

汚水処理統合管路新設工事その２



工事数量総括表

土砂受入費

 

＜        1   m3当たり＞  

数量(今回）

 

工事数量総括表

(       29)

        1

 

 

＜        1   m3当たり＞  

   (管路埋戻)

単位

(m3) m3

管路

 

【流用土Ⅰ】

発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

＜        1   m3当たり＞

数量の増減

m3

 

        1

 

工事区分・工種・種別・細別

   (管路掘削)

規格

 

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

 

  管路土工

 

 

 

(m3)

機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

m3

 

(      170)

 

下水道

26-18-A5-0155-0

(　当　初　)

 

【残土Ⅰ】

 

        1

工事区分

        1

        1

式

 

数量(前回）

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

 

        1

 

 

汚水処理統合管路新設工事その２

m3

事業区分

        1

 

(m3)

(m3)

        1

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

 

        1

   (管路掘削)

【流用土Ⅲ】

 

 管きょ工(開削)＜管径○mm＞

        1

m3

- 1 -

m3

 

 

数量単位

摘要

式

 (      150)

工事名

 

【流用土Ⅰ】

 

現場条件

発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

(      140)

m3

   (管路掘削)

＜        1   m3当たり＞

管路

式



本

数量(今回）

【流用土Ⅱ】

 

  管布設工

 

ダクタイル鋳鉄管

工事数量総括表

 

 

 

＜        1   m3当たり＞

発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

 

ダクタイル鋳鉄管

現場発生品及び支給品運搬

ｍ３

   鋳鉄管

        1

 

数量の増減

        1

 

   鋳鉄管

   (管路埋戻)

工事区分・工種・種別・細別 規格

(       65)

 

個

＜        1   m3当たり＞

 

 

 

ダクタイル鋳鉄管

 

 

 

本

 

工事区分

 

＜        1   個当たり＞

数量(前回）

- 2 -

        1

 

   鋳鉄管

        1

        1

＜        1   本当たり＞

        0.2

 

 

 

＜        1   本当たり＞

積込（ルーズ）

摘要

NS形　継ぎ輪　φ500

ダクタイル鋳鉄管

工事名

       84

 

ダクタイル鋳鉄管

現場条件

 

鋳鉄管吊込み据付工（機械力）

＜        1   個当たり＞

 

(       32)

 

500

管路

個

(m3)

本

t

 

 

 

 

NS形　切管用挿し口リング　φ ＜        1   個当たり＞

NS形　切管　φ500×2406

 

 

単位

個

        2

個

ｍ３

 

   (凍土破砕)

 

  

t=600

        1

本

下水道

26-18-A5-0155-0

        1

(　当　初　)

 

 

 

DCIPφ500

        1

 

 

        1

汚水処理統合管路新設工事その２

 

事業区分

 

        1

本

 

 

        1

掘削

 

本

m3機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

   鋳鉄管

 

NS形　直管　φ500×6000

   鋳鉄管

   鋳鉄管

 

数量単位

m3

        1

mm

(m3)

 

式

        1

 

NS形　曲管　φ500×45°

 

＜        1   m当たり＞

       14

        1



＜        1   式当たり＞

        0.4

 

   砂基礎

数量(今回）

 

工事数量総括表

鋳鉄管切断工（NS・GX・S・KF・UF）

 

 

 

  管基礎工

式

数量の増減

 

   継手接合工

工事区分・工種・種別・細別

 

規格

   継手接合工

＜        1   m当たり＞

ＮＳ・ＧＸ・Ｓ・ＵＳ継手挿口加工工

 

 

        2

m

 

 

＜        1   口当たり＞

 

個

        1

工事区分

＜        1   t当たり＞

数量(前回）

  管路土留工

口

 

 

 

 

 

口

       84

        1

        1

        1

        1

摘要

工事名

 

 

砂

現場条件

 

 

NS形 φ500 ライナ無

 

管路

        0.69

        1

口

 

        1

ダクタイル鋳鉄管

 

 

 

式

t

 

単位

m3

 

口

口

- 3 -

        2

口

 

   継手接合工

 

 

 

NS形 φ500 ライナ有

 

        1

＜        1   口当たり＞

口

下水道

26-18-A5-0155-0

        1

(　当　初　)

NS形　φ500　溝切切断

 

ｍ３

        1

t

 

       84

 

ポリエチレンスリーブ被覆工

        1

汚水処理統合管路新設工事その２ 事業区分

 

   鋳鉄管切断工

 

現場発生品及び支給品運搬

砂基礎設置工(機械施工) (市場単価)

ＮＳ継手工

NS形　φ500　挿口加工

NS形　φ500　継ぎ輪・栓

口

＜        1   口当たり＞

       16

 

 

数量単位

＜        1   口当たり＞

 

式

m

   ポリエチレンスリーブ被覆

 

ＮＳ継手工

DCIPφ500　W=1.30

   工

   試験用資材



- 4 -

 

数量(今回）

 

       84

 

工事数量総括表

(       84)

   殻処分

式

       84

  

 

        1

 

＜        1   m3当たり＞

数量の増減

 ＜        1   m3当たり＞

工事区分・工種・種別・細別 規格

＜        1   m当たり＞

 

m3

 

ｍ３

 

m

t【アスファルト塊受入費｜３０

 

  土留・仮締切工

 

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

工事区分

ｍ

 

        0.4

        1

数量(前回）

＜        1   式当たり＞

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

        1(m)

       15

        1

        1

   舗装版破砕

 

m3

        1

殻運搬

摘要

【ダンプトラック［オンロード

工事名

 

現場条件

m3

 

管路

式

ｍ２

   (たて込み簡易土留)

 

 

 

 

ｍ

H=3.5m

 

単位

木製支保工

・ディーゼル］｜通称１０ｔ積

   殻運搬

m2

        2.29

 

 

 

舗装版破砕

式

  舗装版破砕工

 

   建込簡易土留賃料等

 

建込簡易土留材賃料等

下水道

26-18-A5-0155-0

(　当　初　)

級　】【タイヤ損耗費｜１０ｔ

 

   (舗装版切断)

舗装版切断

 

式

        1

建込工 (たて込み簡易土留)

      133

＜       35   m当たり＞

 

 

汚水処理統合管路新設工事その２

 

事業区分

        1

～５０ｃｍ程度の大きさ　】        15  

 

処分費（t）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

 付帯工

 

数量単位

引抜工 (たて込み簡易土留)

 

式

(m)

 

＜        1   m2当たり＞

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

(      132)

積級　良好　供用日　】



下層路盤（歩道部）

 

 

数量(今回）

 

 

【切込砂利｜０～８０㎜　】

【ダンプトラック［オンロード

工事数量総括表

＜        1   m2当たり＞

 

土砂等運搬

＜        1   m3当たり＞

 

 

ｍ２

ｍ２

 

        1

植土

切込砂利0～40㎜級　t=50㎜

 

数量の増減

下層路盤（車道・路肩部）

工事区分・工種・種別・細別

m2

規格

        1.2

 

 

 

 

 

ｔ

   凍上抑制層(自転車道部)

工事区分

       11

        1

切込砂利0～80㎜級　t=270㎜

        1

 

   下層路盤(自転車道部)

数量(前回）

 

m2

t=150㎜

m3

   客土

【切込砂利｜０～４０㎜　】

・ディーゼル］｜通称１０ｔ積

m2

 

ｍ２

下層路盤（車道・路肩部）

        1

【切込砂利｜０～４０㎜　】

＜        1   m2当たり＞

       80

【切込砂利｜０～４０㎜　】

摘要

 

- 5 -

工事名

m2

 

ｍ３

 

現場条件

下層路盤（車道・路肩部）

＜        1   m2当たり＞

【切込砂利｜０～４０㎜　】

級　】【タイヤ損耗費｜１０ｔ         1

m2

   下層路盤(車道・路肩部)

 

   下層路盤(自転車道部) 切込砂利0～40㎜級　t=150㎜

m2

管路

式

 

＜        1   m2当たり＞

m2

 

 

切込砂利0～40㎜級　t=200㎜

 

 

単位

       18

＜        1   m2当たり＞

   汚泥処分

 

        1

＜        1   m2当たり＞

 

 

 

 

 

 

 

ｍ２

ｍ２

下水道

ｍ２

26-18-A5-0155-0

産業廃棄物中間処理料金

(　当　初　)

        0.4

 

【切込砂利｜０～８０㎜　】

切込砂利0～40㎜級　t=90㎜

下層路盤（歩道部）

ｍ３

       80

 

   凍上抑制層

        1

      114

 

        1.1

積級　良好　供用日　】

汚水処理統合管路新設工事その２

  ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧工

事業区分

 

       18  

 

下層路盤（歩道部）

 

切込砂利0～80㎜級　t=700㎜

 

   下層路盤(車道・路肩部)

数量単位

        1

 

＜        1   m2当たり＞

       11

 



m

数量(今回）

 

混合物｜Ａｓ量６．０～８．０

   ﾍﾟｲﾝﾄ式区画線

工事数量総括表

ト用　】

 

        1

【細粒度アスファルト混合物｜

 

   表層(車道・路肩部)

式

数量の増減

 

＜        1   m2当たり＞

工事区分・工種・種別・細別 規格

＜        1   m当たり＞

      114

歩車道境界ブロック撤去

 

        1

(        2)

＜        1   m当たり＞

 

 

m

        1

表層（歩道部）

工事区分

用　】【アスファルト乳剤｜Ｐ

【細粒度ギャップアスファルト

数量(前回）

  

区画線設置

 

        1

ｍ

摘要

(m)

m

り平均仕上り厚70mm以下)

工事名

乳剤｜ＰＫ－３　プライムコー

 

 

現場条件

 

表層（車道・路肩部）

       13

  縁石復旧工

m2

ｍ

 

＜        1   m当たり＞

管路

式

細粒度アスコン　各種(2.10以

   (歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去)

 

再利用

        1

 

  縁石撤去工

 

単位

   表層(自転車道部)

       18

m2

Ａｓ量６．５～８．５％  歩道

        2

 

   歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

 

外側線　実線　 常温式　w=15c

再利用

 

上2.20t/m3未満)　30mm(1層当

C-1  (-)-8-20(25)　】

ｍ２

下水道

26-18-A5-0155-0

        1≦Ｗ≦3.0

(　当　初　)

 

 

ｍ

 

Ｋ－３　プライムコート用　】

％  車道用　】【アスファルト

        1

汚水処理統合管路新設工事その２

- 6 -

事業区分

 

歩車道境界ブロック

        1

  区画線工

数量

【生コンクリート  混合Ｂ種｜

単位

 

細粒度Ｇアスコン　t=3cm　1.4

式

ｍ２

 

＜        1   m2当たり＞



 

数量(今回）

工事数量総括表

 

 

＜        1   人日当たり＞

直接工事費

積雪初期

 

数量の増減

式

工事区分・工種・種別・細別 規格

 仮設工

- 7 -

 

ダンプ搬出除雪

        2.75

 

式

共通仮設

 

工事区分

        1

交通誘導警備員Ｂ

交通誘導警備員Ａ

数量(前回）

 

(       19)

(       68)

式

 

        1(m3)

   (交通誘導警備員)

        1

人日

摘要

 

工事名

 

現場条件

   (交通誘導警備員) 交通誘導員Ａ　24時間規制  

＜        1   m3当たり＞

管路

式

(人日)

交通誘導員Ｂ　24時間規制

 

 

 

単位

  除雪工

ｍ３

人日

  運搬費

 

   (現場内除雪(機械))

式

(       38)

        1

 

        1

下水道

26-18-A5-0155-0

(　当　初　)

        2.75

 

        1

最深積雪期

ダンプ搬出除雪

   (現場内除雪(機械))

        1

(人日)

汚水処理統合管路新設工事その２

＜        1   m3当たり＞

        1

 共通仮設費

事業区分

(m3) ｍ３

 

数量単位

＜        1   人日当たり＞

式

        1

 

 

式

  交通管理工

(       56)



(t)

 

 

   費)

数量(今回）

 

 

仮設材等の運搬 （鋼矢板、H形鋼、覆工板、敷鉄板

工事数量総括表

ｔ

等

 

   費)

【積込み荷卸し費（仮設材等）

 

路面ヒーター（融雪用）運転費

(t)

   (立木積込み)

   費)

 

 

        1

数量の増減

   え、立木集積)

工事区分・工種・種別・細別 規格

＜        1   時間当たり＞

 

本

 

伐根物　

幹

 

(t)

t

 

(        3)

 

ｔ

＜        1   t当たり＞

工事区分

        1

 

数量(前回）

 

仮設材等の積込み取卸し費

        1

(本)

＜        1   t当たり＞

 

   (立木・伐開物・抜根物運搬

建込簡易土留材　H=3.5

 

 

   (立木切倒し・枝払い切り揃

立木･伐開物･伐根物処分費

        2

ｔ

(        1)

立木積込

        1

   (仮設材運搬費)

摘要

(        2)

枝

 

   (立木・伐開物・抜根物処分

(t)

工事名

 

 

現場条件

 

＜        1   本当たり＞

- 8 -

立木、伐開物、抜根物等運搬

 

(        7)

 

   (路面ヒーター)

        1

 

｜　】

 

 

 

単位

 

(        2)

   費)

   (立木・伐開物・抜根物運搬

  現場環境改善費（率計上）

        1

(       15)

 

 

ｔ

 

 

式

   (立木・伐開物・抜根物運搬

 

立木切倒し・枝払切揃え、立木集積

下水道

26-18-A5-0155-0

(       23)

ｔ

(　当　初　)

 

 

時間

式

＜        1   t当たり＞

20cm以上

(        7)

(時間)

 

        1

 

  準備費

汚水処理統合管路新設工事その２

        1

事業区分

 

＜        1   t当たり＞

 

        1

共通仮設費

ｔ

 

(t)

 

 

 

＜        1   t当たり＞

数量単位

        1

 

立木、伐開物、抜根物等運搬

(t)

 

立木、伐開物、抜根物等運搬

＜        1   t当たり＞

伐根物



数量(今回）

工事数量総括表

数量の増減

式

工事区分・工種・種別・細別 規格

工事費計

 

 現場管理費

工事区分

        1

数量(前回）

        1

式

        1

摘要

工事名

        1

現場条件

式

式

        1

工事価格

単位

 一般管理費等

式

消費税相当額

        1

下水道

26-18-A5-0155-0

(　当　初　)

        1

式

 共通仮設費（率計上）

汚水処理統合管路新設工事その２ 事業区分

工事原価

- 9 -

共通仮設費

        1

純工事費

数量単位

式

式



鏡(金抜き指定)

                   汚水処理統合管路新設工事その２　実施設計書

- 1 -

26-18-A5-0155-0

見積用

公　　共

本資料は、入札額を算定する際に参考とする資料であり、契約上の制約を有するものではない。

  2026年度施行

                           帯広市

1頁

参考資料



鏡(積算情報)

あり

2頁

出　　  　 張　　  　 所　　  　 名

2027年02月

- 2 -

完成期限：  2027年 2月12日

合             材

設  　　　　　計  　　　　　者  　　　　　名

通常工期

燃             料

工期の設定

港   湾   石   材

冬期労務補正

K01:帯広市、音更町、芽室町、清水町、士幌町、幕別町、池田町、中札内村、更別村、山岳部除く新得町と鹿追町、豊頃町一部

適       用       工      種

帯広市

石             材

入　 札 　日 　（ 　開 　札 　日  ）

設　　  計　　  書　　   番　　  号

～

下水道工事（２）

冬期労務補正：

  2026年10月14日

実施工期：93日
積算時想定工事期間

K01:帯広市・音更町・芽室町・中札内村・更別村・幕別町・池田町・豊頃の一部

  2026年10月14日

時間的制約：

生     コ      ン

2026年11月

  2026年11月12日　～　  2027年 2月12日　(93日)

K05:帯広市・音更町・芽室町・幕別町・池田町・中札内村・更別村・豊頃町の一部・士幌町の一部

単    価    適    用    年    月

K00:帯広建設管理部

2026/10/05 10:34:32

26-18-A5-0155-0

地　　区

26-18-A5-0155-0

時間的制約無し

一般土木

歩　  掛　  適　  用　  年　  月

適　　　   用   　　　単　   　　価

適用単価

  2026年11月 5日

積　算　情　報



鏡(工事概要一覧表)

3

7

工

6

DCIP(NS)φ500mm　L=83.69m

水系・路河川名事業種別

No

2

汚水処理統合管路新設工事その２

工事概要一覧表

- 3 -

変　　更

工事箇所
帯広市東7条南6丁目

3頁

1

要

26-18-A5-0155-0

工事延長　　　 　L=83.69m

費　　目

4

汚水処理統合事業

事

概

当　　初

橋梁名等

本工事費

5



諸経費情報

- 4 -

一般交通影響有り（２）－２

市街地補正

する

しない

現場環境改善費

緊急工事補正

2027/02

前払金割合による補正

施工地域補正

一般管理費等

計上の有無

しない

主たる工種共通仮設費

施工地域補正

工期延長等日数

計上の有無

補正無

施工地域補正

ＩＣＴ補正

市街地

一般交通影響有り（２）－２

３５％を超えるもの

契約保証に係る補正

延長期間最終日の基準年月

しない

諸経費情報

しない

一般交通影響有り（２）－２

除雪工事補正

財団法人等の補正

 

26-18-A5-0155-0

３１：下水道工事（２）

しない

砂防・地滑り工事補正

週休２日制の補正

しない

  0日

現場管理費

工期延長等に伴う現場維持費



工事費総括表

応急工事費

- 1 -

工事雑費

請負対象額

請　　　  　 　　負

(消費税等を含む）

消費税等相当額

測量及び試験費

営繕費

適　　　　　　　　　　用

工 事 費 総 括 表

（消費税等を含まない）

注：上段は現設計　　　　　　　　　　下段は設計変更

用地費及び補償費

工　 　 事　  　費費　　　 　  　  目

工事費

本工事

26-18-A5-0155-0

附帯工事費

機械器具費

工　事　価　格



設計内訳書

管路

下水道工事（２）

      150

数量
一般交通影響有り（２）－２

　　　

摘要

単-6号

主たる工種

m3

単-3号

概数

       84

m3

m3

NS形　直管　φ500×6

　　　

　　　

工事名

　　　

m3

        1

　　　

　　　

　

当　初

       32

000

工事区分・工種・種別・細別

式

　　　鋳鉄管

        1

　　　

　　　管路埋戻

　　　管路掘削

　　　

m

 

26-18-A5-0155-0

m3

【流用土Ⅱ】

工事区分

単-4号

単-7号

　　　管路埋戻

下水道

【残土Ⅰ】

管路

　　　

事業区分

m3

単-8号

       65
　　管布設工

式

　　　凍土破砕
　　　

        1

DCIPφ500

規格 単位

t=600

　　　       170

汚水処理統合管路新設工事その２

本

　　

単価

式

　　

　　　
単-5号

単-2号

数量増減

【流用土Ⅰ】

　　　鋳鉄管

       29

- 1 -

        1　

【流用土Ⅰ】

　　　

【流用土Ⅲ】

　　

　　　管路掘削

      140

式
　管きょ工(開削)＜管径○mm＞

       14

　　

金額 金額増減

単-1号

　　　

設計内訳書

　　　

　　管路土工

施工地域

　　　管路掘削

　　　



NS形　φ500　溝切切

下水道工事（２）

DCIPφ500　W=1.30

本

NS形　φ500　挿口加

　　
　　管基礎工

数量
一般交通影響有り（２）－２

　　　

摘要

NS形　継ぎ輪　φ500

　　　鋳鉄管

主たる工種

       16

式

口工

　　　

        2

　　　
　　　試験用資材

t

工事名

　　　

　　　

単-16号

断

単-15号

　　　

当　初

工事区分・工種・種別・細別

・栓

NS形 φ500 ライナ有

        1

NS形 φ500 ライナ無
口

　　　

　　　

　　　

 

26-18-A5-0155-0

単-10号

　　　

        1

工事区分

単-14号

個

　　　鋳鉄管

個

下水道

　　　鋳鉄管切断工

        1

- 2 -

管路

　　　

事業区分

        2

m

口

式

        2

NS形　曲管　φ500×4

　　　

        1

　　　鋳鉄管
規格 単位

単-9号

　　　

　　　砂基礎

汚水処理統合管路新設工事その２

単価

　　　

NS形　φ500　継ぎ輪

　　　

数量増減

        1

　　　継手接合工

NS形　切管　φ500×2

        1

　　　ポリエチレンスリーブ被覆工

単-11号

単-12号

単-13号
　　　

口

　　　継手接合工

　　　

406

単-18号

       84

　　　

金額 金額増減

　　

5°

単-17号

　　　

　　　

　　　継手接合工

設計内訳書

単-19号

        0.4

　　　鋳鉄管

　　　

ング　φ500

施工地域

NS形　切管用挿し口リ

個

　　　



　　　建込簡易土留賃料等

日　】

下水道工事（２）

数量
一般交通影響有り（２）－２

      132

        1

摘要

　　　たて込み簡易土留

単-24号

主たる工種

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

       84

m3

概数

　　　舗装版切断

　　　

　　土留・仮締切工

　　　

        1

工事名

式

- 3 -

　　　

　　　殻運搬

       15

        1

当　初

      133

工事区分・工種・種別・細別

　　　

概数

式

m3

        1

　　　

　　　

 

　　

m2

26-18-A5-0155-0

　　

　　管路土留工

　

単-22号

度の大きさ　】

工事区分

式

　　　舗装版破砕

m

　　　殻処分

下水道

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

H=3.5m

管路

　　　

事業区分

単-21号

式

０ｔ積級　良好　供用

        1

単-20号

規格 単位

　　

　　　

　　

汚水処理統合管路新設工事その２

　　

【ダンプトラック［オ

単価

　　

単-23号

　　　

数量増減

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

　　舗装版破砕工

］｜通称１０ｔ積級　

　

式

】【タイヤ損耗費｜１

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
m

単-25号

金額 金額増減

　付帯工

【アスファルト塊受入
費｜３０～５０ｃｍ程

　　　

設計内訳書

　　　
ンロード・ディーゼル

       15

　　　

施工地域



　　　汚泥処分

- 4 -

下水道工事（２）

切込砂利0～80㎜級　t

切込砂利0～80㎜級　t

数量

切込砂利0～40㎜級　t

単-31号

一般交通影響有り（２）－２
摘要

主たる工種

【切込砂利｜０～４０

㎜　】

m2

　　　

【切込砂利｜０～４０

       80

　　　

工事名

　　　

単-28号

　　　
　　　下層路盤(自転車道部)

㎜　】

【切込砂利｜０～８０

当　初

単-29号

m2

㎜　】

m2

工事区分・工種・種別・細別

=50㎜

=150㎜

 

26-18-A5-0155-0

       80

　　　

工事区分

　　　凍上抑制層(自転車道部)

m2

下水道

【切込砂利｜０～８０

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧工

切込砂利0～40㎜級　t

管路

        0.4

　　　

事業区分

切込砂利0～40㎜級　t

       11

　　

【切込砂利｜０～４０

単-27号

規格 単位

　　　

㎜　】

汚水処理統合管路新設工事その２

概数

=90㎜

単価

　　

=270㎜

　　　

　　　凍上抑制層

数量増減

m2

単-30号

切込砂利0～40㎜級　t

        1

【切込砂利｜０～４０

　　　

㎜　】

       11

㎜　】

　　　下層路盤(車道・路肩部)

　　　

式

単-32号

　　　

金額 金額増減

      114

　　　下層路盤(自転車道部)

m2=700㎜

=200㎜

　　　下層路盤(車道・路肩部)

　　　

設計内訳書

　　　

m3

施工地域

       18

単-26号

　　　



下水道工事（２）

数量

        1

一般交通影響有り（２）－２

m2

　　　

摘要

細粒度アスコン　各種

主たる工種

式

　　　

プライムコート用　】

車道用　】【アスファ

外側線　実線　 常温
m

       18

細粒度Ｇアスコン　t=

工事名

　　　
ンロード・ディーゼル

(2.10以上2.20t/m3未

日　】

　　区画線工

】【アスファルト乳剤

【細粒度ギャップアス

当　初

量６．０～８．０％  

工事区分・工種・種別・細別

m2

t=150㎜

】【タイヤ損耗費｜１

満)　30mm(1層当り平

 

均仕上り厚70mm以下)

        1

０ｔ積級　良好　供用

26-18-A5-0155-0

］｜通称１０ｔ積級　

　　　

工事区分

       18

　　　ﾍﾟｲﾝﾄ式区画線

　　　       114

下水道
管路

事業区分

【細粒度アスファルト

【ダンプトラック［オ

ファルト混合物｜Ａｓ

　　　客土
規格 単位

汚水処理統合管路新設工事その２

3cm　1.4≦Ｗ≦3.0

単価 数量増減

混合物｜Ａｓ量６．５

式　w=15cm

単-35号

｜ＰＫ－３　プライム
コート用　】

式

m2

～８．５％  歩道用　

　　

金額 金額増減

　　

　　
　　

- 5 -

　　縁石撤去工

　　　表層(自転車道部)

　　　表層(車道・路肩部)
単-34号

　　　

       13

設計内訳書

ルト乳剤｜ＰＫ－３　

単-33号

　　　

施工地域

単-36号

　　　



下水道工事（２）

        2

人日

　　　現場内除雪(機械)

数量

        1

　　　交通誘導警備員

一般交通影響有り（２）－２

　　　

　　

摘要

交通誘導員Ｂ　24時間

主たる工種

式

単-38号

単-39号

　　　

　　　

合Ｂ種｜C-1  (-)-8-2

       56
m3

再利用

工事名

単-42号

　　　
　　　歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去

　　　

式

        1

単-41号

当　初

　仮設工

概数

工事区分・工種・種別・細別

　　除雪工

規制

規制

 

26-18-A5-0155-0

m

　　　歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

        1

単-40号

　　　

　　

0(25)　】

工事区分

　　

人日

　

　　

最深積雪期

　　縁石復旧工

下水道
管路

事業区分

式

- 6 -

直接工事費

　　

　

　　　

規格 単位

m3　　　

汚水処理統合管路新設工事その２

       68

単価

　　

【生コンクリート  混

積雪初期

再利用
数量増減

       19

        1

        2

       38

        1

　　交通管理工

式

　　　現場内除雪(機械)

　　　

金額 金額増減

　　　

　　　交通誘導警備員

式

交通誘導員Ａ　24時間

概数

　　　

設計内訳書

単-37号

m

　　　

施工地域



下水道工事（２）

　　準備費

t
枝

数量
一般交通影響有り（２）－２

　　　

　　

摘要

　　　立木・伐開物・抜根物処分費

主たる工種

概数

　　　仮設材運搬費

【積込み荷卸し費（仮

幹

　　　

　　　

        7

工事名

　　　         2

　　　

　　　立木・伐開物・抜根物運搬費

　

概数

当　初

t

概数

- 7 -

工事区分・工種・種別・細別

　　　

式

単-44号

        1

　　　 単-43号

 

26-18-A5-0155-0

        1

        3

　　

工事区分

       15

設材等）｜　】

　　　立木積込み

下水道

　　　

事業区分

t

概数

式

共通仮設費

概数

単-49号

単-45号

単-46号

　　　立木・伐開物・抜根物運搬費

        1

伐根物

　　　

規格 単位

　　　

汚水処理統合管路新設工事その２

20cm以上

　　

単価

　　

　　　
　　　立木・伐開物・抜根物運搬費

単-48号

数量増減

伐根物　

5

　　　立木切倒し・枝払い切り揃え、立木集積

建込簡易土留材　H=3.

t

t

t

        1　

　　　

単-47号

共通仮設

　　運搬費

式

        7

        2
本

　共通仮設費

金額 金額増減

　　　

       23

式

設計内訳書

　　　

施工地域



下水道工事（２）

工事費計

数量
一般交通影響有り（２）－２

        1

摘要

主たる工種

消費税相当額
式

工事原価

        1

工事名

　　　

式

        1

工事価格

        1

当　初

工事区分・工種・種別・細別

式

　　現場環境改善費（率計上）

　

        1

 

26-18-A5-0155-0

純工事費

　

　共通仮設費（率計上）

        1

工事区分

式

式

        1

下水道

        1

単-50号

事業区分

　

共通仮設費

　　

        1

規格 単位

汚水処理統合管路新設工事その２

概数
時間

単価

式

式

　　

数量増減

　

　

　

        1

式

　　　路面ヒーター

式

　現場管理費

　一般管理費等

金額 金額増減

　　　

設計内訳書

- 8 -

施工地域



工場管理費

間接労務費対象額　管理費区分７

工場管理費計上額

工場管理費

非対象額計（－）
  6
  5

  8

工場管理費対象額

 

26-18-A5-0155-0

  1

間接労務費計上額
  4

  2
  3

管理費区分５，９

間接労務費率

- 1 -

  7工場管理費率

工場管理費　工場純工事費



共通仮設費

間接費非対象額

 29

 20
調整工事入力で使用

 28

　　　　　　　　　　　　　　　現工事

主たる工種　単独（当該工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

一般管理費等のみ対象額

  6

直接工事費

 21

橋梁、ＰＣ桁、門扉、ポンプ等購入費

  9

　管理費区分２，７

対象工事費に含まれる処分費　単独（追加工事）

共通仮設費（率分）　率（補正前）　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 13

対象工事費

　　　　　　　　　現工事

 27　施工地域等補正　単独（追加工事）
　　　　　　　　　現工事

主たる工種　合算工事

  5

下水道工事（２）

  8

共通仮設費対象額　単独（追加工事）

*補正係数を乗じる

 31

 24

 17
対象額支給品（＋）

 

　管理費区分１

無償貸付機械評価額（＋）

共通仮設費

26-18-A5-0155-0

 22

 33

　準備費（処分費）

　　　　現工事

  1

非対象額計（－）

  4

　管理費区分５

全処分費のうち３％または３０００万円を超える額

　　　　　　　　　合算工事

　事業損失防止施設費

  2
  3

計上額　単独（追加工事）

　　　　合算工事

 23

 32

 19

 25

 30

 16

調整工事計上額

共通仮設費（率分）　率（補正後）

 10
 11

 26

工場原価

処分費等を除く共通仮設費対象額　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

 18

- 1 -

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

　管理費区分Ｔ

 12

 15

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

 14　管理費区分９

  7



　施工地域等補正　単独（追加工事）

　管理費区分Ｔ

　管理費区分５

　現場環境改善費

 54

共通仮設費（積上分）

 55

　管理費区分９

現場環境改善費対象額（Ｐｉ）　単独（追加工事）

　準備費・仮設費

 39

無償貸付機械評価額（＋）

現場環境改善費　率（補正後） 52

 47

非対象額計（－）

 66

 37

　営繕費

 41

 36

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事

 60
 59

 49

直接工事費

 48

 45

　事業損失防止施設費

　　　　合算工事

　安全費

 50

現場環境改善費　率（補正前）　単独（追加工事）

 

共通仮設費

26-18-A5-0155-0

 53

 56

対象額支給品（＋）

　運搬費

- 2 -

 35

 42

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 62

 40

 63

間接費非対象額

 61
　役務費

　管理費区分２，７

　　　　　　      現工事

 64

調整工事計上額

　技術管理費

橋梁、ＰＣ桁、門扉、ポンプ等購入費

 34

 57

工場原価

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

　管理費区分１

 44

一般管理費等のみ対象額

計上額　単独（追加工事）
　　　　現工事

共通仮設費計

 51

現場環境改善費対象工事費

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 38

 43

 58

 65

 46



現場管理費

無償貸付機械評価額（＋）

帯広市

 29

 20

 28

非対象額計（－）

　緊急工事補正

現場管理費対象純工事費　単独（追加工事）

　　　　現工事

  6

　　　　　　　　　　現工事　

 21

  9

　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

 13

　管理費区分Ｔ

 27
　率（補正後）

  5

現場管理費

下水道工事（２）

　　　　　　　　　　　　現工事

  8

　施工時期補正　　　

　管理費区分２，７

　真夏日補正　　　

 31

調整工事入力で使用

 24

 17

 

26-18-A5-0155-0

 22

  1

間接費非対象額

  4

計上額　単独（追加工事）

全処分費のうち３％または３０００万円を超える額

　　　　合算工事

*補正係数を乗じる

単独（追加工事）純工事費  2
  3

処分費等を除く　現場管理費対象純工事費

 23

 32

 19

 25

 30

調整工事計上額

単独（追加工事）　共通仮設費

　　　　　　　　　　　　合算工事

 16

 10

一般管理費等のみ対象額　管理費区分５

 11

工場原価

 26

　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

　　　　　　　　　　合算工事

率（補正前）　単独（追加工事） 18

- 1 -

 12

　　　　　　　　　現工事　

 15

　砂防・地すべり補正　単独（追加工事）

　管理費区分９

 14

　　　　　　　　　　　現工事　

  7

対象額支給品（＋）

単独（追加工事）　直接工事費

主たる工種

　施工地域等補正　単独（追加工事）



一般管理費等

 10

　前払金支出割合による補正係数　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　合算工事

  3

一般管理費等 率（補正後）

 13

　工場製作原価

調整工事入力で使用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　
処分費等を除く　一般管理費等対象工事原価 12

一般管理費等

 25

契約保証に係る一般管理費等対象工事原価（当初設計）
契約保証に係る補正値　単独（追加工事）

 27

  8

  5

　　　　　　　　　　　　　現工事
　　　　　　　　　　　　　合算工事

　　　　　　　　　　　　　　現工事　

  1

 28

契約区分

 

 19

26-18-A5-0155-0

一般管理費等対象工事原価　単独（追加工事）

 20

  4

　　　　現工事

非対象額計（－）

 17

 26

第

　現場管理費
　工期延長等に伴う現場維持費

　管理費区分Ｔ

 21

工事原価

工事番号

 22

下水道工事（２）主工種

計上額　単独（追加工事）

　　　　合算工事

 18

支給品を除く間接費非対象額

　財団法人等による補正係数　単独（追加工事）

 16

  2

調整工事計上額

　管理費区分９

  9

率（補正前）　単独（追加工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　現工事　

事務所名

　　　　　　　　　　現工事　
　　　　　　　　　　合算工事

- 1 -

 23

 15

  6

全処分費のうち３％または３０００万円を超える額

発注年月

回変更

 14

  7

　純工事費

 24

 11

帯広市上下水道部技術室下水道課



処分費等指定行一覧表

単価

処分費に占める

　処分費対象規格

※表示されている数量・単価・金額は入力参考値

　処分費（t）

Ｂ

Ｓ：処分費等

　

数量

の価格 含まれる処分費等

　アスファルト塊受入費

ｔ

(直接工事費計＋支給品＋事業損失防止施設費＋無償貸付機械等評価額＋共通仮設費対象外額＋その他対象額)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻　 m3

となる金額は３千万円を上限とする

Ｐに含まれる

-

単位

Ｓｔ：Ｗが３％相当の処分費等の価格（Ｗ＞３％の場合）

処分費等の率計算の対象は３千万円とする
諸経費対象額

「Ｓ≦30,000,000」のとき

-

処分費等

処分費等（Ｓ）の全額を率計算の対象とする

ｔ

 

26-18-A5-0155-0

「Ｓ＞30,000,000」のとき

Ｓｔ＝（Ｐ＋Ｑ）×３％

算出区分

処分費内諸経費対象額・算出根拠（一般管理費等算出用通常設計書）

（Ｓｔ）を率計算の対象とする。ただし、対象

        2.29

      100

　汚泥 含水率８５％以上（計量費含む）　無機汚泥に限る　

-

「Ｗ＞３％」のとき

「Ｗ≦３％」かつ

P：共通仮設費対象額（処分費算出用）

金額

処分費に占める

t

処　分　費　等　指　定　行　一　覧　表

Ｃ

規格 単位

　処分費対象名称

細別名称

Ｑ：準備費に

諸経費対象外額

Ｗ＝Ｓ／（Ｐ＋Ｑ）

【アスファルト塊受入費｜３０～５０ｃｍ程度の大きさ　】

Ｗ：処分費等の占める割合

殻処分

- 1 -

「Ｗ≦３％」かつ

汚泥処分

Ａ
処分費内諸経費対象額・算出区分

　産業廃棄物中間処理料金

m3

　３０～５０ｃｍ程度の大きさ

        1.1



内訳書

金額数量単位

内訳書＜データ無し＞

- 1 -

上段から 既契約数量／出来高数量／出来高累計／前回残工事／今回残工事

単価

 

摘要

26-18-A5-0155-0

金額増減名称 規格／条件 数量増減



単価表

規格／条件

1.000-00000020

量

DGD10030 冬期

単

20261014

位

単-1号

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

管路掘削

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

金額

単-51号

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ) ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

m3

- 1 -

価
格

m3
数

       1

名称

  

20261014

【流用土Ⅰ】



規格／条件

1.000-00000020

量

DGD10030 冬期

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

管路掘削

単-52号
D区間あり：ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：ﾀ 管理費区分 無

単価

 

26-18-A5-0155-0

単-2号

       1

【流用土Ⅲ】
単

運搬距離（実数入力）＝6.3km：DID区間＝DI発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

規

DGD10150 冬期

- 2 -

計

金額

単-51号

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

ｲﾔ損耗費＝良好：
m3

ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：

歩掛適用年月

称

単位

       1

管理費区分 無

単価適用年月

名

m3

価
格

m3
数

       1

名称

  

20261014



運搬距離（実数入力）＝4.3km：DID区間＝DI

規格／条件

1.000-00000020

量

DGD10030 冬期

単

20261014
単-3号

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

- 3 -

摘要単価

管路掘削

単-53号
D区間あり：ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：ﾀ

計

管理費区分 無

 

26-18-A5-0155-0

       1

単

発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

単価

規

DGD10150 冬期

管理費区分 無

金額

       1

単-51号

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

ｲﾔ損耗費＝良好：
m3

ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：

歩掛適用年月

【残土Ⅰ】

WYB00001

称

単位

       1

管理費区分 無

単価適用年月

名

m3

土砂受入費

価
格

m3
数

       1

m3

名称

  

20261014



- 4 -

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：タンパ締固め

       1

単
規

金額

管路埋戻

単-54号

歩掛適用年月

称

単位
DGD10130 冬期
管理費区分 無

単価適用年月

名

m3

価
格

数量(m3)（実数）＝90m3/100m3：

m3
数

単-4号

       1

名称

  

機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

20261014

【流用土Ⅰ】



ｍ３

規格／条件

1.000-00000020

量

積込（ルーズ）

単-5号

単

20261014

位【流用土Ⅱ】

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単-52号
D区間あり：ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：ﾀ

計

管理費区分 無

 

26-18-A5-0155-0

ﾊﾞｯｸﾎｳ規格＝排対(2次)0.8m3：タンパ締固め

       1

単

運搬距離（実数入力）＝6.3km：DID区間＝DI発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

単価

規

DGD10150 冬期

管理費区分 無
土質＝土砂：作業内容＝土量50,000m3未満：

金額

       1

管路埋戻

単-54号

ｲﾔ損耗費＝良好：
m3

歩掛適用年月

称

単位

       1

DGD10130 冬期
管理費区分 無

単価適用年月

名

m3

価
格

数量(m3)（実数）＝90m3/100m3：

CB210020 冬期

m3

- 5 -

数

       1

単-55号

名称

  

機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

20261014



規格／条件

1.000-00000020

量

CB210100 冬期
無＝無し：施工数量＝1,000m3未満：破砕片

t=600
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

凍土破砕

 

計

単-6号

26-18-A5-0155-0

       1

単

ｍ３
単-56号

規

金額
土質＝軟岩：施工方法＝ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ：障害の有

- 6 -

歩掛適用年月

称

単位

除去の有無＝無し：集積押土の有無＝無し：
管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

m3
数

       1

掘削
名称

  

20261014



m

規格／条件

1.000-00000020

鋳鉄管吊込み据付工（機械力）

量

鋳鉄管
単

20261014
単-7号

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

- 7 -

呼び径＝φ 500mm：トラッククレーン賃料補

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

単

単-57号

規

金額

歩掛適用年月

m

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

DCIPφ500 価
格

D9110000 冬期
正係数＝標準（1.0）：

数

       1

名称

  

20261014



WYB00003NS形　直管　φ500×6000
規格／条件

1.000-00000020

量

鋳鉄管
単

20261014

本

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

刊行物単価

ダクタイル鋳鉄管

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

NS形　直管　φ500×6000
単

規

金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

本

単-8号

数

       1

- 8 -

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

WYB00154

量

単-9号

鋳鉄管
単

20261014

本

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

       0.2

ダクタイル鋳鉄管

管理費区分 無

単価

 

26-18-A5-0155-0

切管　φ500×2406　支給品

       1

単

単-58号

規

計

金額

：DID区間の有無＝有り：片道運搬距離（kmt
単-59号

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

- 9 -

単価適用年月

名

NS形　切管　φ500×2406

）DID有＝1.5km以下：

価

CB010410 冬期

格

本

数

ﾄﾗｯｸ機種＝ｸﾚｰﾝ装置付通称2t積級吊能力2.9t

       1

現場発生品及び支給品運搬

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

量

鋳鉄管
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

個

刊行物単価

ダクタイル鋳鉄管

- 10 -
 

計

26-18-A5-0155-0

       1

NS形　曲管　φ500×45°
単

規

金額

歩掛適用年月

単-10号

称

単位
WYB00005
管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

本

数

       1

NS形　曲管　φ500×45°
名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

WYB00006

量

鋳鉄管
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

個

刊行物単価

ダクタイル鋳鉄管

 

計

26-18-A5-0155-0

NS形　継輪　φ500

       1

単
規

金額

NS形　継ぎ輪　φ500

歩掛適用年月

称

単位

- 11 -

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

本

数

単-11号

       1

名称

  

20261014



NS形　切管用挿し口リング　φ500

NS形　切管用挿し口リング　φ500

規格／条件

1.000-00000020

量

鋳鉄管
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

個

刊行物単価

ダクタイル鋳鉄管 WYB00007

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単-12号

個

単価適用年月

名

価
格

数

- 12 -

       1

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

- 13 -

1次単価表

 

摘要単価

口

単価

単-60号

 

計

26-18-A5-0155-0

単-13号

       1

鋳鉄管切断工（NS・GX・S・KF・UF）

単
NS形　φ500　溝切切断規

：

金額
切断・溝切規格＝ＮＳ形：呼び径＝φ 500mm D9195000 冬期

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価

鋳鉄管切断工

格

口
数

       1

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

NS形　φ500　挿口加工 量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

継手接合工

口

単価

ＮＳ・ＧＸ・Ｓ・ＵＳ継手挿口加工工

 

計

26-18-A5-0155-0

D9128000 冬期

- 14 -

       1

単
規

：

金額
切断・溝切規格＝ＮＳ形：呼び径＝φ 500mm

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単-14号
単価適用年月

名

価
格

単-61号

口
数

       1

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

ダクタイル鋳鉄管

量

ＮＳ継手工

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

NS形　φ500　ライナ有

摘要単価

個

継手接合工

口

WYB00009
管理費区分 無

単価

 

26-18-A5-0155-0

NS形 φ500 ライナ有

       1

D9125000 冬期

単
規

計

金額

刊行物単価

歩掛適用年月

称

単位

       1

管理費区分 無

単価適用年月

名

- 15 -

継手接合：

価
格

呼び径＝φ 500mm：接合区分＝ライナを含む

単-62号

口
数

       1

単-15号

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

量

ＮＳ継手工

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

継手接合工

口

単価

単-63号

NS形 φ500 ライナ無

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

D9125000 冬期

単
規

呼び径＝φ 500mm：接合区分＝直管受口部接
金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価

- 16 -

単-16号

格

合：

口
数

       1

名称

  

20261014



- 17 -

呼び径＝φ 500mm：固定具の種類＝固定用ゴ
規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単-17号

単価

式

単-64号

 

26-18-A5-0155-0

値）＝137.5m：固定用ゴムバンド数量（実数

単
規

金額

値）＝157組：

ムバンド：ポリエチレンスリーブ数量（実数

歩掛適用年月

m

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名

ポリエチレンスリーブ被覆工

価

ポリエチレンスリーブ被覆工

格

D9130000 冬期

数

       1

      84

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

t

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

：DID区間の有無＝有り：片道運搬距離（km

- 18 -

摘要単価

単-18号

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

単

）DID有＝1.5km以下：

規

金額

NS形　φ500　継ぎ輪・栓

t

ﾄﾗｯｸ機種＝ｸﾚｰﾝ装置付通称2t積級吊能力2.9t

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

現場発生品及び支給品運搬

試験用資材

単-65号

数

       1

名称

  

20261014

CB010410 冬期



m

ZKD0084000砂

規格／条件

1.000-00000020

量

       0.69

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

管理費区分 無
地方資材単価

単価

 

26-18-A5-0155-0

       1

- 19 -

単
規

計

金額

歩掛適用年月

洗い砂

称

単位

ｍ３

管理費区分 無

単価適用年月

名

m3
単-66号

砂基礎

価

DGD60040

単-19号

DCIPφ500　W=1.30
格

合の補正＝無：夜間作業補正＝無：

数

       1

施工規模＝10m3以上：時間的制約を受ける場
名称

  

20261014

砂基礎設置工(機械施工) (市場単価)



m

m

規格／条件

1.000-00000020

掘削深＝掘削深3.5m以下：

準（1.0）：

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

      84

数量
建込工 (たて込み簡易土留)

1次単価表

 

摘要

ｍ

単価

引抜工 (たて込み簡易土留)

WYB00012

       0.4

単-68号

計

単-67号

管理費区分 無

 

26-18-A5-0155-0

単-20号

DGD10250 冬期

単

単価

規

管理費区分 無

金額

歩掛適用年月

称

単位

      35

φ120

管理費区分 無

単価適用年月

名

単-69号

たて込み簡易土留

掘削深＝掘削深3.5m以下：ｸﾚｰﾝ賃料補正＝標

価

- 20 -

格

木製支保工

DGD10240 冬期

数

      84

m3

名称

  

20261014

H=3.5m



建込簡易土留材賃料等 H=3.5m　在場日数33日
規格／条件

1.000-00000020

WYB00099

量
単

20261014

位

単-21号

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

式

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

建込簡易土留賃料等
単

規

金額

- 21 -

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

式

数

       1

名称

  

20261014



CB227010 冬期

単-22号

規格／条件

1.000-00000020

単-70号

量

］｜通称１０ｔ積級　】【タイヤ損耗費｜１

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

＝6.0km以下：費用の内訳＝全ての費用：

1次単価表

 

摘要単価
殻発生作業＝舗装版破砕：積込工法区分＝機

- 22 -

単価

 

26-18-A5-0155-0

０ｔ積級　良好　供用日　】

       1

単

ｍ３

規

金額

有無＝有り：運搬距離（km）（DID区間有）

殻運搬

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名 殻運搬

械（騒音対策不要､厚15cm以下）：DID区間の

価
用日　】格
ｱｽﾌｧﾙﾄ殻【ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］｜通称１０ｔ積級　】【タイヤ損耗費｜１０ｔ積級　良好　供

m3

【ダンプトラック［オンロード・ディーゼル

数

計

       1

名称

  

20261014



単-23号

規格／条件

1.000-00000020

t

- 23 -

単-71号

量

度の大きさ　】

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

単

【アスファルト塊受入費｜３０～５０ｃｍ程

規

金額

歩掛適用年月

称

単位

単価適用年月

名

WB020052

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻【アスファルト塊受入費｜３０～５０ｃｍ程度の大きさ　】

       2.29

価
格

管理費区分 T

m3
数

殻処分

       1

処分費（t）
名称

  

20261014



m

単-24号

舗装版切断

規格／条件

1.000-00000020

単-72号

量
単

20261014

位

＝15cm以下：費用の内訳＝全ての費用：

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要

ｍ

単価

単価

舗装版切断 舗装版種別＝ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版厚

 

計

26-18-A5-0155-0

CB430510 冬期

       1

単
規

金額

歩掛適用年月

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

数

- 24 -

       1

名称

  

20261014



無し：騒音振動対策＝不要：舗装版厚＝15cm
単-73号

全ての費用：

単-25号

規格／条件

1.000-00000020

舗装版種別＝ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版：障害等の有無＝

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

 

26-18-A5-0155-0

以下：積込作業の有無＝有り：費用の内訳＝        1

舗装版破砕
単

規

金額
CB430310 冬期

歩掛適用年月

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
称

単位

計

- 25 -

管理費区分 無

単価適用年月

名 m2

価
格

舗装版破砕

数

ｍ２

       1

名称

  

20261014



単-26号

汚泥 含水率８５％以上（計量費含む）　無機
規格／条件

1.000-00000020

量

汚泥に限る　

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

- 26 -

       1.1

 

計

26-18-A5-0155-0

ｔ

単
規

汚泥処分

金額

地方資材単価

歩掛適用年月

称

単位

単価適用年月

名

ZKD5673900

価
格

管理費区分 T

m3
数

産業廃棄物中間処理料金

       1

名称

  

20261014



単-74号

単-27号

規格／条件

1.000-00000020

量

- 27 -

単

20261014

位

下層路盤（車道・路肩部）

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

CB410030 冬期
摘要単価

【切込砂利｜０～８０㎜　】

単価

 

26-18-A5-0155-0

       1

凍上抑制層
単

規

金額

歩掛適用年月

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名 m2

価
格

全仕上り厚（実数入力）＝700mm：施工区分

内訳＝全ての費用：

数

ｍ２＝4層施工：材料＝路盤材（各種）：費用の

切込砂利0～80㎜級　t=700㎜【切込砂利｜０～８０㎜　】        1

名称

  

20261014



単-75号

単-28号

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

下層路盤(車道・路肩部)

位

下層路盤（車道・路肩部）

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

CB410030 冬期
摘要単価

単価

切込砂利0～40㎜級　t=90㎜【切込砂利｜０～４０㎜　】

 

全仕上り厚（実数入力）＝90mm：施工区分＝

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

金額

歩掛適用年月

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名

訳＝全ての費用：

m2

価
格

【切込砂利｜０～４０㎜　】

数

ｍ２1層施工：材料＝路盤材（各種）：費用の内

       1

名称

  

20261014

- 28 -



単-29号

単-76号

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

下層路盤(車道・路肩部)

位

下層路盤（車道・路肩部）

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

CB410030 冬期
摘要単価

単価

 

26-18-A5-0155-0

       1
＝1層施工：材料＝路盤材（各種）：費用の

単
規

金額
全仕上り厚（実数入力）＝200mm：施工区分

歩掛適用年月

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名

- 29 -

m2

価
格

【切込砂利｜０～４０㎜　】

切込砂利0～40㎜級　t=200㎜【切込砂利｜０～４０㎜　】

内訳＝全ての費用：

数

ｍ２

       1

名称

  

20261014



＝2層施工：材料＝路盤材（各種）：費用の

切込砂利0～80㎜級　t=270㎜【切込砂利｜０～８０㎜　】

規格／条件

1.000-00000020

単-77号

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

【切込砂利｜０～８０㎜　】

単価

 

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

金額
CB410031 冬期

歩掛適用年月

全仕上り厚（実数入力）＝270mm：施工区分

凍上抑制層(自転車道部)
称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名

- 30 -

m2

価
格

単-30号

内訳＝全ての費用：

数

ｍ２

       1

名称

  

20261014

下層路盤（歩道部）



規格／条件

1.000-00000020

単-78号

量

下層路盤(自転車道部)
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単-31号

単価

 

26-18-A5-0155-0

       1

- 31 -

単
規

全仕上り厚（実数入力）＝50mm：施工区分＝
金額

CB410031 冬期

歩掛適用年月

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名

訳＝全ての費用：

m2

切込砂利0～40㎜級　t=50㎜【切込砂利｜０～４０㎜　】 価
格

【切込砂利｜０～４０㎜　】

数

ｍ２1層施工：材料＝路盤材（各種）：費用の内

       1

名称

  

20261014

下層路盤（歩道部）



- 32 -

規格／条件

1.000-00000020

単-79号

量

下層路盤(自転車道部)
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

単-32号

 

26-18-A5-0155-0

       1
＝1層施工：材料＝路盤材（各種）：費用の

単
規 切込砂利0～40㎜級　t=150㎜【切込砂利｜０～４０㎜　】

金額
CB410031 冬期

歩掛適用年月

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名 m2

価
格

【切込砂利｜０～４０㎜　】
内訳＝全ての費用：

数

ｍ２

       1

名称

  

20261014

下層路盤（歩道部） 全仕上り厚（実数入力）＝150mm：施工区分



ZKD2020800
サイクル土（15mm以下）砂による粒度調整

客土

規格／条件

1.000-00000020

量

黒土（フルイ）音更町字音更基線４８－２　リ

単

20261014

下：

位

：運搬距離（km）（DID区間有）＝15.0km以

労務調整-超過-規制

計

数量

1次単価表

 

摘要単価

       1.2

管理費区分 無
塊･玉石混り土含む）：DID区間の有無＝有り

 

26-18-A5-0155-0

単価

単

ｍ３

規

金額

土砂等発生現場＝標準：積込機種･規格＝ﾊﾞｯ
地方資材単価

t=150㎜【ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］｜通称１０ｔ積級　】【タイヤ損耗費｜１０ｔ積級　良好　供

植土

］｜通称１０ｔ積級　】【タイヤ損耗費｜１

歩掛適用年月

称

単位

ｍ３
       1

管理費区分 無

単価適用年月

名 m2

- 33 -

ｸﾎｳ ﾊﾞｹｯﾄ容量1.3～1.5m3：土質＝土砂（岩

価
用日　】格

単-33号

【ダンプトラック［オンロード・ディーゼル

０ｔ積級　良好　供用日　】

数

単-80号

       1

土砂等運搬 CB210110 冬期

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

【細粒度ギャップアスファルト混合物｜Ａｓ

量細粒度Ｇアスコン　t=3cm　1.4≦Ｗ≦3.0【細粒度ギャップアスファルト混合物｜Ａｓ量６．０～８．０％  車道用　
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

ルト乳剤｜ＰＫ－３　プライムコート用　】

数量

1次単価表

 

単-81号

摘要単価

表層(車道・路肩部)

単価

 

平均幅員＝1.4m以上3.0m以下：1層当平均仕

26-18-A5-0155-0

上2.40t/m3未満）：瀝青材料種類＝ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

CB410260 冬期

       1

単

】【アスファルト乳剤｜ＰＫ－３　プライムコート用　】
規

- 34 -

金額

上厚 70mm以下＝30mm：材料＝各種（2.30以

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名 m2

単-34号

価

表層（車道・路肩部）

（各種）：費用の内訳＝全ての費用：

格

量６．０～８．０％  車道用　】【アスファ

数

ｍ２

計

       1

名称

  

20261014



以下＝30mm：材料＝各種（2.10以上2.20t/m3

規格／条件

1.000-00000020

｜ＰＫ－３　プライムコート用　】

量細粒度アスコン　各種(2.10以上2.20t/m3未満)　30mm(1層当り平均仕上り厚70mm以下)【細粒度アスファルト混合物｜

表層（歩道部）

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

～８．５％  歩道用　】【アスファルト乳剤

摘要

単-82号

単-35号

- 35 -

単価

表層(自転車道部)

未満）：瀝青材料種類＝ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ（各種）：

単価

 

26-18-A5-0155-0

       1

単

平均幅員＝1.4m以上：1層当平均仕上厚 70mm

規

CB410261 冬期
金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名 m2

価
格

【細粒度アスファルト混合物｜Ａｓ量６．５

数

ｍ２

計

       1
Ａｓ量６．５～８．５％  歩道用　】【アスファルト乳剤｜ＰＫ－３　プライムコート用　】

名称

  

費用の内訳＝全ての費用：

20261014



m

ント式塗料規格＝常温：塗料区分＝白：費用

規格／条件

1.000-00000020

- 36 -

量
単

20261014

位

の内訳＝全ての費用：

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要

外側線　実線　 常温式　w=15cm

単-36号

ｍ

単価
区画線設置

単価

 

WB821210

26-18-A5-0155-0

･仕様区分＝実線 15cm：時間的制約の有無＝        1

ﾍﾟｲﾝﾄ式区画線

夜間作業の有無＝無し：施工方法区分＝ペイ

単
規

計

金額

歩掛適用年月

称

単位

無し：未供用区間の場合の補正＝無し：ペイ

管理費区分 無

単価適用年月

名

単-83号

価
格

数

       1

ント式溶剤型：豪雪補正の有無＝有り：規格

名称

  

20261014



m

再利用区分＝再利用：
規格／条件

1.000-00000020

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去

量

歩車道境界ブロック撤去

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要

ｍ

単価

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

CB422540 冬期

単-84号

単-37号

価
格
再利用

- 37 -

数

       1

名称

  

20261014



m

規格／条件

1.000-00000020

）：養生工の有無＝有り：

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要

単-85号
ｍ

単価

0(25)　】

無し：均し基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ規格＝生ｺﾝｸﾘｰﾄ（各種

単価

 

26-18-A5-0155-0

作業区分＝再利用設置：ﾌﾞﾛｯｸ規格＝各種600

【生コンクリート  混合Ｂ種｜C-1  (-)-8-2

       1

単
規

計

金額

- 38 -

歩車道境界ブロック

歩掛適用年月

称

単位

再利用【生コンクリート  混合Ｂ種｜C-1  (-)-8-20(25)　】

管理費区分 無

単価適用年月

名

単-38号

価
格

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
数

       1

CB422510 冬期
名称

-1000mm以下50-150kg未満：基礎砕石規格＝

  

20261014



７：運搬距離（片道距離）（実数入力）＝4.

DX081400
規格／条件

1.000-00000020

．８０ｍ３：容積区分＝積雪初期　ｆ＝１．

量
単

20261014

- 39 -

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

ダンプ搬出除雪
摘要単価

単-39号

単-86号

単価

 

積込機種区分＝バックホウ　バケット容量０

26-18-A5-0155-0

       1

単

ｍ３

規

金額

歩掛適用年月

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格
積雪初期

m3
数

5ｋｍ：損耗費補修費区分＝良好：

現場内除雪(機械)

       1

名称

  

20261014



DX081400
規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

ダンプ搬出除雪
摘要単価

単価

 

積込機種区分＝バックホウ　バケット容量０

26-18-A5-0155-0

       1

単

ｍ３

規

4.5ｋｍ：損耗費補修費区分＝良好：

金額

単-40号

- 40 -

歩掛適用年月

称

単位

計

管理費区分 無

単価適用年月

名

単-87号

価
格

．８０ｍ３：容積区分＝最深積雪期　ｆ＝１

m3

．５：運搬距離（片道距離）（実数入力）＝

最深積雪期
数

現場内除雪(機械)

       1

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

交通誘導員Ａ　24時間規制 量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

交通誘導警備員Ａ
摘要単価

単価

人日

 

計

26-18-A5-0155-0

単
規

金額

単-41号

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       2.75

価
格

単-88号

- 41 -

数
人日

       1

交通誘導警備員

名称

  

WB010211

20261014



規格／条件
WB010212

1.000-00000020

量
単

20261014

位

- 42 -

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

単-89号

交通誘導員Ｂ　24時間規制

人日

 

計

26-18-A5-0155-0

単
規

金額

単-42号

交通誘導警備員Ｂ

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       2.75

価
格

数
人日

       1

交通誘導警備員

名称

  

20261014



作業区分＝積込み、取卸し（往復分）：
増：その他の諸料金の有無＝無：
製品長区分＝12m以内：運搬割増率＝冬期割

規格／条件

1.000-00000020

仮設材運搬費

量

仮設材等の運搬 （鋼矢板、H形鋼、覆工板、

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

ｔ

摘要単価

       2

単価

 

26-18-A5-0155-0

ｔ

- 43 -

敷鉄板等）

単
規

単-90号

金額

仮設材等の積込み取卸し費

t

単-43号

歩掛適用年月

称

単位

【積込み荷卸し費（仮設材等）｜　】

管理費区分 無

単価適用年月

名

WB010020

価
格

中部：片道運搬距離（実数入力）＝1.7km：
発注機関区分＝北海道・東北・関東・北陸・

       1

建込簡易土留材　H=3.5【積込み荷卸し費（仮設材等）｜　】
数

計

       1

WB010030

単-91号

名称

  

20261014

管理費区分 無



規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

本

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

樹径＝２０ｃｍ以上：伐採数＝2本：現場条

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

20cm以上
単

件＝架空線や住宅、既存構造物等に近接する

規

場合又は斜面での伐採： 単-92号

金額

単-44号

立木切倒し・枝払切揃え、立木集積

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

- 44 -

単価適用年月

名

DX090600 冬期

価
格

本

立木切倒し・枝払い切り揃え、立木集積
数

       1

名称

  

20261014



立木積込み

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

ｔ
       1

単

単-45号

規

単-93号

金額

t

歩掛適用年月

DX090700 冬期

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

立木積込

数

       1

名称

  

20261014

- 45 -



規格／条件

1.000-00000020

量

DX090800 冬期

単

20261014

位

立木・伐開物・抜根物運搬費

- 46 -

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

幹

 

計

26-18-A5-0155-0

運搬距離＝９．５ｋｍ以下：損耗費補修費区
ｔ

       1

単

単-46号

規

単-94号

金額

t

歩掛適用年月

立木、伐開物、抜根物等運搬

称

単位

分＝良好： 管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

数

       1

名称

  

20261014



区分＝良好：

規格／条件

1.000-00000020

運搬距離＝２０．０ｋｍ以下：損耗費補修費

量

DX090800 冬期

単

20261014

位

立木・伐開物・抜根物運搬費

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

ｔ
       1

単

単-47号

規

単-95号

- 47 -

金額

t

歩掛適用年月

立木、伐開物、抜根物等運搬

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

数

       1

名称

  
枝

20261014



規格／条件

1.000-00000020

量

DX090800 冬期

単

20261014

位

立木・伐開物・抜根物運搬費

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

運搬距離＝９．５ｋｍ以下：損耗費補修費区
ｔ

       1

単
規

単-94号

金額

t

単-48号

歩掛適用年月

立木、伐開物、抜根物等運搬

称

単位

分＝良好： 管理費区分 無

単価適用年月

名

価

- 48 -

伐根物
格

数

       1

名称

  

20261014



- 49 -

規格／条件

1.000-00000020

t

立木・伐開物・抜根物処分費

量
単

20261014

位

立木･伐開物･伐根物処分費

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

金額

t

単-49号

歩掛適用年月

称

単位
WYB00152
管理費区分 無

単価適用年月

名

伐根物　 価
格

数

       1

名称

  

20261014



規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

1次単価表

 

摘要単価

単価

時間

単-50号

 

計

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

単-96号

金額
DX030910

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

路面ヒーター

単価適用年月

名

価

- 50 -

格

数

       1

時間

名称

  

20261014

路面ヒーター（融雪用）運転費



R0125

ZS3000004
管理費区分 無

規格／条件

- 51 -

1.000-00000020

Z1

量

       2.6

単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

位

時間

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無
ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ]排対(2次) 0.8m3

 

二省労務単価

Z1

機械掘削工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

単価

摘要単価

ZZ1

二省労務単価

DGD10037 冬期

管理費区分 無

     100

       6

       1.1

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

単-97号

DGD10030

単

人

       1

諸雑費（まるめ）

規

　割増対象賃金比 0.753
金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

排対(2次)0.8m3 価

普通作業員

格

冬期

単-51号

m3

人
土木一般世話役

計

数

名称

R0102

式

20261014

冬期



DGD10150

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

DGD10170 冬期

労務調整-超過-規制

発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

数量

 

摘要単価

単価

- 52 -

       2.7

     100

 

計

参考資料（1）

機械損耗部品補正＝良好：

26-18-A5-0155-0

単
規 6.3km DID区間あり 排対(2次)0.8m3 良好

単-98号

金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 10t積級

価

日

格

m3

単-52号

数

名称

20261014



DGD10150

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

位

DGD10170 冬期

労務調整-超過-規制

発生土運搬工(10t積級) 機械積込み

数量

 

摘要単価

単価

単-53号

     100

 

計

参考資料（1）

機械損耗部品補正＝良好：

26-18-A5-0155-0

4.3km DID区間あり 排対(2次)0.8m3 良好
単

規

単-98号

金額

- 53 -

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       2.1

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 10t積級

価

日

格

m3
数

名称

20261014



R0125

単-99号

DGD10130

管理費区分 無

       2.5

規格／条件

1.000-00000020

Z1

量

単価

単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

位

諸雑費（まるめ）

計

       1

時間

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無
ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ]排対(2次) 0.8m3

 

二省労務単価

Z1

単-54号

摘要単価

二省労務単価

DGD10037 冬期

排対(2次)0.8m3 90m3/100m3

管理費区分 無

     100

CB210450 冬期

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

式

      90

単-97号

タンパ締固め

単

人

       4.5

規

　割増対象賃金比 0.753
金額

Z1

歩掛適用年月

称

単位

ZS3000004

管理費区分 無

単価適用年月

名

ｍ３

価

普通作業員

管理費区分 無

格

       3.8

ZZ1

冬期

- 54 -

m3

人
土木一般世話役

機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ)
数

費用の内訳＝全ての費用：

名称

R0102

20261014

冬期



　材料構成比率

規格／条件

1.000-00000020

Z006702002

量

積込（ルーズ）

単価

　労務構成比率

単

20261014

位

ｍ３

管理費区分 無容量０．８ｍ３

　機械構成比率

労務調整-超過-規制

 

摘要

％

標準単価

- 55 -
 

26-18-A5-0155-0

管理費区分 無

標準単価

二省労務単価

　ミニローリー渡し

単

　　軽油

規

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

　割増対象賃金比 0.788

　　バックホウ（クローラ型）［標準型］

称

単位

土砂 土量50,000m3未満

単価適用年月

名

％

％

単-55号

価

刊行物単価

格

R0114

％

％

排出ガス対策型（２０１４年規制）　バケット

CB210020

M000202142

数

       1

名称

20261014

冬期



軟岩 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 無し 1,000m3未満 無し 無し

　材料構成比率

　　バックホウ（クローラ型）［標準型・超低

規格／条件

1.000-00000020

Z006702002

量

CB210100

単価

　労務構成比率

単

20261014

位

ｍ３

管理費区分 無容量０．８ｍ３
M000202135

　機械構成比率

％

労務調整-超過-規制

 

摘要

％

標準単価

掘削

 

　　大型ブレーカ（ベースマシン含まず）［油

26-18-A5-0155-0

管理費区分 無

　　圧式］

標準単価

二省労務単価

　ミニローリー渡し

単

　　軽油

規

管理費区分 無

通称１３００ｋｇ級 M000604006

　　運転手（特殊）

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

- 56 -

歩掛適用年月

％

　割増対象賃金比 0.788

称

単位

　　騒音型］

単価適用年月

名

％

％

価

刊行物単価

格

管理費区分 無
刊行物単価

R0114

％

％

排出ガス対策型（２０１４年規制）　バケット

単-56号

数

       1

名称

20261014

冬期



m

ZS3000004
管理費区分 無

鋳鉄管吊込み据付工（機械力）

規格／条件

1.000-00000020

Z1

量

最大吊上能力４．９ｔ吊　リース置場渡し

単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

位

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

 

二省労務単価

Z1

単価

摘要単価

ZZ1

刊行物単価

二省労務単価

管理費区分 無

単-57号

L001120001

特殊作業員

       0.32

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

      10

単

人

       1

諸雑費（まるめ）

φ 500mm 標準（1.0）規

D9110000

トラッククレーン［油圧伸縮ジブ型］

金額

       0.29

歩掛適用年月

R0101

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

日

価

普通作業員

格

冬期
人

　割増対象賃金比 0.780

計

- 57 -

数

名称

R0102

式

20261014

       0.43 冬期



規格／条件

1.000-00000020

量

ダクタイル鋳鉄管

- 58 -

単

20261014

本

支給品 管理費区分 無

位

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要単価

単価

単-58号

ダクタイル鋳鉄管 直管　φ500×6000

 

計

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

       1

単
規

金額

歩掛適用年月

WYB00154

称

単位

切管　φ500×2406　支給品

単価適用年月

名

WYB00155

価
格

数

       1

名称

20261014



％

刊行物単価

　材料構成比率

CB010410

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

通称２ｔ積級　吊能力２．９ｔ

位

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％

ｸﾚｰﾝ装置付通称2t積級吊能力2.9t 有り 1.5km以下

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.780

管理費区分 無

 

　　軽油

26-18-A5-0155-0

管理費区分 無

標準単価

二省労務単価

　　トラック［クレーン装置付］

- 59 -

単

Z006702002

規

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％

構成比率

t

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

称

単位

　機械構成比率

単価適用年月

名

％

価

M000302010

格

％

二省労務単価

　　特殊作業員

単-59号

R0114

％

R0101

数

       1

刊行物単価

現場発生品及び支給品運搬

　ミニローリー渡し

名称

20261014

冬期



管切断機損料

規格／条件

1.000-00000020

       1.56

単-60号

Z1

       1

量
単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

位

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

 

二省労務単価

式

摘要単価

       0.81
二省労務単価

ＮＳ形 φ 500mm

管理費区分 無

特殊作業員

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

管理費区分 無

- 60 -

単

人

規

計

金額

鋳鉄管切断工（NS・GX・S・KF・UF）

Z980111010

歩掛適用年月

R0101

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

ZS8000004

日

価

普通作業員

格

諸雑費（率＋まるめ）

冬期
人

　割増対象賃金比 0.780

口

       0.52

数

Z1の合計金額に5%を乗じた金額を算出する。

       1

単価

名称

R0102

D9195000

ZZ1

20261014

冬期



諸雑費（率＋まるめ）

単-61号

規格／条件

1.000-00000020

Z1

量
単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

位

D9128000

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

- 61 -

 

二省労務単価
       0.08

摘要単価

       0.08
二省労務単価

ＮＳ形 φ 500mm

管理費区分 無

特殊作業員

計

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

単

人

規

金額

歩掛適用年月

R0101

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       1

価

普通作業員

格

冬期
人

式

　割増対象賃金比 0.780

単価

口
数

       1

ZZ1

Z1の合計金額に5%を乗じた金額を算出する。

ＮＳ・ＧＸ・Ｓ・ＵＳ継手挿口加工工

名称

R0102

20261014

ZS8000004

冬期



諸雑費（率＋まるめ）

単-62号

規格／条件

1.000-00000020

Z1

量
単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

       0.156

位

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

 

二省労務単価

摘要単価

二省労務単価

管理費区分 無

特殊作業員

計

 

参考資料（1）

ＮＳ継手工

26-18-A5-0155-0

Z1

D9125000

       0.156

単

人

規

金額

歩掛適用年月

R0101

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       1

Z1の合計金額に1%を乗じた金額を算出する。

価

普通作業員

φ 500mm ライナを含む継手接合
格

冬期
人

式

　割増対象賃金比 0.780

単価

口
数

       1

ZZ1

名称

R0102

20261014

- 62 -

ZS8000004

冬期



単-63号

諸雑費（率＋まるめ）

φ 500mm 直管受口部接合

規格／条件

1.000-00000020

Z1

量
単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

位

労務調整-超過-規制

数量

       0.13

管理費区分 無

 

二省労務単価

- 63 -

摘要単価

二省労務単価

管理費区分 無

特殊作業員

計

 

参考資料（1）

ＮＳ継手工

26-18-A5-0155-0

Z1

D9125000

単

人

規

       0.13

金額

歩掛適用年月

R0101

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

       1

Z1の合計金額に1%を乗じた金額を算出する。

価

普通作業員

格

冬期
人

式

　割増対象賃金比 0.780

単価

口
数

       1

ZZ1

名称

R0102

20261014

ZS8000004

冬期



m

- 64 -

単-64号

管理費区分 無

規格／条件

1.000-00000020

Z1

量

       1

Z980101011

単

20261014

　割増対象賃金比 0.842

位

単価

Z1

式

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

 

二省労務単価

ｍ

摘要単価

二省労務単価

φ 500mm 固定用ゴムバンド 137.5m 157組

計

管理費区分 無

特殊作業員

     100

 

組

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

       0.91

Z1

管理費区分 無

ZZ1

Z980102010

諸雑費（まるめ）

単

人

規

     157

φ500

金額

ポリエチレンスリーブ（固定ゴムバンド）

歩掛適用年月

ZS3000004

R0101

称

単位

同上

管理費区分 無

単価適用年月

名

D9130000

Z1

価

普通作業員

ポリエチレンスリーブ被覆工

格

冬期
人

       0.91

　割増対象賃金比 0.780

ポリエチレンスリーブ

数

名称

     137.5

R0102

20261014

冬期



単-65号

％

刊行物単価

　材料構成比率

CB010410

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

通称２ｔ積級　吊能力２．９ｔ

位

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％

ｸﾚｰﾝ装置付通称2t積級吊能力2.9t 有り 1.5km以下

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.780

管理費区分 無

 

　　軽油

26-18-A5-0155-0

管理費区分 無

標準単価

二省労務単価

　　トラック［クレーン装置付］

単

Z006702002

規

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％

構成比率

t

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

称

単位

　機械構成比率

単価適用年月

名

％

価

M000302010

- 65 -

格

％

二省労務単価

　　特殊作業員

R0114

％

R0101

数

       1

刊行物単価

現場発生品及び支給品運搬

　ミニローリー渡し

名称

20261014

冬期



ZZ1

単-66号

規格／条件

1.000-00000020

砂基礎設置工(機械施工) (市場単価)

量
単

20261014

砂基礎工(手間のみ)

ZS3000004

機械施工　手間のみ

位

労務調整-超過-規制

10m3以上 無 無

数量

 

摘要単価

諸雑費（まるめ）

刊行物単価

単価

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

DGD60040

       1

単
規

金額

- 66 -

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

Q2G1030020
m3

価

Z1

格

       1

m3
数

計

       1

式

名称

20261014

管理費区分 無



R0125

冬期

規格／条件

1.000-00000020

R0101

単-67号

Z1

量

単-100号

単価

単

20261014

時間

位

管理費区分 無

Z1

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

ZS3000004

 

二省労務単価

摘要

ZZ1

単価

二省労務単価

- 67 -

特殊作業員
管理費区分 無

ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ]排対(2次) 0.28m3

       0.31

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

      10

単

人

規

　割増対象賃金比 0.753
金額

Z1
       1.7

諸雑費（まるめ）

　割増対象賃金比 0.780

歩掛適用年月

管理費区分 無

　割増対象賃金比 0.842

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

R0102

DGD10240

価

       0.63

式

格

DGD10032 冬期

二省労務単価

冬期

建込工 (たて込み簡易土留)

人

人

計

土木一般世話役

ｍ

       0.31

普通作業員

数

       1

名称

掘削深3.5m以下

20261014

冬期



m

R0125

冬期

- 68 -

規格／条件

1.000-00000020

R0101

単-68号

Z1

量

単価

       0.37

単

20261014

引抜工 (たて込み簡易土留)

位

管理費区分 無

最大吊上能力４．９ｔ吊　リース置場渡しトラッククレーン［油圧伸縮ジブ型］
Z1

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

ZS3000004

 

二省労務単価

摘要

ZZ1

単価

DGD10250

二省労務単価

特殊作業員
管理費区分 無

       0.18

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

      10

単

人

規

刊行物単価

　割増対象賃金比 0.753
金額

日

Z1
諸雑費（まるめ）

　割増対象賃金比 0.780

歩掛適用年月

管理費区分 無

　割増対象賃金比 0.842

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

掘削深3.5m以下 標準（1.0）

R0102

価

式

       0.18

格

二省労務単価

冬期

L001120001

       0.18

人

人

計

土木一般世話役

普通作業員

数

       1

名称

20261014

冬期



ZZ1

WYB00012

規格／条件

1.000-00000020

単-69号

量
単

20261014

ZS3000004

位

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要単価

諸雑費（まるめ）

ZAA4003500

刊行物単価

木製支保工

単価

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

       1

単

ｍ３

規

金額
丸太

φ120

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

まず

価

Z1

格

       1

- 69 -

m3
数

計

       1

式

名称

20261014

素材 末口径13㎝未満 長さ3.7m未満 加工費含

管理費区分 無



　　【タイヤ損耗費】

　材料構成比率

規格／条件

1.000-00000020

Z006702002

量

- 70 -

R0115

単価

　労務構成比率

単

20261014

位

ｍ３

管理費区分 無

　機械構成比率

労務調整-超過-規制

 

CB227010

摘要

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.813

 

26-18-A5-0155-0

管理費区分 無

標準単価

通称１０ｔ積級

二省労務単価

　ミニローリー渡し

単

　　軽油

規

管理費区分 無

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

単価適用年月

名

舗装版破砕 機械（騒音対策不要､厚15cm以下） 有り　6.0km以下 全ての費用

殻運搬

％

％

【１０ｔ積級　良好　供用日】　　］

単-70号

　　ダンプトラック［オンロード・ディーゼル

　　運転手（一般）

価

刊行物単価

格

％

％

数

M000301005

       1

名称

20261014

冬期

刊行物単価



規格／条件

1.000-00000020

アスファルト塊受入費

量
単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

 

単-71号

摘要単価

単価

     100

 

計

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

３０～５０ｃｍ程度の大きさ
ｔ

単
規

金額

地方資材単価

t

歩掛適用年月

- 71 -

WB020052

称

単位

単価適用年月

名

価

ZKD4001000

格

管理費区分 T

数

     100

名称

20261014

処分費（t）



％

管理費区分 無

舗装版切断

　機械構成比率

　　特殊作業員

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

　　ガソリン

単-72号

摘要

％

　　土木一般世話役

　割増対象賃金比 0.842

径φ５６ｃｍ

％

　材料構成比率

　　コンクリートカッタ　（ブレード）

M001161013

標準単価

二省労務単価

- 72 -
 

26-18-A5-0155-0

標準単価

　　騒音型）・湿式］

二省労務単価

％

単

R0102

規

Z006704001

エンジン駆動　通称切削深２０ｃｍ級ブレード

管理費区分 無

管理費区分 無

％

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下 全ての費用

構成比率

％

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

％

刊行物単価

R0101

％

　　普通作業員

価

　割増対象賃金比 0.753 R0125

格

径１８インチ

　2号

二省労務単価

　　コンクリートカッタ［バキューム式（超低

％

Z006540009

ｍ

刊行物単価

数

CB430510

       1

冬期

レギュラー　スタンド渡し　無鉛　JIS K 2202

名称

管理費区分 無

　割増対象賃金比 0.780

20261014

冬期



％

管理費区分 無

　割増対象賃金比 0.788

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

刊行物単価

単価

　労務構成比率

単

20261014

　割増対象賃金比 0.753
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位

L001010012

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％
　割増対象賃金比 0.842

％

　材料構成比率

標準単価

　機械構成比率

　　運転手（特殊）

二省労務単価

 

置場渡し

26-18-A5-0155-0

　　軽油

標準単価

ｍ２

二省労務単価

％

管理費区分 無

舗装版破砕

CB430310

単

R0102

規

管理費区分 無

準値及び低・超低騒音型によらず適用 リース

％

構成比率

％

　　土木一般世話役

参考資料（1）（施工パッケージ）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 無し 不要 15cm以下 有り 全ての費用

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

R0114

名

％

　　バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回

単-73号

　　普通作業員

価
格

二省労務単価

Z006702002

％

　　型］

R0125

刊行物単価

数

       1

冬期

　ミニローリー渡し

名称

バケット容量０．４５ｍ３　排出ｶﾞｽ対策型基

20261014

冬期



管理費区分 無

ZKD0006000

　　軽油

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

R0125

％

労務調整-超過-規制

　割増対象賃金比 0.780

管理費区分 無

 

摘要

下層路盤（車道・路肩部）

％

　材料構成比率

％

標準単価

二省労務単価

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

標準単価

ｍ２

二省労務単価

０～８０㎜　　切込砂利

単

冬期

規

地方資材単価

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％
　　土木一般世話役

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

％

　　普通作業員 　割増対象賃金比 0.842

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

名

％

管理費区分 無

R0102

Z006702002

価

単-74号

管理費区分 無

格

二省労務単価

二省労務単価

R0114

％

CB410030

R0101

数

　　特殊作業員

       1

　ミニローリー渡し

冬期
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名称

20261014

冬期

700mm 4層施工 路盤材（各種） 全ての費用



L001050002

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

単

20261014

位

M000701021

労務調整-超過-規制

 

摘要

下層路盤（車道・路肩部）

幅３．１ｍ

標準単価

％

　　モータグレーダ［土工用］
管理費区分 無

 

L001060004

26-18-A5-0155-0

　　ロードローラ［マカダム］

ｍ２
単

　機械構成比率

規

管理費区分 無

構成比率

管理費区分 無

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

　　タイヤローラ［普通型］
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単価適用年月

名

％
刊行物単価

運転質量13～14t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

価

単-74号

格

排出ガス対策型（２０１４年規制）　ブレード
％

CB410030

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

数

       1

運転質量10～12t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

名称

刊行物単価

20261014

700mm 4層施工 路盤材（各種） 全ての費用



管理費区分 無

　　軽油

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

R0125

ZKD0005000

％

労務調整-超過-規制

　割増対象賃金比 0.780

管理費区分 無

 

摘要

下層路盤（車道・路肩部）

％

単-75号

90mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用

　材料構成比率

０～４０㎜

％

標準単価

二省労務単価

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

標準単価

ｍ２

二省労務単価
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　　切込砂利

単

冬期

規

地方資材単価

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％
　　土木一般世話役

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

％

　　普通作業員 　割増対象賃金比 0.842

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

名

％

管理費区分 無

R0102

Z006702002

価

管理費区分 無

格

二省労務単価

二省労務単価

R0114

％

CB410030

R0101

数

　　特殊作業員

       1

　ミニローリー渡し

冬期

名称

20261014

冬期



L001050002

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

単

20261014

位

M000701021
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労務調整-超過-規制

 

摘要

下層路盤（車道・路肩部）

単-75号

90mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用

幅３．１ｍ

標準単価

％

　　モータグレーダ［土工用］
管理費区分 無

 

L001060004

26-18-A5-0155-0

　　ロードローラ［マカダム］

ｍ２
単

　機械構成比率

規

管理費区分 無

構成比率

管理費区分 無

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

　　タイヤローラ［普通型］

単価適用年月

名

％
刊行物単価

運転質量13～14t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

価
格

排出ガス対策型（２０１４年規制）　ブレード
％

CB410030

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

数

       1

運転質量10～12t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

名称

刊行物単価

20261014



管理費区分 無

　　軽油

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

R0125

ZKD0005000

％

労務調整-超過-規制

　割増対象賃金比 0.780

管理費区分 無

 

摘要

下層路盤（車道・路肩部）

％

単-76号

　材料構成比率

０～４０㎜

％

標準単価

二省労務単価

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

標準単価

ｍ２

二省労務単価

　　切込砂利

単

冬期

規

地方資材単価

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％
　　土木一般世話役

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

％

　　普通作業員 　割増対象賃金比 0.842

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

名

％

管理費区分 無

R0102

Z006702002
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価

管理費区分 無

格

二省労務単価

200mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用

二省労務単価

R0114

％

CB410030

R0101

数

　　特殊作業員

       1

　ミニローリー渡し

冬期

名称

20261014

冬期



L001050002

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

単

20261014

位

M000701021

労務調整-超過-規制

 

摘要

下層路盤（車道・路肩部）

単-76号

幅３．１ｍ

標準単価

％

　　モータグレーダ［土工用］
管理費区分 無

 

L001060004

26-18-A5-0155-0

　　ロードローラ［マカダム］

ｍ２
単

　機械構成比率

規

管理費区分 無

- 79 -

構成比率

管理費区分 無

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

　　タイヤローラ［普通型］

単価適用年月

名

％
刊行物単価

運転質量13～14t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

価
格

排出ガス対策型（２０１４年規制）　ブレード

200mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用

％

CB410030

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

数

       1

運転質量10～12t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

名称

刊行物単価

20261014



管理費区分 無

ZKD0006000

　　軽油

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

R0125

％

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％
　割増対象賃金比 0.842

　材料構成比率

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.780

二省労務単価

270mm 2層施工 路盤材（各種） 全ての費用

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

標準単価

ｍ２

二省労務単価

０～８０㎜　　切込砂利

単

R0102

冬期

規

地方資材単価

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％
　　土木一般世話役

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

下層路盤（歩道部）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

％

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

名
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％

管理費区分 無
Z006702002

　　普通作業員

価

単-77号

管理費区分 無

格

二省労務単価

二省労務単価

　　特殊作業員

R0114

％

R0101

数

       1

　ミニローリー渡し

冬期

CB410031

名称

20261014

冬期



規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　　・超低騒音型

単

20261014

位

運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・

労務調整-超過-規制

 

摘要標準単価

％

管理費区分 無

270mm 2層施工 路盤材（各種） 全ての費用

 

26-18-A5-0155-0
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ｍ２

M000201100

単

　機械構成比率

規

管理費区分 無

　　小型バックホウ（クローラ）後方超小旋回

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

　　ド式］

下層路盤（歩道部）

歩掛適用年月

　　振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバイン L001070011

称

単位

排出ガス対策型（第３次基準）　バケット容量

単価適用年月

名

％
刊行物単価

価

単-77号

格

％

数

超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

       1

０．０９ｍ３

CB410031

名称

20261014



管理費区分 無

　　軽油

冬期

規格／条件

1.000-00000020

50mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用 量

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

R0125

ZKD0005000

％

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％
　割増対象賃金比 0.842

　材料構成比率

０～４０㎜

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.780

二省労務単価

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

標準単価

ｍ２

二省労務単価

　　切込砂利

単

R0102

冬期

規

地方資材単価

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％
　　土木一般世話役

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

下層路盤（歩道部）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

％

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

名

％

管理費区分 無
Z006702002

　　普通作業員

価

管理費区分 無

格

二省労務単価

- 82 -

単-78号

二省労務単価

　　特殊作業員

R0114

％

R0101

数

       1

　ミニローリー渡し

冬期

CB410031

名称

20261014

冬期



規格／条件

1.000-00000020
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50mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用 量

単価

　　・超低騒音型

単

20261014

位

運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・

労務調整-超過-規制

 

摘要標準単価

％

管理費区分 無

 

26-18-A5-0155-0

ｍ２

M000201100

単

　機械構成比率

規

管理費区分 無

　　小型バックホウ（クローラ）後方超小旋回

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

　　ド式］

下層路盤（歩道部）

歩掛適用年月

　　振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバイン L001070011

称

単位

排出ガス対策型（第３次基準）　バケット容量

単価適用年月

名

％
刊行物単価

価
格

単-78号

％

数

超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

       1

０．０９ｍ３

CB410031

名称

20261014



管理費区分 無

　　軽油

冬期

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

R0125

ZKD0005000

％

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％

単-79号

　割増対象賃金比 0.842

　材料構成比率

150mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用

０～４０㎜
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％

標準単価

　割増対象賃金比 0.780

二省労務単価

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

標準単価

ｍ２

二省労務単価

　　切込砂利

単

R0102

冬期

規

地方資材単価

管理費区分 無
　　運転手（特殊）

％
　　土木一般世話役

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

下層路盤（歩道部）

歩掛適用年月

　割増対象賃金比 0.788

％

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

名

％

管理費区分 無
Z006702002

　　普通作業員

価

管理費区分 無

格

二省労務単価

二省労務単価

　　特殊作業員

R0114

％

R0101

数

       1

　ミニローリー渡し

冬期

CB410031

名称

20261014

冬期



規格／条件

1.000-00000020

量

単価

　　・超低騒音型

単

20261014

位

運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・

労務調整-超過-規制

 

摘要

単-79号

150mm 1層施工 路盤材（各種） 全ての費用

標準単価

％

管理費区分 無

 

26-18-A5-0155-0

ｍ２

M000201100

単

　機械構成比率

規

管理費区分 無

　　小型バックホウ（クローラ）後方超小旋回

構成比率
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参考資料（1）（施工パッケージ）

　　ド式］

下層路盤（歩道部）

歩掛適用年月

　　振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバイン L001070011

称

単位

排出ガス対策型（第３次基準）　バケット容量

単価適用年月

名

％
刊行物単価

価
格

％

数

超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

       1

０．０９ｍ３

CB410031

名称

20261014



　　【タイヤ損耗費】

　材料構成比率

規格／条件

1.000-00000020

Z006702002

量

R0115

単価

　労務構成比率

単

20261014

標準 ﾊﾞｯｸﾎｳ ﾊﾞｹｯﾄ容量1.3～1.5m3　土砂（岩塊･玉石混り土含む） 有り 15.0km以下 位

ｍ３

管理費区分 無

　機械構成比率

労務調整-超過-規制

 

摘要

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.813

CB210110

 

26-18-A5-0155-0

管理費区分 無

土砂等運搬

標準単価

通称１０ｔ積級

二省労務単価

　ミニローリー渡し

単

単-80号

　　軽油

規

管理費区分 無

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

単価適用年月

名

％

％

【１０ｔ積級　良好　供用日】　　］
　　ダンプトラック［オンロード・ディーゼル

　　運転手（一般）

価

刊行物単価

格

％

％

数
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M000301005

       1

名称

20261014

冬期

刊行物単価



管理費区分 無

ZKD0910000

　割増対象賃金比 0.788

冬期

規格／条件

1.000-00000020

R0102

量

- 87 -

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

CB410260

ＰＫ－３　プライムコート用

　　普通作業員

R0125

％

労務調整-超過-規制

　割増対象賃金比 0.780

管理費区分 無

 

表層（車道・路肩部）

摘要

％

　割増対象賃金比 0.842

　材料構成比率

％

標準単価

　　運転手（特殊）

二省労務単価

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

　　アスファルト乳剤

標準単価

ｍ２

二省労務単価

単

冬期

規

地方資材単価

Ａｓ量６．０～８．０％  車道用

管理費区分 無

Z004130002

％

単-81号

　　土木一般世話役

構成比率

　　細粒度ギャップアスファルト混合物

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

R0114

名

％

管理費区分 無

価

管理費区分 無

格
1.4m以上3.0m以下 30mm　各種（2.30以上2.40t/m3未満） ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ（各種）全ての費用

二省労務単価

二省労務単価

％

R0101

数

　　特殊作業員

       1

冬期

名称

20261014

冬期



運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・

規格／条件

1.000-00000020

量

単価

単

20261014

　ミニローリー渡し

位

CB410260

％

労務調整-超過-規制

 

表層（車道・路肩部）

摘要

刊行物単価

　　振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバイン L001070011

標準単価

％

 

26-18-A5-0155-0
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ｍ２

Z006702002

単
規

管理費区分 無
L001210001

単-81号

　　ド式］

構成比率

管理費区分 無

刊行物単価

参考資料（1）（施工パッケージ）

超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

歩掛適用年月

運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・
％

　　タイヤローラ［普通型］

称

単位

　　アスファルトフィニッシャ

管理費区分 無

単価適用年月

名

％
適用 リース置場渡し

　　軽油

刊行物単価
ｶﾞｽ対策型基準値及び低・超低騒音型によらず

価

管理費区分 無

格
1.4m以上3.0m以下 30mm　各種（2.30以上2.40t/m3未満） ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ（各種）全ての費用

％
　機械構成比率

数

［ホイール型］舗装幅１．４～３．０ｍ　排出

L001060001

       1

名称

刊行物単価

20261014

超低騒音型によらず適用 リース置場渡し



管理費区分 無

冬期

規格／条件

1.000-00000020

R0102

量

ZKD0906000

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

ＰＫ－３　プライムコート用

　　普通作業員

R0125

R0114

％

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％

　割増対象賃金比 0.842

　材料構成比率

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.780

二省労務単価

Ａｓ量６．５～８．５％  歩道用

 

　割増対象賃金比 0.753

26-18-A5-0155-0

　　アスファルト乳剤

標準単価

ｍ２

二省労務単価

単

冬期

規

CB410261

地方資材単価

管理費区分 無

Z004130002

単-82号

％
　　土木一般世話役

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

1.4m以上 30mm 各種（2.10以上2.20t/m3未満）　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ（各種） 全ての費用

刊行物単価

単価適用年月

名

％

管理費区分 無
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　　細粒度アスファルト混合物

　　運転手（特殊）

価

管理費区分 無

格

二省労務単価

二省労務単価

　　特殊作業員

％

R0101

数

       1

冬期

名称

表層（歩道部）

20261014

冬期

　割増対象賃金比 0.788



規格／条件

1.000-00000020

量

単価

単

20261014

　ミニローリー渡し

　　アスファルトフィニッシャ［クローラ型］

位

労務調整-超過-規制

 

摘要

刊行物単価

　　

　　振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバイン L001070011

標準単価

％

 

26-18-A5-0155-0

ｍ２

Z006702002

単
規

CB410261

管理費区分 無
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単-82号

　　ド式］

構成比率

管理費区分 無

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・
％

称

～３．０ｍ

単位

1.4m以上 30mm 各種（2.10以上2.20t/m3未満）　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ（各種） 全ての費用

管理費区分 無

単価適用年月

名

％

　　軽油

M001003007

価
格

％
　機械構成比率

数

       1

名称

排出ガス対策（第３次基準値）　舗装幅１．４

刊行物単価

表層（歩道部）

20261014

超低騒音型によらず適用 リース置場渡し



ガラスビーズ

規格／条件

式

1.000-00000020

Ｌ

Z1

量

刊行物単価

ZZ1

無し ペイント式溶剤型 有り 実線 15cm 無し 無し　常温 白 全ての費用
単

20261014

刊行物単価

管理費区分 無

位

単価

Z1

労務調整-超過-規制

数量

 

   1,000

摘要

ｍ

単価

計

Q001037010区画線設置（ペイント式）

Ｌ

刊行物単価

Z006702002

      50

トラフィックペイント　常温型

昼間　豪雪有　実線15cm　制約無　手間のみ

ZS8000004

管理費区分 無

 

参考資料（1）

管理費区分 無

26-18-A5-0155-0

Z1

諸雑費（率＋まるめ）

単
規

区画線設置

単-83号

金額

      40

刊行物単価

歩掛適用年月

管理費区分 無

称

       1

単位

      39

管理費区分 無

　ミニローリー渡し

単価適用年月

名

ｋｇ
Z004352001

Z1の合計金額に3%を乗じた金額を算出する。

Z004350007

０．１０６～０．８５０ｍｍ　区画線用
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価
格

溶剤型　１種Ｂ　白　区画線用

ｍ
数

軽油

名称

20261014

   1,000

WB821210



管理費区分 無
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冬期

規格／条件

歩車道境界ブロック撤去

1.000-00000020

R0102

量

単価

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

　　普通作業員

R0114

％

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％

　割増対象賃金比 0.842

　　土木一般世話役

　材料構成比率

Z006702002

％

標準単価

二省労務単価

　機械構成比率

 

26-18-A5-0155-0

　ミニローリー渡し

標準単価

CB422540

二省労務単価

単

冬期

規

管理費区分 無

単-84号

％

構成比率

　　軽油

参考資料（1）（施工パッケージ）

　割増対象賃金比 0.780

歩掛適用年月

％

称

単位

単価適用年月

名

％

　　運転手（特殊）

価

　割増対象賃金比 0.753

刊行物単価

R0125

R0101
管理費区分 無

格
再利用

二省労務単価

二省労務単価

％

ｍ
数

       1

冬期

　　特殊作業員

名称

20261014

冬期

　割増対象賃金比 0.788



置場渡し

規格／条件

歩車道境界ブロック撤去

1.000-00000020

量

単価

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

 

摘要

刊行物単価

標準単価

％
バケット容量０．２２ｍ３　排出ｶﾞｽ対策型基

 

26-18-A5-0155-0

CB422540

準値及び低・超低騒音型によらず適用 リース
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単
規

単-84号

　　］

構成比率
L001011001

参考資料（1）（施工パッケージ）

　　小型バックホウ（クローラ）［超小旋回型

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格
再利用

ｍ
数

       1

名称

20261014



　割増対象賃金比 0.882

管理費区分 無

　　軽油

冬期

規格／条件

1.000-00000020

R0102

量

　　型わく工

単価

ZKD1001000

　労務構成比率

単

20261014

％

管理費区分 無

位

　　普通作業員

CB422510

％

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％
　　土木一般世話役

　割増対象賃金比 0.842

　材料構成比率

％

標準単価

　割増対象賃金比 0.780

二省労務単価

 

再利用設置 各種600-1000mm以下50-150kg未満 無し　生ｺﾝｸﾘｰﾄ（各種） 有り

26-18-A5-0155-0

標準単価

二省労務単価

単
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冬期

規

地方資材単価

管理費区分 無

単-85号

％

構成比率

R0125

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

％

称

単位

刊行物単価

単価適用年月

名

％

管理費区分 無

R0133

Z006702002

　　生コンクリート  混合Ｂ種

価

管理費区分 無

格

二省労務単価

二省労務単価

　　特殊作業員

％

ｍ

R0101

数

C-1  (-)-8-20(25)

       1

　ミニローリー渡し

冬期

　割増対象賃金比 0.753

名称

歩車道境界ブロック

20261014

冬期



規格／条件

1.000-00000020

量

単価

単

20261014

位

CB422510

労務調整-超過-規制

 

摘要標準単価

％

管理費区分 無

 

再利用設置 各種600-1000mm以下50-150kg未満 無し　生ｺﾝｸﾘｰﾄ（各種） 有り

26-18-A5-0155-0

単

　機械構成比率

　　小型バックホウ（クローラ）［後方超小旋

規

単-85号

９ｔ吊　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・超低騒
クレーン付　バケット容量０．０９ｍ３　０．

刊行物単価

構成比率

参考資料（1）（施工パッケージ）

歩掛適用年月

称

単位

単価適用年月

名

価

- 95 -

格

L001011005

音型によらず適用 ｸﾚｰﾝ建設業者置場渡し
　　回型］ ％

ｍ
数

       1

名称

歩車道境界ブロック

20261014



Z1

バックホウ　バケット容量０．８０ｍ３　積雪初期　ｆ＝１．７ 4.5ｋｍ 良好
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規格／条件

1.000-00000020

量

ダンプ搬出除雪

補正なし(土砂等)：

単

20261014

位

ｍ３

労務調整-超過-規制

計

数量

：

 

規格区分＝ﾊﾞｹｯﾄ容量0.8m3：機械損料補正＝
摘要単価

ダンプトラック＝１０ｔ積級：機械損料補正 DX023000ダンプトラック運転

 

式

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

単価

単

バックホウ運転費

時間

規

単-86号

       0.037

金額

単-101号

歩掛適用年月

       1

称

単位

＝補正なし（土砂等）：タイヤ損耗費＝良好

管理費区分 無

単価適用年月

名

DX081400

諸雑費（まるめ） ZS3000004

DX022400

管理費区分 無

価

Z1

格

       0.014

単-102号

ZZ1

数

       1

時間

名称

20261014

管理費区分 無



Z1

バックホウ　バケット容量０．８０ｍ３　最深積雪期　ｆ＝１．５ 4.5ｋｍ 良好

規格／条件

1.000-00000020

量

ダンプ搬出除雪

補正なし(土砂等)：

単

20261014

位

ｍ３

労務調整-超過-規制

計

数量

：

 

規格区分＝ﾊﾞｹｯﾄ容量0.8m3：機械損料補正＝
摘要単価
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ダンプトラック＝１０ｔ積級：機械損料補正 DX023000ダンプトラック運転

 

式

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

単-87号

単価

単

バックホウ運転費

時間

規

金額

単-101号

       0.041

歩掛適用年月

       1

称

単位

＝補正なし（土砂等）：タイヤ損耗費＝良好

管理費区分 無

単価適用年月

名

DX081400

諸雑費（まるめ） ZS3000004

DX022400

管理費区分 無

価

Z1

格

       0.014

単-102号

ZZ1

数

       1

時間

名称

20261014

管理費区分 無



1.000-00000010

規格／条件

WB010211

       1

量
単

20261014

式

位

労務調整-超過-規制

数量

 

交通誘導警備員Ａ
摘要単価

交通誘導警備員Ａ

二省労務単価

諸雑費（まるめ）
管理費区分 無

調整係数 1.079

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

       1

単
規

単価

R0803
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金額

ZS3000004

歩掛適用年月

称

単位
　割増対象賃金比0.860

管理費区分 無

単-88号

計

単価適用年月

名

価
格

人

数
人日

ZZ1

       1

名称

20261014



1.000-00000010

規格／条件

       1

量
単

20261014

R0804

式

位

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要単価

二省労務単価

諸雑費（まるめ）
管理費区分 無

交通誘導警備員Ｂ

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

       1

単
規

単価

金額

ZS3000004

交通誘導警備員Ｂ

歩掛適用年月

称

　割増対象賃金比 0.907
単位

管理費区分 無

計

単価適用年月

名

WB010212

調整係数 1.098

価
格

人
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数
人日

ZZ1

       1

単-89号

名称

20261014



ZZ1

規格／条件

1.000-00000020

t

WB010020

量
単

20261014

ZS3000004

位

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要

単-90号

単価

諸雑費（まるめ）

その他単価

単価

仮設材等の運搬 （鋼矢板、H形鋼、覆工板、敷鉄板等）

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

製品長12m以内 10kmまで

北海道・東北・関東・北陸・中部 1.7km 12m以内　冬期割増 無

       1

Z006810101

単
規

金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

基本運賃区分B

名

価

Z1

格

- 100 -

       1

数

計

       1

式

名称

20261014

ｔ

管理費区分 無



規格／条件

1.000-00000020

量

WB010030

単

20261014

位

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要単価

道建設部策定単価

単価

       2

 

計

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

ｔ

単
規

金額

- 101 -

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

単-91号

価
格
積込み、取卸し（往復分）

仮設材等の積込み取卸し費

積込み荷卸し費（仮設材等）

数

       1

Z006800004
名称

20261014

ｔ



立木切倒し・枝払切揃え、立木集積

R0125

開口幅１７００～２０００ｍｍ　爪幅４００～ M000291001

冬期

規格／条件

1.000-00000020

R0101

Z1

量２０ｃｍ以上 2本　架空線や住宅、既存構造物等に近接する場合又は斜面

- 102 -

単

20261014

時間

ZZ1

計

本

位

管理費区分 無

式
       1

Z1

労務調整-超過-規制

数量

管理費区分 無

 

二省労務単価

ZZ2

摘要単価

二省労務単価

     542.92

特殊作業員

      50.414

規格区分＝ﾊﾞｹｯﾄ容量0.5m3(2014年規制)：機

管理費区分 無

式

バックホウ運転費

     100

 

単-103号

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

Z1

管理費区分 無

単

人

ZS7XX0050

規

Z2の合計金額に110%を乗じた金額を算出する。

　割増対象賃金比 0.753

      23.268

金額

DX022400 冬期

時間

械損料補正＝補正なし(土砂等)：

管理費区分 無

　割増対象賃金比 0.780

歩掛適用年月

ZS8000004

管理費区分 無

　割増対象賃金比 0.842

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

R0102

補助機械費率
       1

単-92号

価

      62.048

Z1の合計金額に9%を乗じた金額を算出する。

格

二省労務単価

冬期

バックホウ用アタッチメント［掴み装置］

人

人

土木一般世話役

諸雑費（率＋まるめ）

普通作業員

Z2

数

７５０ｍｍ
     542.92

Z2

名称

20261014

DX090600

刊行物単価

冬期



立木切倒し・枝払切揃え、立木集積

規格／条件

1.000-00000020

量２０ｃｍ以上 2本　架空線や住宅、既存構造物等に近接する場合又は斜面
単

20261014

本

位

単価

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要単価

     100

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

単
規

金額

歩掛適用年月

称

単位

単価適用年月

名

単-92号

価
格

- 103 -

数

名称

20261014

DX090600



R0125

Z1
バックホウ用アタッチメント［掴み装置］

規格／条件

1.000-00000020

M000291001

械損料補正＝補正なし(土砂等)：
       1.53

       1

諸雑費（まるめ）

量

立木積込

７５０ｍｍ

単

20261014

開口幅１７００～２０００ｍｍ　爪幅４００～

位

Z1

単-93号

労務調整-超過-規制

数量

 

時間

式

摘要単価

単-104号

二省労務単価

管理費区分 無

 

参考資料（1）

DX022400 冬期

26-18-A5-0155-0

バックホウ運転費
Z1

規格区分＝ﾊﾞｹｯﾄ容量0.5m3(2014年規制)：機

管理費区分 無

      10

単
規

時間

　割増対象賃金比 0.753

計

金額

管理費区分 無

- 104 -

歩掛適用年月

称

DX090700

単位

ZS3000004

管理費区分 無

単価適用年月

名

価
格

冬期
人

       1.53

土木一般世話役

       0.45

数

単価

名称

刊行物単価

ZZ1

20261014

ｔ



ZZ1

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

ZS3000004

立木、伐開物、抜根物等運搬

位

労務調整-超過-規制

数量

 

摘要単価

諸雑費（まるめ）

単価

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

DX090800

：

単-94号

      10

ダンプトラック＝１０ｔ積級：機械損料補正

- 105 -

単

単-105号

規

＝補正なし（土砂等）：タイヤ損耗費＝良好

金額

       4.5

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

ダンプトラック運転

価

Z1

格

       1

数

計

時間

式

名称

20261014

DX023000 冬期

ｔ

管理費区分 無

９．５ｋｍ以下 良好



ZZ1

       6.5

規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

ZS3000004

立木、伐開物、抜根物等運搬

位

単-95号

労務調整-超過-規制

数量

- 106 -

 

摘要単価

諸雑費（まるめ）

単価

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

DX090800

：

２０．０ｋｍ以下 良好       10

ダンプトラック＝１０ｔ積級：機械損料補正

単

単-105号

規

＝補正なし（土砂等）：タイヤ損耗費＝良好

金額

歩掛適用年月

称

単位

管理費区分 無

単価適用年月

名

ダンプトラック運転

価

Z1

格

       1

数

計

時間

式

名称

20261014

DX023000 冬期

ｔ

管理費区分 無



Z1

管理費区分 無

R0101

DX030910

規格／条件

1.000-00000020

Z006706001

時間

量

Z1

刊行物単価

       1

単

20261014

軽油 　ミニローリー渡し

     100

位

単価

式

労務調整-超過-規制

数量

 

路面ﾋｰﾀ[車載式(自走式)]

摘要単価

時間

計

路面ヒーター（融雪用）運転費

刊行物単価

 

参考資料（1）

26-18-A5-0155-0

ZZ1

Z006702002

Ｌ

諸雑費（まるめ）

単
規

Ｌ

灯油

       1

金額

刊行物単価

歩掛適用年月

ZS3000004

特殊作業員

称

単位

       1.9
管理費区分 無

単価適用年月

名

       0.21 二省労務単価

Z1

管理費区分 無

価

管理費区分 無

Z1

格

　割増対象賃金比 0.780

発熱量55～83万kcal/h

人

MA06261001

数

- 107 -

       1

名称

単-96号

白灯油　業務用　スタンド渡し

20261014

管理費区分 無



Z1

軽油 　ミニローリー渡し

規格／条件

1.000-00000020

       1

諸雑費（まるめ）

量
単

20261014

Z006702002

参考資料（2）

位

運転手（特殊）

Z1

単-97号

労務調整-超過-規制

数量

 

時間
       1

式

DGD10037

摘要単価

刊行物単価

時間

　割増対象賃金比 0.788

二省労務単価

０．８ｍ３

管理費区分 無

M000202019

 

26-18-A5-0155-0

Z1

管理費区分 無

単
規

計

金額

管理費区分 無

歩掛適用年月

称

単位

ZS3000004

- 108 -

管理費区分 無

単価適用年月

名

      15

価

バックホウ（クローラ型）［標準型］

格

冬期

Ｌ

ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ]排対(2次) 0.8m3

人

排出ガス対策型（第２次基準値）バケット容量

       0.17

数

R0114

       1

単価

名称

刊行物単価

ZZ1

20261014



式

Z1

軽油 　ミニローリー渡し

R0115
規格／条件

1.000-00000020

量
単

20261014

Z006702002

単価

      57

供用日

参考資料（2）

位

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 10t積級

Z1
Z010020105

労務調整-超過-規制

DGD10170

数量

 

摘要単価
　割増対象賃金比 0.813

刊行物単価

- 109 -

二省労務単価

日

ZS3000004

管理費区分 無

計

供用日

管理費区分 無

良好

 

26-18-A5-0155-0

Z1

管理費区分 無

通称１０ｔ積級

       1

単-98号

単
規

金額

管理費区分 無
ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

歩掛適用年月

称

単位
運転手（一般）

管理費区分 無

単価適用年月

名

諸雑費（まるめ）

       1

M000301005

ZZ1

Z1

価

刊行物単価

       1.36

格

冬期

Ｌ

１０ｔ積級　良好　供用日

人

タイヤ損耗費

数

       1

       1.36

名称

刊行物単価

20261014



参考資料（2）（施工パッケージ）

％

刊行物単価

　材料構成比率

　　特殊作業員

冬期

　　ガソリン

規格／条件

1.000-00000020

量全ての費用

単価

　労務構成比率

単

20261014

位

ｍ３

単-99号

労務調整-超過-規制

管理費区分 無

 

摘要

％

L001180001

CB210450

％

標準単価

管理費区分 無

 

26-18-A5-0155-0

管理費区分 無

標準単価

二省労務単価

タンパ締固め

　　タンパ及びランマ

単
規

管理費区分 無

質量　通称６０～８０ｋｇ級　リース置場渡し

- 110 -

％

構成比率

歩掛適用年月

　　普通作業員 　割増対象賃金比 0.842

称

単位

　機械構成比率

単価適用年月

名

％

R0102

レギュラー　スタンド渡し　無鉛　JIS K 2202

R0101

価

Z006704001

格

％

二省労務単価

％

　2号

数

       1

刊行物単価

名称

　割増対象賃金比 0.780

20261014

冬期



Z1

軽油

DGD10032

　ミニローリー渡し

規格／条件

1.000-00000020

単-100号

       1

諸雑費（まるめ）

量
単

20261014

Z006702002

参考資料（2）

位

運転手（特殊）

Z1

労務調整-超過-規制

数量

 

時間
       1

式

摘要単価

刊行物単価

時間

　割増対象賃金比 0.788

二省労務単価

管理費区分 無

排出ガス対策型（第２次基準）　バケット容量

 

26-18-A5-0155-0

       5.9

Z1

管理費区分 無

単
規

計

金額

M000202015
管理費区分 無

歩掛適用年月

ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ]排対(2次) 0.28m3
称

単位

ZS3000004

管理費区分 無

単価適用年月

名

- 111 -

価

バックホウ（クローラ型）［標準型］

格

冬期

Ｌ

人

０．２８ｍ３

       0.17

数

R0114

       1

単価

名称

刊行物単価

ZZ1

20261014



Z1

- 112 -

軽油 Z006702002

規格／条件

1.000-00000020

単-101号

量

Z1

刊行物単価

単

20261014

      15

参考資料（2）

位

運転手（特殊）

労務調整-超過-規制

数量

DX022400

 

時間
M000202019

摘要

バックホウ（クローラ型）［標準型］

単価

時間

　割増対象賃金比 0.788

　ミニローリー渡し

排出ガス対策型（第２次基準値）バケット容量

 

26-18-A5-0155-0

ﾊﾞｹｯﾄ容量0.8m3 補正なし(土砂等)

０．８ｍ３

Ｌ

単
バックホウ運転費

規

計

       1

金額

諸雑費（まるめ）

二省労務単価

歩掛適用年月

       1

称

単位

ZZ1

管理費区分 無

単価適用年月

名

式

刊行物単価
管理費区分 無

価

管理費区分 無

Z1

格

ZS3000004

人
       0.17

数

単価

R0114

       1

名称

20261014

管理費区分 無



Z1

管理費区分 無

単-102号 DX023000

R0115

軽油 Z006702002

規格／条件

1.000-00000020

時間

量

Z1

刊行物単価

       1

単

20261014

参考資料（2）

位

単価

式

労務調整-超過-規制

数量

 

時間

摘要単価

Z010020102

　割増対象賃金比 0.813

時間

計

１０ｔ積級 補正なし（土砂等） 良好

- 113 -

　ミニローリー渡し

 

26-18-A5-0155-0

ダンプトラック運転

ZZ1

      9.8
Ｌ

諸雑費（まるめ）

単

１０ｔ積級　良好

規

通称１０ｔ積級

       1

金額

二省労務単価

刊行物単価

タイヤ損耗費

歩掛適用年月

ZS3000004

       1

称

単位
運転手（一般）

管理費区分 無

単価適用年月

名

Z1

刊行物単価
管理費区分 無

価

管理費区分 無

Z1

格

M000301005

人
       0.17

ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

数

       1

名称

20261014

管理費区分 無



Z1

軽油

単-103号

　ミニローリー渡し

規格／条件

1.000-00000020

量

Z1
音型］

単

20261014

Z006702002

参考資料（2）

位

運転手（特殊）

労務調整-超過-規制

ﾊﾞｹｯﾄ容量0.5m3(2014年規制) 補正なし(土砂等)

排出ガス対策型（２０１４年規制）　バケット

数量

DX022400

 

時間
       1

摘要単価

刊行物単価

時間

　割増対象賃金比 0.788

二省労務単価

容量０．５ｍ３

管理費区分 無
      11

 

26-18-A5-0155-0

Z1

単
バックホウ運転費

規

計

       1

金額

諸雑費（まるめ）

管理費区分 無

- 114 -

歩掛適用年月

称

単位

ZZ1

M000202133

管理費区分 無

単価適用年月

名

式

価

管理費区分 無

格

冬期

Ｌ

ZS3000004

人
       0.17

数

単価

R0114

       1

名称

20261014

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒



単-104号

Z1

軽油 　ミニローリー渡し

規格／条件

1.000-00000020

量

Z1
音型］

単

20261014

Z006702002

参考資料（2）

位

運転手（特殊）

労務調整-超過-規制

ﾊﾞｹｯﾄ容量0.5m3(2014年規制) 補正なし(土砂等)

排出ガス対策型（２０１４年規制）　バケット

数量

DX022400

 

時間
       1

摘要単価

刊行物単価

時間

　割増対象賃金比 0.788

二省労務単価

容量０．５ｍ３

管理費区分 無
      11

 

26-18-A5-0155-0

Z1

単
バックホウ運転費

規

計

       1

金額

諸雑費（まるめ）

管理費区分 無

歩掛適用年月

称

単位

ZZ1

M000202133

管理費区分 無

単価適用年月

名

式

価

管理費区分 無

格

冬期

Ｌ

- 115 -

ZS3000004

人
       0.17

数

単価

R0114

       1

名称

20261014

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒



式

単-105号

Z1

軽油

DX023000

　ミニローリー渡し

R0115

時間

- 116 -

規格／条件

1.000-00000020

       1

量

      9.8

Z010020102

単

20261014

Z006702002

単価

参考資料（2）

位

Z1

労務調整-超過-規制

数量

 

時間
       1

摘要単価
　割増対象賃金比 0.813

刊行物単価

時間

二省労務単価

１０ｔ積級 補正なし（土砂等） 良好

ZS3000004

管理費区分 無

計

管理費区分 無

 

26-18-A5-0155-0

Z1

管理費区分 無

通称１０ｔ積級

ダンプトラック運転

１０ｔ積級　良好

単
規

金額

管理費区分 無
ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

歩掛適用年月

称

単位
運転手（一般）

管理費区分 無

単価適用年月

名

諸雑費（まるめ）

       1

M000301005

ZZ1

Z1

価

刊行物単価

格

冬期

Ｌ

人
       0.17

タイヤ損耗費

数

       1

名称

刊行物単価

20261014



登録単価

名称 登録月

10

                                        

規格 登録年度

Z980101011 2026

コード

26-18-A5-0155-0

Z980102010

単価

登録単価

工事名

ポリエチレンスリーブ 10

汚水処理統合管路新設工事その２

組

- 1 -

ポリエチレンスリーブ（固定ゴムバンド）

備考

φ500 ｍ

単位

2026φ500



個人用損料＜データ無し＞

コード

                                        

備考名称

26-18-A5-0155-0

個人用損料＜データ無し＞

登録年度単価

工事番号 工事名

規格 区分

汚水処理統合管路新設工事その２

- 1 -

登録月単位



建設リサイクル法に関する解体工事費用調書

単-73号
CB430310

単-72号

      133

CB430510

金額

舗装版破砕

名称

- 1 -

建設リサイクル法に関する解体工事費用調書

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下 全ての費用

単価規格／条件

（アスファルト）

摘要

 

舗装版切断

26-18-A5-0155-0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 無し 不要 15cm以下 有り 全

単位

解体費計

ての費用

（アスファルト）

（木材）

解体費計

費用区分

（木材）

（コンクリート）

解体費

解体費

（コンクリート）

      132

解体費計

ｍ

解体費

ｍ２

数量

解体費計



建設リサイクル法に関する再資源化等費用調書

（コンクリート）

（木材）

（木材）

t

単-70号

金額

運搬費

建設リサイクル法に関する再資源化等費用調書

処分費（t）

運搬費計

WB020052

名称

（アスファルト）

単-71号

処分費

- 1 -

       15

（アスファルト）

運搬費
単価規格／条件

運搬費計

（アスファルト）

摘要

 

26-18-A5-0155-0

（コンクリート）

単位

舗装版破砕 機械（騒音対策不要､厚15cm以下
CB227010

費用区分

（アスファルト）

（木材）

（コンクリート）

（コンクリート）

処分費

処分費

処分費計

       34.35

処分費計

ｍ３

運搬費計

） 有り
殻運搬

運搬費

数量



（木材）

循環税相当額

（コンクリート）

金額

建設リサイクル法に関する再資源化等費用調書

再資源化費用計

循環税相当額計

名称

（アスファルト）

処分費計
単価規格／条件 摘要

 

26-18-A5-0155-0

（アスファルト）

単位費用区分

- 2 -

（木材）

（木材）

循環税相当額
（コンクリート）

循環税相当額

循環税相当額計

循環税相当額計

数量



集計リスト（機械損料）

刊行物単価

工事区分

刊行物単価

バックホウ（クローラ型）［標準型

補正有り

機械損料

ーゼル］

供用日

M000202142
ト容量０．８ｍ３

通称１３００ｋｇ級

バックホウ（クローラ型）［標準型

単位規格

         0.008

供用日

刊行物単価

数量

        29.965

金額

下水道

M000604006

補正有り

刊行物単価

時間

        34.271

供用日

         1

ーゼル］

単価

         1.78

］

補正有り

 

26-18-A5-0155-0

通称１０ｔ積級

］

補正有り

）［油圧式］
大型ブレーカ（ベースマシン含まず

通称２ｔ積級　吊能力２．９ｔ

刊行物単価

ダンプトラック［オンロード・ディ

供用日

供用日

バックホウ（クローラ型）［標準型
・超低騒音型］

量０．８ｍ３

式

当　初

補正有り

MM000001

工事名
集計区分

集計リスト（機械損料）

時間

排出ガス対策型（２０１４年規制）　バケッ

補正有り

         1.493

         6.238

汚水処理統合管路新設工事その２

M000301005

排出ガス対策型（２０１４年規制）　バケッ

その他（機械）

コード

刊行物単価

］

補正有り

補正有り

M000301005

ト容量０．８ｍ３

名称
バックホウ（クローラ型）［標準型

供用日

- 1 -

量０．２８ｍ３

         0.151

M000302010

排出ガス対策型（第２次基準）　バケット容

補正有り

摘要

M000202135

ダンプトラック［オンロード・ディ 通称１０ｔ積級

M000202015

トラック［クレーン装置付］

M000202019

         1.545

排出ガス対策型（第２次基準値）バケット容



開口幅１７００～２０００ｍｍ　爪幅４００

MA06261001

・超低騒音型］

工事区分

ーゼル］

刊行物単価

発熱量55～83万kcal/h

M000701021

補正有り

機械損料

M000301005

時間

単位規格

M001003007

路面ﾋｰﾀ[車載式(自走式)]

時間

刊行物単価

数量 金額

下水道

補正有り

通称１０ｔ積級

供用日

        10.659

         0.23

単価

バックホウ（クローラ型）［標準型

（超低騒音型）・湿式］
供用日

補正有り

        13.152

排出ガス対策型（第３次基準）　バケット容

 

26-18-A5-0155-0

        13.153

補正有り

M001161013

刊行物単価

排出ガス対策型（２０１４年規制）　バケッ

供用日

         0.728

ト容量０．５ｍ３

当　初

補正有り

工事名
集計区分

- 2 -

バックホウ用アタッチメント［掴み

排出ガス対策（第３次基準値）　舗装幅１．

M000202133

集計リスト（機械損料）

時間

時間

補正有り

         1

汚水処理統合管路新設工事その２

M000291001

排出ガス対策型（２０１４年規制）　ブレー

量０．０９ｍ３

コード

装置］

ダンプトラック［オンロード・ディ

ド径φ５６ｃｍ

補正有り
小旋回・超低騒音型

補正有り

～７５０ｍｍ

名称

モータグレーダ［土工用］

供用日
         0.698

摘要

ド幅３．１ｍ

４～３．０ｍ

小型バックホウ（クローラ）後方超

         0.033

アスファルトフィニッシャ［クロー

コンクリートカッタ［バキューム式

M000201100

ラ型］

エンジン駆動　通称切削深２０ｃｍ級ブレー



工事区分
機械損料

単位規格 数量 金額

- 3 -

下水道

単価

 

26-18-A5-0155-0

当　初工事名
集計区分

集計リスト（機械損料）

汚水処理統合管路新設工事その２

コード 名称 摘要



集計リスト（賃料）

刊行物単価

日

タンパ及びランマ

運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

工事区分

ース置場渡し

日

刊行物単価

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

基準値及び低・超低騒音型によらず適用 リ

運転質量10～12t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び

         0.375

トラッククレーン［油圧伸縮ジブ型

単位規格

刊行物単価

日

旋回型］

L001060001

し
低・超低騒音型によらず適用 リース置場渡

刊行物単価

数量

運転質量13～14t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び

金額

L001070011

下水道

刊行物単価

・超低騒音型によらず適用 リース置場渡し

単価

日

基準値及び低・超低騒音型によらず適用 リ

低・超低騒音型によらず適用 リース置場渡

小旋回型］

振動ローラ（舗装用）［搭乗・コン

日

         0.152

賃料

 

26-18-A5-0155-0

L001010012

刊行物単価

         7.497

タイヤローラ［普通型］

［ホイール型］舗装幅１．４～３．０ｍ　排

L001060004

         0.712

刊行物単価

L001120001

らず適用 リース置場渡し

小型バックホウ（クローラ）［超小

日

当　初工事名
集計区分

         0.126
バケット容量０．２２ｍ３　排出ｶﾞｽ対策型

刊行物単価

汚水処理統合管路新設工事その２

         0.728

ース置場渡し

         6.316

L001210001

コード
質量　通称６０～８０ｋｇ級　リース置場渡

出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・超低騒音型によ

刊行物単価
］

最大吊上能力４．９ｔ吊　リース置場渡し

         0.023

名称

集計リスト（賃料）

タイヤローラ［普通型］

- 1 -

アスファルトフィニッシャ

日

L001180001
摘要

し

バインド式］

日

         0.574
ロードローラ［マカダム］

運転質量3～4t　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低

し

日

バケット容量０．４５ｍ３　排出ｶﾞｽ対策型バックホウ（クローラ型）［後方超

L001011001

L001050002



刊行物単価

工事区分

日
．９ｔ吊　排出ｶﾞｽ対策型基準値及び低・超

し

小型バックホウ（クローラ）［後方
単位規格 数量 金額

下水道

L001011005

低騒音型によらず適用 ｸﾚｰﾝ建設業者置場渡

単価

超小旋回型］

賃料

 

26-18-A5-0155-0

クレーン付　バケット容量０．０９ｍ３　０

当　初工事名
集計区分

- 2 -

汚水処理統合管路新設工事その２

コード 名称

集計リスト（賃料）

摘要

         0.058



集計リスト（労務）

運転手（一般）

工事区分

　割増対象賃金比 0.842

R0125

運転手（一般）

　割増対象賃金比 0.788

土木一般世話役

         0.295

その他（労務）

        16.924

単位規格

R0115

        54.262

人
数量

R0114

金額

下水道

補正有り

　割増対象賃金比 0.882

運転手（特殊）

人

RR000001

運転手（特殊）

         1

単価

二省労務単価

型わく工 補正有り

　割増対象賃金比 0.813

 

人

　割増対象賃金比 0.813

26-18-A5-0155-0

人

補正有り

二省労務単価

特殊作業員

式

　割増対象賃金比 0.788

当　初

二省労務単価

二省労務単価

補正有り

工事名
集計区分

R0133

         0.826

補正有り

労務

二省労務単価

汚水処理統合管路新設工事その２

二省労務単価

R0115

コード

　割増対象賃金比 0.780

二省労務単価

R0102

R0114

        21.54

R0101

補正有り

補正有り
名称

二省労務単価

普通作業員

         6.996

人

人

- 1 -

人

摘要
　割増対象賃金比 0.753

集計リスト（労務）

人

        25.736

         0.051



R0101

工事区分

単位規格

         0.21

人
数量 金額

下水道

人

単価

 

人

26-18-A5-0155-0

補正有りR0804

特殊作業員

当　初

二省労務単価

二省労務単価

工事名
集計区分

- 2 -

交通誘導警備員Ａ

　割増対象賃金比 0.907

R0803

労務

　割増対象賃金比0.860

汚水処理統合管路新設工事その２

コード

二省労務単価

　割増対象賃金比 0.780

交通誘導警備員Ｂ

補正有り
名称

       104.499

摘要

集計リスト（労務）

        52.249



集計リスト（材料）

φ500

刊行物単価

日

工事区分

         1

式

         1
Z980101011

単位規格

刊行物単価

ZS3000004

Ｌ

数量 金額

ｍ

下水道

ンド）

02　2号

単価

タイヤ損耗費

         1.04

 

26-18-A5-0155-0

ガソリン

その他（材料）

Z980102010 φ500

１０ｔ積級　良好　供用日

集計リスト（材料）

管切断機損料

     1,483.666

当　初工事名
集計区分

ポリエチレンスリーブ

組

諸雑費（まるめ）

刊行物単価

汚水処理統合管路新設工事その２

レギュラー　スタンド渡し　無鉛　JIS K 22

Z010020105

コード

ZZ000001
        49.428

材料

Z006702002

諸雑費（率＋まるめ）

Z980111010

名称

供用日

式

- 1 -

       115.5

       131.878

ポリエチレンスリーブ（固定ゴムバ

摘要

         1

ZS8000004

Z006704001
         6.235

軽油 Ｌ　ミニローリー渡し

式



ZKD0005000

ZKD4001000

工事区分

径１８インチ

ｍ３洗い砂

        20.328

ｍ３

丸太

        71.165

         3.77

単位規格

刊行物単価

０～８０㎜

０～４０㎜

切込砂利

数量 金額

機汚泥に限る　

下水道

地方資材単価

ｍ３

単価

         0.44

        34.35

切込砂利

 

ｔ

26-18-A5-0155-0

         0.303

集計リスト（材料）

         0.96

砂

当　初工事名

地方資材単価

集計区分

- 2 -

地方資材単価

ZKD0084000

グリーン、道産材、間伐材

０～４０㎜

地方資材単価

ZKD0005000

汚水処理統合管路新設工事その２

ｍ３

地方資材単価

コード

産業廃棄物中間処理料金

刊行物単価

ZKD0006000

材料

地方資材単価

        13.036

含まず

名称

汚泥 含水率８５％以上（計量費含む）　無

ｍ３

３０～５０ｃｍ程度の大きさ ｔ

素材 末口径13㎝未満 長さ3.7m未満 加工費

切込砂利

ZAA4003500

ZKD0006000

コンクリートカッタ　（ブレード）

ｍ３

摘要

ZKD5673900

切込砂利 ０～８０㎜

アスファルト塊受入費

枚Z006540009

地方資材単価
        57.96



ＰＫ－３　プライムコート用

工事区分

ｍ３

刊行物単価

ZKD0005000

ｔ

Z004130002

切込砂利

         0.502

ｋｇ

単位規格

         1.142

Ａｓ量６．５～８．５％  歩道用

刊行物単価

数量 金額

- 3 -

植土

下水道

リサイクル土（15mm以下）砂による粒度調整

         1.277

ｍ３

Z004350007

生コンクリート  混合Ｂ種

単価

アスファルト乳剤

 

26-18-A5-0155-0

C-1  (-)-8-20(25)

０．１０６～０．８５０ｍｍ　区画線用

刊行物単価

集計リスト（材料）

０～４０㎜

ZKD0910000

溶剤型　１種Ｂ　白　区画線用

ZKD1001000

Ｌ

ZKD0005000

当　初工事名
集計区分

ガラスビーズ

地方資材単価

トラフィックペイント　常温型

地方資材単価

汚水処理統合管路新設工事その２

地方資材単価

０～４０㎜
コード

         8.605

材料

地方資材単価

ZKD0906000

名称

       166.123

ZKD2020800

Z004352001

黒土（フルイ）音更町字音更基線４８－２　

細粒度ギャップアスファルト混合物

ｍ３

摘要
切込砂利

Ａｓ量６．０～８．０％  車道用

Ｌ

         2.094

地方資材単価

         0.085

        21.6

ｔ

         0.649

細粒度アスファルト混合物

ｍ３

地方資材単価



刊行物単価

- 4 -

工事区分

製品長12m以内 10kmまで

その他単価

Z006800004

単位規格

        46

刊行物単価

数量 金額

       100

下水道

時間
単価

Z006706001

１０ｔ積級　良好

 

26-18-A5-0155-0

ZS7XX0050

タイヤ損耗費

t

集計リスト（材料）

Ｌ

当　初工事名
集計区分

        46

道建設部策定単価

汚水処理統合管路新設工事その２

コード
材料

積込み荷卸し費（仮設材等）

        10.643

式

名称

Z006810101

ｔ

補助機械費率

灯油

摘要

基本運賃区分B

白灯油　業務用　スタンド渡し
         1

Z010020102



集計リスト（市場単価）

刊行物単価

区画線設置（ペイント式）

工事区分

単位規格 数量 金額

下水道

m3

集計リスト（市場単価）

単価
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ｍ
        84

Q2G1030020

当　初工事名
集計区分

        13

汚水処理統合管路新設工事その２

Q001037010

コード

刊行物単価

名称

昼間　豪雪有　実線15cm　制約無　手間のみ

市場単価

- 1 -

摘要
機械施工　手間のみ砂基礎工(手間のみ)



集計リスト（その他）

工事区分

NS形　継輪　φ500

式

         1

        14

t

本

単位規格

刊行物単価

ダクタイル鋳鉄管

刊行物単価

数量 金額

下水道

m3

その他

         1

単価

NS形　曲管　φ500×45°

 

26-18-A5-0155-0

       140

本

         1

刊行物単価

当　初工事名
集計区分

NS形　直管　φ500×6000

土砂受入費

ダクタイル鋳鉄管 NS形　φ500　ライナ有

建込簡易土留材賃料等

刊行物単価

個

汚水処理統合管路新設工事その２

H=3.5m　在場日数33日

         7

コード

刊行物単価

立木･伐開物･伐根物処分費

名称

ダクタイル鋳鉄管

個

- 1 -

集計リスト（その他）

ダクタイル鋳鉄管

摘要

本

NS形　切管用挿し口リング　φ500
         1

         2

ダクタイル鋳鉄管



工事区分

単位規格 数量 金額

下水道
その他
単価
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式

当　初工事名
集計区分

- 2 -

汚水処理統合管路新設工事その２

コード 名称

集計リスト（その他）

摘要

         1

諸雑費



工事区分

単位規格 数量 金額

- 3 -

下水道

単価

 

26-18-A5-0155-0

当　初工事名
集計区分

汚水処理統合管路新設工事その２

コード 名称

集計リスト（その他）

摘要
直管　φ500×6000ダクタイル鋳鉄管

         1

その他(支給品費)



集計リスト（管理費区分別）

管理費区分 ５:一般管理費等対象 管理費区分 ７:工場管理/間接労務/一般管

m3

管理費区分 Ｐ:輸送に係る間接費の積算を 管理費区分 Ｔ:処分費等対象

管理費区分 ７

汚水処理統合管路新設工事その２

       15

工事名

管理費区分 Ｔ

【アスファルト塊受入費｜３０～

下水道
工事区分

数量

集計リスト（管理費区分別）
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単位
管路
管理費区分 ５

管理費区分 ９:全ての間接費対象外及び循

管理費区分 １

汚泥処分

管理費区分 ２

当初

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

凡　例

        0.4

５０ｃｍ程度の大きさ　】

- 1 -

管理費区分 １:現場管理費/一般管理費等対

管理費区分 ９

管理費区分 ２:工場管理費/一般管理費等対

事業区分

m3

規格

殻処分

管理費区分 Ｐ
細別名称



法定福利費概算額

法定福利費概算額

  2
  3

【合　　計】

(4)＋(5)＋(6)＋(7)

(22)÷(21)

  4

製作原価

法定福利費概算額

据付工事原価に占める法定福利費 (12)×(13)

一般管理費等に占める法定福利費

工場製作原価

 27

(8)×(9)

 26 (14)＋(20)＋(25)

機器単体費

業務委託料

主たる工種
 12

 23一般管理費等対象額に占める法定福利費の割合

(19)×(18)

 11

一般管理費等対象額に占める法定福利費

法定福利費概算額

【機械設備工事】

(10)＋(26)

(14)
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(12)＋(15)＋(19)

下水道工事（２）

設計技術費対象額に占める法定福利費の割合 (17)÷(16)

 15

 25

電気設備工事のみ
機械設備の場合は製作原価

 17

一般管理費等

VE管理費・スライド足切額等

設計技術費に占める法定福利費

法定福利費の割合

据付工事原価

電気設備工事のみ

設計技術費対象額 (12)＋(15)

 14

(2)－(3)

 20

  7

(14)＋(20)
 21
 22

工事価格

 13

 19

非対象額計（－）

 16

法定福利費概算額

【機械設備以外の工事】

- 1 -

  6

  8

  1

(24)×(23)
 24

工事原価

据付工事原価に占める法定福利費の割合

  9
 10

設計技術費対象額に占める法定福利費

主たる工種

対象額

その他費目
  5

設計技術費
 18
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L=9.098 L1=9.098

L=1.703 L1=1.843 L=54.490 L1=54.490

鋼矢板立坑

H=4.28 Bd=4.00 L=9.20
 

 
軽量型建込簡易土留 H=3.50 Bd=1.30

L=86.629

下水道用ダクタイル鋳鉄管NS形 φ500

S=-0.5‰S=-0.5‰

 SP=2975.208

有 無

現場制約事項

・地下埋設物 合流管HPφ 250 SP=2859.37

※上記、現場制約事項は、施工条件のうち、特に留意すべき事項を記

載しているものであり、工事着手にあたり、工事監理連絡会等におい

て受発注者間で厳格に確認する。

※※西暦2022年 3月時点の情報のため工事発注時には最新情報に更新

すること。
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汚水処理統合管路新設工事その2

令 和  8  年 度

帯広市上下水道部技術室下水道課
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道路用地幅 36360

9000

下層路盤

凍上抑制層

t=50

t=150

t=270

切込砂利（0～40㎜）

t=30

再生密粒度アスコン

下層路盤

凍上抑制層

t=30

t=270

t=400

切込砂利（0～40㎜）

切込砂利（0～80㎜）

掘削幅

1300

市道鉄北・東北火防乙線
SP=2952.943～SP=2961.367

下層路盤

凍上抑制層

切込砂利（0～40㎜）

切込砂利（0～80㎜）

【復旧構成】

補足材(切込砂利0～40) t=50

t=200

t=700

t=30

t=40

細粒度Ｇアスコン

細粒度アスコン

補足材(切込砂利0～40)

補足材(切込砂利0～40)

【復旧構成】

2

標準施工断面図

標準施工断面図



NON SCALE

令 和  8  年 度

帯広市上下水道部技術室下水道課

名

称

図

名

番

図

尺

縮
NON SCALE 下水道用ダクタイル鋳鉄管NS形 φ500

下水道用ダクタイル鋳鉄管NS形 φ500

 : NS形直管 

 : NS形直管（ライナ使用）

凡 例

汚水処理統合管路新設工事その2

(2001+68)

甲切管
②

乙
切
管2413

6068

 SP=2964.311
 NS形曲管22 1/2°(22-28-17)
 縦断曲点 平面曲点

 SP=2886.943
 NS形曲管45°(45-07-27)

 SP=2877.682

 令和8年度 その2 工事始点

NS形継ぎ輪
φ500

φ500
(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

 SP=2961.367

 令和8年度 その2 工事始点

乙切管

残管

φ500
(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

NS形挿し口リング
(リベットタイプ)

⑦

φ500

残管
257

乙切管
残管
⑦

甲切管

(2454+41)

2495

三フランジＴ字管
φ500-500

Ｂ部

フランジふた
φ500

NS形継ぎ輪
φ200

甲切管

(2454+41)

2495

NS形排水T字管
φ500-200

280 280
NS形排水T字管
φ500-200

乙
切
管

(A
)

NS形曲管90°
φ200

NS形曲管90°
φ200

※1

※1：下水道用仕切弁 φ500

※2 ※1 ※1 ※1※2

※2：ルーズフランジ φ500
※3：NS形短管2号 φ500

※3 ※3

※4

※5

※5

※4：下水道用仕切弁 φ200
※5：NS形短管2号 φ200

※6※6

※6

※6：NS形挿し口リング(リベットタイプ) φ200

乙切管
1458

(1100+68)

④
甲切管

  EL=32.914

  EL=33.602

Ａ部

Ａ部 縦断図

NS形曲管22 1/2°
φ500

NS形曲管22 1/2°
φ500

φ500
(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

φ500
(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

φ500
(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

  EL=32.914

  EL=33.619

乙切
管

150
3

Ｂ部 縦断図

NS形両受曲管22 1/2°
φ500

NS形曲管22 1/2°
φ500

φ500
(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

(6000+68)

φ500

φ500
(リベットタイプ)
NS形挿し口リング

  No.2管理用マンホール（特殊マンホール）

 SP=2970.075  SP=2975.208

 SP=2977.051

 NS形曲管22 1/2°(22-30-00)
 縦断曲点

 NS形両受曲管22 1/2°(22-31-43)
 縦断曲点

 SP=2966.110

 NS形曲管22 1/2°(22-30-00)
 縦断曲点

 SP=2964.311

 NS形曲管22 1/2°(22-28-17)
 縦断曲点

甲切管
⑥

 平面曲点

 SP=3031.541
 NS形曲管45°(44-52-20)

φ500

切管組合せ(1)
φ500

甲切管

⑥

切管組合せ(2)

切管組合せ(3)

φ500

φ500

乙切管

①

甲切管
②

甲切管

④

乙切管

③ 1029

残管

乙切管
⑤

残管

残管

切管組合せ(A)

甲切管

切管組合せ(B)

残管

甲切管乙切管 残管

φ200

φ200

1935
残管 残管

1515

過年度

切管組合せ

φ500

切管組合せ

77368

275 61512@6000=72000 2069

①

(6000+68)

520

9261

260

2149 260

(A)

450

7@6000=42000

450250

6140

170

(B)

530750280  280500 530530  500530 750960

9098

17
50

3
50

11
00

3
00

1
75

0

3
50

4
00

3
00

30
0

40
0

615

1662

③

170

170

1798

1168 615

544901703

6
88

3965 5133

520

7
05

⑤

170

170

184
3

60685732

6000

5732

6000

2413

6000

2001

11001458  

1503 2496

268

5000

24542546

5000

24541100 1446

6000

2413 3587
乙切管
① 残管

甲切管

2149

圧送管配管図

3

圧送管配管図



令 和  8  年 度

帯広市上下水道部技術室下水道課

名

称

図

名

番

図

尺

縮

仮設構造標準図

NON SCALE

（建込簡易土留）

断面図

平面図

標 準 型
3.50＜Ｈ≦5.00

3000

21
60

掘削幅 1450

掘
削
深

 
H

本 管

切 梁

パネル

スライドレ－ル

スライドレ－ル

切 梁

本 管

NON SCALE仮設構造標準図(建込簡易土留)

種    別 切梁段数

3 段H=4.00m

H=4.50m

H=5.00m

4 段

4 段

t=105mm

パネル
t=105mm

断面図

パネル

切 梁

切 梁

平面図

軽 量 型
１.５０≦Ｈ≦３.５０

本 管

本 管

2500

掘
削
幅

 
1
30

0

掘削幅 1300

掘
削
深

 
H

種    別 切梁段数

2 段H=1.50m

H=2.00m

H=2.50m

2 段

2 段

H=3.00m 2 段

H=3.50m 3 段

t=55mm

パネル
t=55mm

GL

4
58

20
8

2
50

仮
設
材
設
置
高

 
 H

覆工板
2000×1000

2160

802000

ズレ止め
[-200×80×7.5×11

覆工板受桁
H-250×250×9×14355

250105

掘
削
幅

 
1
45

0

80
20

00
80

ズレ止め
[-200×80×7.5×11

覆工板受桁
H-250×250×9×14

覆工板
2000×1000

1000 1000

スライドレ－ル

21
60

80
20

00
80

ズレ止め
[-200×80×7.5×11

覆工板受桁
H-250×250×9×14

1000 1000

φ500DCIP

φ500DCIP

φ500DCIP

スライドレ－ル

φ500DCIP

4
58

20
8

2
50

覆工板
2000×1000

80

ズレ止め
[-200×80×7.5×11

覆工板受桁
H-250×250×9×14430

250180

GL

仮
設
材
設
置
高

  
H

覆工板
2000×1000

有 無

現場制約事項

・覆工材は、15ｍ分を転用して使用する。

※上記、現場制約事項は、施工条件のうち、特に留意すべき事項を記

載しているものであり、工事着手にあたり、工事監理連絡会等におい

て受発注者間で厳格に確認する。

※※西暦2022年3月時点の情報のため工事発注時には最新情報に更新

すること。

掘
削
深

 
H

21
0

仮
設
材
設
置
高

 
 h

=
H-

2
10

覆工板無し 覆工板有り 覆工板無し 覆工板有り

覆工板無し 覆工板有り 覆工板無し 覆工板有り

掘
削
深

 
H

21
0

仮
設
材
設
置
高

  
h=

H
-2

1
0

2160

2000

捨て梁
生松丸太 末口15cm

捨て梁
生松丸太 末口15cm

汚水処理統合管路新設工事その2
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帯広市上下水道部技術室下水道課

名

称

図

名

番

図

尺

縮
1/20

φ500DCIP
Bd=1.30m

掘削幅 1300

砂基礎

528

15 15499

下水道用ダクタイル鋳鉄管NS形
φ500mm

77
8

1
50

5
28

10
0

基礎幅 1170
下水道用ダクタイル鋳鉄管NS形

φ500mm

φ500DCIP
Bd=1.45m

掘削幅 1450

528

15 15499

砂基礎

77
8

1
50

5
28

10
0

基礎幅 1240

機械掘削

路 盤

GL
舗 装

h1

機械埋戻し

機械掘削

路 盤

GL
舗 装

(
覆
工
板
設
置
高

)

h1

機械埋戻し

本 管

砂基礎

本 管

砂基礎

掘削幅 Bd

掘
削
深

 
H

埋
戻
高

 h
2

路
面
復
旧
工
計
上

 
D

H

基
礎
高

 
h3

15
0

1
00

掘削幅 Bd

掘
削
深

 
H

2160

45
8

H-
4
58 埋
戻
高

 h
2

路
面
復
旧
工
計
上

 
D

H

基
礎
高

 
h3

15
0

1
00

掘削時 埋戻時 掘削時 埋戻時

標準タイプ 覆工板設置タイプ

管外径
Ｄ

H=4.50～5.00

用  途 管 径
軽量型建込簡易土留

掘削幅 Bd

H=1.50～3.00 H=3.50 H=4.00

標準型建込簡易土留
H=5.00～6.00

重荷重型建込簡易土留

本 管 528φ500DCIP 1,300 1,300 1,450 1,450 1,450

標準掘削機種 （ﾊﾞｯｸﾎｰ） 0.80 m 級3 0.80 m 級30.80 m 級30.80 m 級30.80 m 級3

土工標準図 S=1/20

土工標準図・管渠基礎工図

管渠基礎工図 S=1/20

汚水処理統合管路新設工事その2

令 和  8  年 度
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汚水処理統合管路新設工事その2

令 和  8  年 度

帯広市上下水道部技術室下水道課

名

称

図

名

番

図

尺

縮
1/500・1/50 平面図 S=1/500

住

住

住

車

汚

汚

汚

看 WM

標

信
号
機

水
看

標

標

標

看

看

信
号
機

標

バ
ス
停住

住

住

住

住

車

物 WM

標

水

水 水

看
標

看

看

標

汚

As

As

As

As

As

As

co

G

As

鉄
柵

パ
イ
プ
柵

G(駐
)

As

As

As

As

96.42.76
115西

20

A9

A8

96.38.43

115西
19

AsAs

鉄
柵

As
As

As

As

As

As

G
As

WM

As

As

As

As

WM

物

柏
115 6左

6

As

As

柏
115 6左

5

標
標

115 2左
3右
3

43.31.07

75.86.55

As

標

消
火
栓

水

ア
ン
テ
ナ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀

住

G

As

As

水

G

汚

汚

汚

汚

汚

汚
汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

敷
ブ
ロ
ッ
ク

SGP50A S52

SGP50A S52

SGP50A S51

南
6丁
目
東
線

東
６
・
７
条
仲
通
甲
線

東
７
条
線

鉄北
・東
北火
防乙
線

(花
)

IPNO29
IPNO30

IPNO31

IPNO32

IPNO33

IPNO34

PPφ20

DAφ
200

DTφ
75

SGP50A S52

φ
1000

φ
25
0

φ
25
0 φ

25
0

φ
450

φ
500

φ
900

φ
300

φ
300

下

下

下

下

下

下

SP
26
80

S
P 2

7
0
0

S
P
2
72

0

SP
2
7
40

SP
276

0 S
P
27

8
0

S
P2

8
00

S
P
2
82

0
.
00

S
P2

8
40

SP2860

SP2880

SP2900

φ
100

φ
150

φ
100

φ
100

φ
1
0
0

TA23

TA24

TA26

1 2 - 1

1 2 - 2

1 7 - 1

1 7 -2

6

14 - 2

1 4 -3

1 4 -7

1 2 - 1

1 2 -2

1 3- 2

1 - 4

1 4 -1
15

8-1

8 -2

1 2 -315 - 1
17 - 3

1 7 - 4

ト
タ
ン
塀

住

住

カ
ー
ポ
ー
ト物

 SP=2877.682
 令和8年度 その2 工事始点

区画線(実線)

縁石撤去・復旧
L=2.30m

L=11.368m
鉄北・東北火防乙線

(自転車道)
鉄北・東北火防乙線

(自転車道)

(車道)

舗装復旧延長
L=9.405m

SP
=2

9
64

.3
11

SP
=
27

76
.3

46

SP
=
30

17
.3

50

SP
=
30

36
.9

78

SP
=3

0
46

.3
83

 平面曲点

 SP=2886.943
 NS形曲管45°(45-07-27)

 平面曲点

 SP=3031.541

 NS形曲管45°(44-52-20)

 SP=3051.791

 NS形曲管90°(89-59-39)
 平面曲点

縁石撤去・復旧
L=4.40m

樹木撤去
2本

樹木撤去
3本

5.437

 (自転車道)
 舗装復旧延長 L=0.651m

 (自転車道)

 舗装復旧延長 L=0.612m

SP
=
29

77
.0

51

S
P=

28
8
4.

96
6

S
P=

29
5
6.

86
7

SP
=2

9
64

.9
73

鉄北・東北火防乙線

SP
=2
87
7.
68
2

S
P=

2
88

6.
9
43

S
P=

29
3
9.

09
2

SP
=
29

3
9.

09
2

舗装切断延長  L=104.88m
復旧面積 A=94.48㎡

SP
=
29

3
9.

09
2

S
P=

29
5
2.

94
3

SP
=
29

5
2.

94
3

復旧面積A=18.00㎡

舗装切断延長 L=12.24m

SP
=2
88
6.
94
3

舗
装
切
断
延
長
 
L=14.43m

復
旧
面
積
 
A=19.69㎡

 令和8年度 その2 工事終点
 SP=2961.367

復旧面積 A=18.28㎡

SP
=
29

5
2.

94
3

SP
=
29

61
.
36

7

断面図 S=1/50

0.
421

舗装復旧延長 L=61.410m

9.261

舗装復旧延長
舗装復旧延長 L=40.299m

鉄北・東北火防乙線

52.149

13.851 11.200 14.191  

鉄北・東北火防乙線鉄北・東北火防乙線

3.9241.9777.284 7.444

SA(3)V(3)T(6)

L=6.90m(W=0.15m)

L=1.50m(W=0.15m)
区画線(実線)

L=4.50m(W=0.15m)
区画線(実線)

No.1

No.2

SP=2939.092～SP=2952.943

掘削幅 Bd

復旧幅 W

 t=30

客土 t=150

張芝

※本工事では張芝不施工

Ｎo.1

Ｎo.2

直径(cm) 樹高(m)

35 12

60 12

伐採木（実測値）

鉄北・東北火防乙線・植樹帯（仮復旧）

t=50

t=200

t=700切込砂利（0～80㎜）

t=30

下層路盤

凍上抑制層

t=40

SP=2877.682～SP=2884.966

復旧幅 W

W1

20
0

12
0

70
0

1
02

0

掘削幅 Bd 250

切込砂利（0～40㎜）

補足材（切込砂利0～40㎜）

細粒度Ｇアスコン

補足材（切込砂利0～40㎜）

鉄北・東北火防乙線（仮復旧）

t=50

t=200

t=700

切込砂利（0～40㎜）

切込砂利（0～80㎜）

t=30

下層路盤

凍上抑制層

t=40

復旧幅 W
20

0
12

0
70

0

1
02

0
掘削幅 Bd 250250

補足材（切込砂利0～40㎜）

補足材（切込砂利0～40㎜）

細粒度Ｇアスコン

鉄北・東北火防乙線（仮復旧）

t=50

下層路盤
t=150切込砂利（0～40㎜）

凍上抑制層
t=270切込砂利（0～80㎜）

t=30

 

復旧幅 W

掘削幅 Bd

15
0

8
0

27
0 50
0

200 200

補足材（切込砂利0～40㎜）

鉄北・東北火防乙線・自転車道（仮復旧）
SP=2952.943～SP=2961.367SP=2884.966～SP=2939.092

細粒度アスコン

路面復旧工図
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路面復旧工図
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